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 本モ ノグラフに掲載されている研究成果は，多くの方々の協力によって得られたもので

す。データを提供して下さった被験者の方とデータ収集に御協力いただいた方々に心より

御礼申し上げます。特に，データ収集においては，多くの学校の先生方，企業の方々，様

々な団体の方々，槇田ゼミナールのOB，OGの 方 々に御協力をいただきました。 これら

の方々に対し，この場を借 りて，心より感調の意を表する次第です。

 本 モノグラフに掲載されている 「最終版基準書」は，慶應義塾大学文学部人間科学専攻

の槇田ゼミナールの第14期 生(1984年 卒)か ら22期 生(1992年 卒)の ，およそ10年 にも及

ぶ研究努力の結果得られたものです。ゼ ミ生の皆さんには，数千にも及ぶ膨大なデータの

整理，分類評価，集計をしていただきました。これらの皆さんに心より御礼を申し上げる

とともに，その永年にわたる努力に対し敬意を表したいと思います。特に，21期 生と22

期生の皆さんには，基準書の最後の改訂作業と最終的な集計に携わっていただきました。

ゼ ミ長の竹内直規君(1991年 卒)を はじめ，ゼ ミ員の皆さんに対し感謝の意を表します。

また，大学院のパーソナリティ実習の受講生の皆さんにも，データの評定をお手伝いいた

だきました。心より御礼申し上げます。

 第3章 の達成動機に関する分析では，当時，放送大学の学生であった大塚光枝さん(1991

年卒)に ，データの収集と評定において御協力いただきました。ここに記して深く感謝の

意を表するものです。また，この研究の過程でいろいろとお世話になった放送大学の星薫

先生に心よ り御礼申し上げます。

 最後にな りましたが，この研究プロジェク ト全般にわたって，御支援，御協力をいただ

いた伊藤隆一氏，小林和久氏，弘田直人氏，兼高聖雄氏に深く感謝いたします。
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 本 モ ノグラフは，われわれが行な って きた研究

プ ロジ ェク ト，rWAI技 法 を用いた 自我の実証的

研究」の成果 を まとめ た ものであ る。特に本稿は，

WAI技 法 の一搬 的な特性に関す る分析の一応の

まとめ とな る。これ は，1983年 よ りは じめ られた

もので あるが，9年 目に して1つ の区切 りが得 ら

れた ことにな る.こ のプ ロジ ェク トに関 しての中

間的な まとめは，「組織行動研究」のNo.16(槇

田 ・岩熊，1990)，No.19(岩 熊 ・槇田，1991b)

に 掲 載 したが，本章では，全体的な流れ と本モ ノ

グラフの位置づけを明確にす るために， まず， プ

ロジ ェク トの 目的 と研究経過について述べ ること

にす る。

1.プ ロ ジ ェ ク トの 目的

 WAI技 法 とは，被験者が 「私 は誰 で しょう?

(Whoam I?)」 とい う問に 自問，自答 して，20通

りの回答を 自分 自身の言葉 で記述す るとい うもの

であ る。これ は，KuhnとMcParland(1954)に

よ って考 案 された ものであ るが，研究者 の分析視

点に制約 されずに，被験者 の自発的 な反応が得 ら

れ るとい う利 点を持 っている。そのため，社会学，

社会心理 学，発 達心理 学，臨床心理学， パー ソナ

リテ ィ研究な どの様 々な領域 で利用 され てきた。

この技法で得 られ る反応は， 被験者 が 自分 の 言

葉 で 記 述 した被験 者 自身の姿， 即ち， 被験者 の

self・imageと い うこ とが でぎる。そ こで，われわ

れは， この技法を用 いてパー ソナ リテ ィ研究に お

け る重要な テーマの1つ であ る 「自我」あ るいは

「自己」 を， 実証的 に 分析す る試 みを行な うこと

に した 。

 わ れわれ の目的を具体的に述 べ ると， 以下 の5

つ に まとめ ることがで きる。

 第1の 目的は，WAI技 法 を用 い ることに よ り

個人 のself・imageを 具 体 的に捉 え， それが どの

よ うな範囲に及ぶかを把握す ることであ る。ひ と

りひ と りの個人は，様 々なself・imageを 持 って

い る。そ して，それはすべ て，個人 の “私 ”ある

いは “自分 ”を表 してい る。このよ うなself-im・

ageを 具 体的に 集めて 分析す ることに よ っ て，

self・imageに どの ような バ リエ ーシ ョンが ある

のかが明 らかにな る。 しか も， この ように して集

め られたself・imageの 全 体 は， 自我 あ るいは 自

己の内容や領域 を も反映す ることにな る。もち ろ

ん，self・imageに 自我 ・自己のあらゆ る 側面
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現れ る とい うわけではないが，self・imageに 現

れ るものはすべ て， 自我 ・自己の領域に含 まれ る

 ものであ り， しか も，そ の主要な側面を反映す る

ものと考 えられ る。従 って，self-imageを 具 体的

に収集 し，分析す ることは， 自我 ・自己の理解に

おいて大 きな意味があ るもの と思われ る。

 第2の 目的は，様 々なself・imageが ど のよ う

な頻度 で現れ るのか を分析す ることであ る。具体

的 に集め られたself・imageの 中 には，多 くの個

人に共通 して現れ るもの もあれば，非 常に稀 に し

か現 れ ない もの もある。 このよ うなself-image

の 分 布を調べ ることに よって，self・imageの 一 般

的な傾 向が理解 され る。しか も，self-imageの 中

には， あ る集団では一般的で あっても，他の集団

では そ うでない もの もあ る。 集団に分 けてself.

imageの 頻 度 を 分析す る ことに よ り， 集団の特

徴 も明 らかにな る。特 に，性別や年齢 に よって集

団を分け る ことに よって，self・imageに 現 れ る

性差 や，self・imageの 発 達的な 変化 も捉 えられ

るであろ う。

 第3の 目的は，WAI技 法 に現れ るself.image

間 の相関関係あ るいは共変関係を分析 し， それ に

基づ きself・imageの 分 類 や被験者 の分析 を行な

うことであ る。WAI技 法 を 用 いることに よって

多様なself・imageが 得 られ るが，それ らの中に

は，1人 の被験者 の反応 の中に同時に出現 しやす

い もの・ あるいは，1人 の被験 者の反応の中に同

時に現れ ることのあ ま りない ものがあ る。 この よ

うなself・image間 の 相関関係を体系的 に分析す

ることに よって，self-imageの 全 体的な 構造を

知 ることができ る。 この構造に は， 多様 なself.

imageが それ らの間 の相 関関係を 反映す るよ う

に位置づ けられ， これ に基 づいてself・imageを

分 類す ることも可能 とな る。ただ し， この場合 の

構造 とは， 個人 内に想定 され る構造 とい う よ り

も，む しろ，個人 をその中に位置づけ るよ うな構

造 とな る。 と言 うの も， この構造には，多 くの個

人 の多様 なself・imageが 含 まれてお り，各個人

のself・imageは ， この構造の一・部分に位置づけ

られ ることにな るか らであ る。結果 として， この

よ うな構造か ら， 自我 ・自己の領域 や範 囲の問題

や，self・imageの 個 人差について も体系的 な理

解が進 む もの と思われ る。

 第4の 目的 は，self・imageが 個 人 内で相互に

どの ような関連を持 ってい るかを分析す ることで

あ る。個人 の持つ hなself-imageは ，個 々に

独立 して存在 してい るのではな く，相 互に関連 し

合い，1人 の個人の “私”を構成 してい る。つ ま

 り， この ような関連性 か ら， 個 人のself-image

の構 造 を捉 え ようとい うものである。この場合 の

構造 とは，Rogers(1951)の 言 う自己 の構造に近

い もので，個 人がそれ ぞれ のself-imageを どの

よ うに認知的に関連 づけてい るか とい うものであ

る。この ような構造 の把握 は，個人 のパー ソナ リ

テ ィを理解す る上 で も有効 な もの と な るで あ ろ

う。一・方 ，個 人が持 つself-imageの 内容は人様

々で あ り，従 って，それ らか ら構成 され る構造 も

多様な ものと考え られ る。 しか し， この ような構

造を個人間で比較す ることに よ り，多 くの個人 に

共通す る特徴が 抽 出で きれば，self-imageが ど

の ように構造化 され ているのかについ ての，一般

的 な理解 も進む ものと思われ る。

 そ して，第5の 目的は，WAI技 法 をパ ーソナ

リテ ィ診断を行な うための技法 として確立 す るこ

とであ る。これは，上 に挙 げた 目的の達成 とも大

きく関わ ってい る。 まず，WAI技 法 に よって個

人の何を知 り得 るのか とい うことを明確に してお

かなけれ ばな らないが， これは，WAI技 法 に ど

の ような範 囲のself・imageが 現 れ るかを知 るこ

とによって， 自ず と明らかにな るであろ う。そ し

て，WAI技 法 を用 いて個 人を理解 しようとす る

場合， その個人 の 反応が 一・般的な もので あ る の

か，それ とも，特異 な反応 であ るのか とい うこと

を判断で きなければ な らな い。これは，性別や年

齢 も考慮 した反応 の一般的な傾向を把握す ること

に よって，あ る程度可能にな るもの と思われ る
。

しか し， この ような ことだ けか らでは，WAI技

法 をパ ーソナ リテ ィ診 断に利用す る上 での十分 な

情報 は得 られない。そ のためには，WAI技 法 を

実際に個人 に施行 し，それに基づいてパ ーソナ リ

テ ィ診 断を行 な うとと もに，他 の技法で得 られた

情報 も含め て比較検討 して，WAI技 法 の特性 を

よ く理解す ることが必要であろ う。



2.プ ロジ ェク トの研 究経 過

 以上 の ような 目的に基づ き研究が進め られて き

たが，次に， これ らの 目的に対す る研究経過につ

いて述べ る。 まず， 第1の 目的であ るself-im・

ageの 内容 と範囲 の把握は， “基準 書” の作成 を

通 じて行な って きた 。基準書 とは，WAI技 法 で

得 られた具体的な反応を内容分析 し，意味内容の

類似 した反応を集めて，具体的に列挙 した もので

あ る。これを反応 カテ ゴ リーとして，個hのWAI

反 応 を 分類す る ことに よ り， 第2の 目的 である

self・imageの 頻度分 布の 把握 も可能 とな る。基

準書は，1983年 度 にそ の最初 の 版が 作成 され て

以来，改訂が重ね られ，精緻化 が進め られ てきた

(岩熊 ・槇 田，1991b； 槇 田 ・岩熊，1988a； 槇 田 ・

岩熊，1988b； 愼 田 ・岩熊 ，1990)。 改 訂 の手続 き

は，基準書に基づ きWAI反 応 の分類評定 を行な

い，その集計結果 や分類評定 の際 の問題点等 を検

討 して，新 たな基準書 を作成す るとい うものであ

る。 これに平行 してデータの拡充 も行 なわれ，改

訂 された基準書は， さらに多 くのデータの分類9

集 計に用 い られ ることに よ り検討 され る。このよ

うな手続 きを数年 にわ たって繰 り返す ことに よっ

て，WAI反 応 の多様な内容を， 可能な限 り少数

の カテ ゴ リーに よって表現 でき るように基準書 を

改訂 し て きた。1983年 度 版 基準 書 は 約1，800

の カテ ゴ リーで 構i成 されていたが，1989年 度 版

は197の カ テ ゴリーでで きてい る。 データ数 も

1989年 度 には， 約14，000名 のWAI反 応 が

分 析 され た (岩熊 ・槇田，1991b； 槇 田 ・星 ・岩

熊 ，1991)。1989年 度 版基準書は，ほぼ完成に近

い もの と考 えているが，最終的な基準書 とす るた

め には若 干の調整が必要 である。そ こで，第2章

において最終的 な基準書で ある1991年 度 版 の作

成 とそれに基づ くself・imageの 頻 度分析につい

て述べ る。

 第3の 目的 であ るself・imageの 相 関関係の分

析につい ては，WAI反 応 の 反応パ ターンを分析

す る試みが為 されてい る。 これは， 各 被 験 者 の

WAI反 応 を基準書に よって 分類評定 し，各被験

者 の20の 反応が どの ような カテ ゴ リーの組合せ

一 はじめに一  7

に よ って構成 されてい るかを数量化III類 で分析

す るとい うものであ る。この ような 分 析 に よ っ

て，WAI反 応 に現れ る個 人差 を反映す る次元 を

得 ることがで き， この次元に基づいて，WAI反

応 を分類す ることや被験者 を比較分析す ることも

可能 とな る。小学生か ら高校生 まで の約5，000名

を 対象 とした分 析では，数量化III類 に よって，

1.性 格一デモ グラフィ ック，II.自 己 に対 す る意

識 ，III.欲 求 ・希望 ・願 望の3っ の次元 が 得 ら

れ，それに基づ くカテ ゴ リーの分類 に よって，A.

社 会 ・生物 的基礎，B.性 格， C.欲 求 と自己評価

の3つ の クラス ターが得 られ た。さ らに，これ ら

の クラスターに基づ き被験者を比 較 分 析 した 結

果 ，小学生のself・imageが 社 会 ・生物的基礎を

中心 に構成 され ているのに対 し，年齢 の上昇に伴

い性格 や欲求 ・自己評価 の反応が含 まれ るよ うに

分化す るこ とも示 され た(岩 熊 ，1991； 岩 熊 ・槇

田，1991a； 岩 熊 ・槇 田，1991b)。 小 学生か ら老人

までの約14，000名 を 対象 と した分析では，1.内

容的把握一形式的把握 ，II.自 己に対 す る意 識，

III.実 存 的 意 識 ・非 日常的意識 ， IV.欲 求 ・希

望 ・願望，V.家 系 ・家族 の5つ の次 元が得 られ，

これ らの次元に基づ きカテゴ リー を 分 類 し た結

果，A.性 格(気 質)， B.性 格(力 動)， C.身 体 ・

能 力 ・日常生活，D.希 望 ・願 望， E.祖 父 母 ・

父母，F.職 業 ・家庭， G.自 己実現的欲求， H.学

校 生活，1.基 本属性，J.実 存 的 自己意識 とい う

10の クラス ターが 得 られた 。この 分析 で も高校

生 までの分析で得 られた よ うなself・imageが 発

達的に分化す る傾 向が認め られ，また，10の クラ

スターは，高校 生までの分析 で得 られ た3っ の ク

ラスターと対応 してい ることも確認 された.さ ら

に，30代 か ら50代 のself・imageに お いて職

業 ・家庭が大 きな 意味 を持つ こ とや 老 人のself-

imageに お いて 自己実現的欲求が 顕著 にな るこ

とな どが 示 され た(岩 熊，1991； 岩 熊 ・槇 田，

1991b)o

 第4の 目的であ る個人 内におけるself-image

の相 互関連性 の分析は，WAI技 法 に よって 個人

を理 解す る上での重要 な視 点 とな る。 これにつ い

ては，大学 生50名 を被験者 とした実験が行なわ

れてい る(岩 熊，1986； 岩 熊 ・槇田，1989)。 こ の
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実験 では，被験者にWAI技 法 を施 行 し， 自分 自

身が書いた20の 回答間 の関連の強 さを2種 類の

手続 きで評定 させ ている。1つ は，20の 回 答をな

るべ く自然に感 じるよ うに分類 させ るとい うもの

で， も う1つ は， 回答 を2答 ずつ対呈示 し，関

連 の強 さを評定 させ るとい うものであ る。その結

果，2つ の手続 きで得 られたデータは，相互に整

合性を持ち， これ らのデータを解析 した結果得 ら

れた回答の構造 に対 して， 多 くの被験老が納得で

きるものであ ると述べた 。

 第5の 目的で あるWAI技 法 の パ ーソナ リテ

ィ診断へ の適用については，先に も述 べた通 り，

他 の 目的 の達成 とも大 きく関わ ってい る。特に，

第1， 第2の 目的 であ るWAI反 応 の 内容 の

範 囲 と頻度の把握 は，WAI技 法 を 個人理解に適

用 す る時の前提 とな る。また，第4の 目的であ る

個 人内におけ るself・imageの 相 互関連性 の分析

は，WAI技 法 に よって 個人を理解す る上での重

要 な視点 とな る。そ の一方でわれわれは，個 人の

具体的なWAI反 応 を知 るために， rWAI事 例

集」を作成 してきた 。 これは，WAI技 法 で得 ら

れ る典型的な事 例や特殊事例 を性別 ・年齢別に集

め，な るべ くそのままの形 で 掲載 した も の で あ

る。「組織行動研究」のNo.16に は ，小学生か ら

高校生 までの48事 例，No.19に は 大学 生か ら

40代 まで の47事 例がそれぞれ巻末資料 として掲

載 され てい る。そ して，本モ ノグラフの巻末 に も，

最後に残 された50代 以 上の38事 例を掲載 した。

このよ うな，基礎 的な研究 の積み重ね と事例収集

は，WAI技 法 を パー ソナ リテ ィ診断へ適用す る

際 の基礎資料 とな るが，われわれは， これ らと平

行 して，WAI技 法 を含め た テス ト・バ ッテ リー

を構成 し，実際に個人 のパ ーソナ リテ ィを総 合的

に分析す る試み も続けてい る。

 以 上がわれわれの プロジェク トの 目的 と研究経

過であ る。本 モ ノグラフは， プ ロジ ェク トの第1

の 目的であ るself-imageの 内容 と範 囲 の 把 握

と，第2の 目的で あるself・imageの 頻 度分布の

把握 に対す る一一応 の最終的な報告 とな る。先に も

述べ た ように， これ らは 「基準書」の作成 とそれ

に基づ く反応頻度 の分析を通 じて行なわれ てきた

が，第2章 では，最終版基準書 の作成過程 と， こ

の基準書に よる反応頻度 の分析結果につ いて述べ

る。 さらに， 第3章 では，WAI技 法 を 特殊 な

視 点か ら用 いた もの として， 達成 動 機 の 分 析 に

WAI技 法 を適用 した研究 について も述べ る。
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1.目 的

 前 章で も述べた よ うに，われわれの第1の 目的

は，self-imageの 内容が どのよ うな 範 囲に及ぶ

か とい うことを具体的に把握す ることで ある。こ

の 目的のために，われわれは，WAI技 法 で得 ら

れた反応を “基準 書” とい う形に まとめ る試みを

続 けて きた。基準書は，WAI反 応 の内容分析を

行ない，類似 した反応 をま とめ て列挙 した もので

あ る。われわれ は， この基準書を反応 カテゴ リー

として反応頻度 の分析に用い ることに よって，第

2の 目的であ るself・imageの 一 般的な分布の把

握を行な って きた 。そ して，この ようなWAI反

応 の具体的な 内容を示 した基準書 とその頻度分析

の結果は，WAI技 法 を パー ソナ リテ ィ診 断に用

い る際の基礎的な資料 とな る。

 基 準書は，1983年 度 以来数 回の 改訂が 重ね ら

れ，1989年 度 にはほぼ 完成 に近 い ものが 得 られ

てい る。 しか し，パー ソナ リテ ィ診断 も含めて一

般 的に使用す るには，若干 の問題点 も残 されてい

る。そこで，われわれは，1989年 度 版基準書の改

訂 を行 ない，最終的な基準書を完成す ることに し

た。本章では，基準書の改訂の過程と，この基準

書を用いたWAI反 応の頻度分析の結果について

述べ る。

2.方 法

[WAI用 紙]

 WAI技 法 を施 行す る際 に必要 とな るWAI用

紙 は， 中学生以上 の被験者を対 象 と した 「一般

用WAI用 紙 」， 小学生を対象 とした 「小学生用

WAI用 紙 」，老人 を対象 と した 「老人用WAI用

紙 」， そ して， 施行状 況に よ り記名 させ ることが

難 しい場合 のため の 「無記名WAI用 紙 」の4種

類が用意 され ている。「一般用WAI用 紙」には，

B4版 の紙が 用い られ，左半分に は フェイス ・シ

ー トと被験者へ の教示が印刷 され
，右半分 に被験

者が反応を記入す るスペースが設 け られ てい る。

左半分の フェイス ・シー トには，氏名，性別，調

査 日時，生年月 日，年齢 ，現住所，未婚 ・既婚，

職業，学歴 を記 入す る欄 があ り， その下には，以

下 の ような被験者 への教示が 印刷 され てい る。

「私は誰で し ょう?」 とい う問いに対 し，あな
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たの ことについて，20通 りの 異な る答えを右

の ペ ージの1番 か ら順 に書いていって くだ さ

い。思いつ くままに， 自由に書いてい って くだ

さい。書 き終 った ら，1か ら20ま で の答えを

見 て，特に 自分 ら しい と思われ る答えの番 号を

○ で囲んで くだ さい 。○はい くつつけて もかま

いません 。もし，どうして も最 後(20番)ま で

答 えを思いつかない場 合は，思いつ くところま

でで結構です ので，そ こまでの内容で， 自分 ら

しい と思われ る答えの番 号を○ で囲んで くだ さ

いo

 用 紙の 右半分 の 反応を記 入す る欄は，20本 の

罫線が引かれ ，各行 の先頭 に1か ら20の 番 号が

付け られただけの ものであ る。被験者は， これ ら

の各行に1答 ずつ反応を記入 してい き，最終的に

20の 回答を記入す ることにな る。

 「小学生用WAI用 紙 」 は， 一般用 と同 じ大 き

さの紙 を用 い，形式 もフ ェイス ・シー トと教示を

除 いて同 じにな ってい る。小学生用の フェイス ・

シー トの項 目は，氏名，性別，調査 日時，生年 月

日，年齢，現住所，親の職業，学校 名，学年 であ

る。教示は，以下の よ うに，一 般月亅よ りも平 易な

ものとな ってい る。

 「私 はだれで しょう?」 とい う問いを自 分 に

してみて くだ さい。そ して，その問 いに対す る，

20通 りの それぞれ ちが う答えを，右 の ペ ージ

の1番 か ら順番に書いてい って くだ さい。思い

っ くままに，自由に書いてい って下 さい。も し，

20番 まで 答 えを 思いつかない ときは， 思いつ

くところまででか まい ません 。答えを書 きおえ

た ら， あなたがかいた答えを見て，特に 自分 ら

しい と 思 う答 えの 番号を ○ でか こんで くだ さ

い 。○は，い くつつけて もか まいませ ん。

 「老人用WAI月 亅紙」 は， 字 を大 き くして縦書

きに印刷 した もので，大 きさはB4版 であるが，

フ ェイス ・シー トと反応の 記 入欄 の2枚 綴 りに

な ってい る。また，厂無記名WAI用 紙 」は，フ ェ

イス ・シー トの記 入欄 を年齢 と性別だけに限 って

あ る。

【施行の手続き]

 施行に際 しては，原則として，被験者や施行状

況に合わせ，上のWAI用 紙の中から適切なもの

を選択 した。小学生の被験者(3年 生以上)に 対

しては小学生用を用い，それ以上の被験者に対 し

ては一般用を用いたが，老人の一部には老人用を

用いた。また，記名式のWAI用 紙では施行がむ

ずか しい場合に限 り，無記名のWAI用 紙を使用

した。データの収集は，3つ の手続きのいずれか

で行なわれた。その1つ は集団施行によるもので

ある。この手続きは，学生を対象とする場合の大

部分や老人クラブ等の会合において施行する場合

に用いられた。この場合，用紙を配布 し，被験者

全員に対 し口頭で教示を行ない，その後，被験者

からの質問を受けつけた。反応に要する時間には

個人差があるため，各自が自分のペースで反応す

るよう教示 し，特に時間制限は設けなかった。20

分から40分 程度の時間をとって施行したが，時

間内に書き終えなかった被験者については，可能

な限 り， 自宅で記入して後日提出するよ う求め

た。2つ めの手続 ぎでは，個人的に被験者に依頼

してWAIへ の反応を求めた。その場合，用紙を

手渡して口頭で教示を行ない，自宅で記入 して提

出するよう求めた。そして，3つ めの手続きは，

大学の教員，企業の人事担当者，大学の学生 ・卒

業生などの調査協力者に，データの収集を依頼す

るというものである。この場合，調査協力者は上

の2つ の手続きのいずれかに従ってデータを収集

した。                .

[基準 書]

 基 準 書は，WAI技 法 で得 られた 反応 をま とめ

て，具体的に列挙 した ものであ る。 これは，反応

カテゴ リーとして用 い られ，反応 の頻度分析が行

なわれてい る。 基準書は， 「小項 目」 と呼ぼれ る

カテ ゴ リーに よって構成 され てい る。各小項 目に

は， そのカテ ゴ リーを代表す るよ うな名前 として

「小項 目名」 が付 け られ てお り， その カテ ゴ リー

に分類 され る具体的な反応例が 「例示」 として数

個ずつ挙げ られ てい る。そ して，分類や分析を行

な うため の コー ドとして 「小項 目番号」がそれぞ

れに与 えられ てい る。意 内容味の類似す る小項 目



表2q 1989年 度版基準書の概要

一
.⊥

 社会1

露

.
体
鴛

内 容

名前，性別，年齢，現住所，出身地.生 年月日

職業，齎風団体，学廬などについての記述。

友人関係，対人関係についての記述。

血縁的役割，象族，家庭についての記述.

 勧

ゴ                 ア

・1情意

容喪 ・体格，健療 ・体質，身体嶺鮑 ・身体的能

についての記述.

知的能力，専門的能力，対人的能力などについ

ての記述。

一■ 雛趨 聯 一
自分の性絡についての記述のうち，情意的側面

について記述したもの.

6

；.齣

 その億8

自己に対する感惰 ・1p価など十：ついての紀述.

欲求，頓望，希鍖などについての記述。

鞁 ・*tセ クJbン 熔 について刎 己述・

「私は私」， r私 は誰J， 輿存的な記述。

上位蟹念，葡嶮的な表現など。

詳個でtな いもの，WAIに 対する批判，無効

回答など。

・
.鯲 一_』 酪

計 199

・は まとめ られて 「大項 目」 が構成 され
，各大項 目

に も 「大項 目名」が付 け られ ている。

 墓準 書は，1983年 度 以来改訂が重ね られ，1989

年 度 にはほぼ完成に近 い1989年 度 版基準書が得

られ ている。この基準書は，「組織行動研究，：No.

19」(岩 熊 ・槇 田，1991b)に 掲 載 され てい るが，

そ の概要は表2-1の 通 りであ る。しか し，この基

準書に もい くつかの問題 点があ る。その1つ は，

小項 目が200近 くあ り，一般的に用 いるには若干

多す ぎるとい うことである。小項 目数が多ければ

多いほ ど， よ り詳 細な 反応 の分類が 可能 とな る

が，そ の一方で，反応の分類作業が困難 にな る。

また，必要以上に細かい分類をす ることは， あま

り実際的 とは言えない。適 切な小項 目数が い くつ

ぐらいなのかは簡単には決定 できないが，分析を

通 じて 得 られた 経験 では150項 目前後では ない

か と思われ る。 も う1っ の 問題 は， 小項 目の中

に，他 の小項 目との判別が難 しい ものや，包含す

る意味 内容が多様で曖昧な小項 目があ るとい うこ

とである。われ われ は基準書 を使用 す る に 先 駆

け・1～3ケ 月程度 の 分類 評定 トレーニングを 行

一基準書による反応頻度の分析一 …一 11

なって，評定者全員が同一の基準で反応を分類で

きるようにしている。しかし，個人が一般的に使

用する場合は，このような トレーニングを実施す

ることは難 しい。少なくとも，個人が1人 で習得

できるような基準書にする必要がある。そ うい う

意味では，各小項 目の意味内容は明確にしておく

必要がある。

 以上のような問題点を解決するために1989年

度版基準書の改訂を行なうことにした。従来の改

訂手続きは，前回の分類評定における問題点と頻

度分析の結果を考慮して，新たな基準書を構成す

るというものであるが，今回の改訂では，最終的

な基準書を完成するとい うこともあ り，より慎重

な手続きを取ることに した。それは，従来のよう

な手続きでまず基準書の試作版を構成 し，それを

用いて反応の分類評定を行なった後に，再び評定

上の問題点や集計結果を考慮して最終的な調整を

行な うというものである。

 まず，1989年 度版基準書から試作版の基準書

を作成する過程では，次のような手続 きで基準書

を構成 した。第1に ，反応頻度の少ない小項 目を

意味内容の近い他の小項 目に併合 した。第2に ，

区別の判然としない小項 目につ い ては併合を行

な うか，あるいは，例示(基 準書に掲載される具

体的な反応例)の 移動や小項 目名の変更 を行 な

い，各小項 目が明確な ものになるように した。第

3に ，包含する意味内容が多様で全体としてのま

とまりに欠けるような小項目は，例示を分割 し，

他の小項 目を新設するか，あるいは，分割された

例示を他の小項目に併合した。その他に，各小項

目の意味内容がわか りやす くなるように，例示の

追加も行なった。また，この改訂においては，小

項 目を併合 して小項 目数を減らすことよりも，各

小項 目の意味内容を明確にするこどに重点を置い

た。その結果，197の 小項 目を持つ基準書の試作

版が作られ， この基準書を用いて，WAI反 応の

分類評定が行なわれた。

 試作版によるWAI反 応の分類評定と反応頻度

の集計を行なった後に，試作版の調整を行なっ

た。ここでは，反応の少ない小項目や区別の判然

としない小項 目の併合が行なわれた。そして，最

終的な基準書としての形を整えるために，小項 目
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表2-2 最終版基準書の概要

璽⊥ ・
 社会1

審 項

数

小

目

 療寵2

3

4

織 黜』霍膿 濫 享纏31.17
・友臨 鰍 厭 つい・のpC.]lye ⊥

舜

能力

 情意5

6 力噛

 措向7

一鋤 臨 瓢 鵜・ついて嚇 1

一靆 靂哩竺堕巨
  知的な鮨力，儲別の億力，適応力.一 般的な能  9

  カ，資椿 ・免瀞などについての記述.

  1飜 鬣 鼎 述嚇 備 側面卜2
・一 」_一 一一一  一   一_     .↓

  白会の性格についての記述の うち，力動的側面127

  .塑 て謎・璽 ・ 一
                55

      r

；劃 一

自己に対する嘯檜 ・押価などについての記述.

欲求，顧望，希望などについての記述.

態度，キヤセクシロンなどisついての記述.

「徹は瓢亅， 「犠は膳亅，実存的な記述.

生物学的 ・文化的規定.鱈 喩的な表現など.

WAIに 封する枇覇，熱効回瞥など.

麟当す る小項目のない回讐.

無回警。

3

i

計 168

名 の変更，小項 目の配置 の調整 ，例示 の削除 や順

序 の変更な どが行なわれた 。その結果 ，168の 小

項 目が9つ の 大項 目に 分類 された 最終 基準書が

完成 された 。最終版基準書は巻末に資料 として掲

載 してあるが，そ の概 要は表2-2の 通 りであ る。

これを見 てもわか るよ うに，大項 目名は1989年

度 版 と同一で， 〈情意〉 と く力動〉 の小項 目数 が

少な くな ってい る。 その理 由の1つ は， この2

つ の大項 目に お い て， 反応数の 少ない 小項 目の

併合が 行なわれ た ためであ る。 もう1っ の理 由

は，いわゆ る性格についての記述 の中の，能 力的

な ニ ュアンスの強い ものや(e.g.， 「適 応 性 が あ

る」)態 度的な ニュアンスの強い もの(e.g.， 「楽

観的」，「悲観的」)を，〈能力〉や く指向〉に移動 し

たためであ る。なお，試作版か ら最終版へ の変更

点は，小項 目の併合 と配置 の併合であ る。従 って，

試作版 の小項 目は，最：終版に おいて分解 され るこ

とはない。そのため，試作版に基づ いた反応 の分

類 評定の結果 は，最終版に対応す る形で集計 し直

す ことが でき る。そこで本章では，最終版 の基準

書 に基づ いた反応頻度 の分析結果を示す 。

表2-3性 ・年齢別のデータ数

齢

4年 生

6年 生

2年 生

年生

21才

27オ

36才

46才

56才

62才

66才

72才

1・性.

η

鰌

50

娼

41

08

06

15

妬

妬

60

女性  計

「唖

[分析 デー タ]

 WAI反 応 は，1980年 前 後か ら収集 が 始 め ら

れ，既 に約14，000名 分 収集 され てい る。しか し，

これ らすべ ての デ ータの 分類評定を1度 に 行な

うこ とは難 しい 。そ こで，全デ ータの中か ら特定

の年齢 のデータを抽 出 し，それ らについてのみ反

応 の分類評定を行な うことに した。』ライ フ ・サイ

クルを考慮 して特徴的 と思われ る年齢 として，小

学校4年 生 と6年 生，中学校2年 生，高校2年

生，20才 ，26才 ，35才 ，45才 ，55才 ，60才 ，

65才 ，70才 の12の 年 齢を選択 した。そ して，

小学校4年 生か ら26才 までは男女各250名 ，

35才 か ら55才 までは男女各100名 ，60才 か ら

70才 ま では男女各60名 の計3，960名 の データを

ランダムに抽出す ることを考 えた。 しか し，実際

には，各年 齢だけでは これだ けのデータ数 を確保

で きない場 合 もあ り，新 たなデータの収集を行な

った り，年齢 に1～2才 の幅 を持たせた りした 。

実際に分析 に用 い られ たデータ数は表2-3に 示 さ

れてい る。実際 のデータ数 は， 目標値 とは完全に

一 致 していないが
，かな り近 い数値 となってい る。

[反応の分類評定と集計]

 WAI技 法で得られた 反応は，反応カテゴリー

である基準書で分類されてから，集 計分 析 され

る。この分類作業においては，評定者が回答の内

容を見て，等価あるいは最も内容的に近い小項 目

の番号を各回答に割 り当ててい く。分類は，原則

として回答単位で行なわれる。つまり，被験者の

20の 回答をそれぞれ独立に分類するのである。



ただ し，1っ の同答だけからでは分類ができない

場合，その被験者の前後の回答を参考に して分類

する。また，1つ の回答の中に，複数の内容が含

まれている場合は，それぞれの内容を1つ の反応

として分類を行なう。そのため1人 の被験者の反

応数が20を 越える場合もある。

 反応の分類には試作版の基準書が用いられた。

分類評定は，大学生21人 のグループと大学院 レ

ベルの6人 の グループによって行なわれた。30

代までの データについては大学生，40代 以上の

データについては大学院 レベルの者が分類 した。

評定者は，分類に先立って数 ケースのWAI反 応

を用いた トレーニングを行なった。 トレ…ニング

では，同一の反応を グループ全員がそれぞれ分類

し，その結果についてグループで討議を行な う。

このような討議を通 じて，評定者全員が同一の基

準で反応を分類できるように した。実際 の分類

は，評定者が分担 して行なったが，評定者が1人

で判断できないものについては，グル～プで討議

して判断するようにした。

 試作版基準書の小項目番号で分類評定 されたデ

ータは，被験者の属性(年 齢，性別，職業など)，

各回答に “自分らしさの ○”が付けられているか

どうかなどとともに大型計算機に入力され，集計

された。集計結果は，最終版基準書を作成する際

の資料として用いられた。そして，最終版基準書

が完成した後，最終版 に基 づいて 集計し直 され

た。具体的には，試作版に基づいて入力 されてい

る小項目番号を，大型計算機上で最終版基準書の

小項目番号に変換 してか ら，集計を行なった。試

作版から最終版への改訂は，小項目の移動と併合

なので，古い小項 目番号を対応する新しい小項目

番号に変換することが可能である。

 最終版基準書は，168の 小項 目が9つ の大項 目

にまとめられたものである。従って，分析の単位

として，大項 目と小項目の2種 類が考えられる。

大項 目単位の分析は，反応の全体的傾向をつかむ

のに適 しているが，細かい反応の二sア ンスを読

み取 りに くい。…方，小項 目単位の分析は，大項

目より細かいニュアンスを読み取 ることが可能で

あるが，168と い う項目数のため，全体像が捉え

に くい。このように2っ の集計方法は，それぞれ

一 一基準書による反応頻度の分析一  13

短所と長所を合わせ持っている。そ こでこの2種

類の分析方法を併用す ることにした。また，反応

頻度の指標 としても2っ のものが考えられる。1

つは，各カテゴリーの被験者1人 あた りの平均反

応数である。もう1つ は，言及率と呼ばれるもの

で，各カテゴリーの反応を少なくとも1反 応以上

している被験老のパーセンテージを算出するもの

である。平均反応数は，1人 の被験者がそのカテ

ゴリーの反応を数反応以上している場合は意味あ

る数値 となるが，そうでない場合には，言及率の

方が理解 し易い数値となる。そこで，大項 目を分

析単位 とする場合には，平均反応数と言及率を分

析指標とし，小項 目単位の分析では言及率を分析

指標として用いることにした。

3.結 果 と考 察

[大項 目単位の分析]

 基 準書の168の 小 項 「1は，9っ の大項 日に分け

られてい る。 表2-4は 各 大項 目の 平均反応数を

性 ・年齢 別に示 した もので，表2-5は 各 大項 目の

言 及率を性 ・年齢別 に示 した もので ある。まず，

大項 目 く社会〉か ら見 てい くことにす る。この大

項 目には，名前，性別，年齢な どの個人の基本的

な属性や，学校，会社，交友関係な どの社会関係

についての記述が分類 され る。この大項 目の平均

反応数 は 被験者全体で 約4.1で ， 〈指向〉に次い

で反応の多い大項 目となってい る。言及率 も，全

体 で88.396と か な り高い 数値 とな ってい る。年

齢 に よる違 いを見 ると，平均反応数は，小学生か

ら高校生にかけては4.5～5.0反 応 程度 であ るの

に対 し，20代 の後半 以降では3反 応以下 となっ

てい る。性差を見 ると，全体的には男性 の方 が多

く，特に，20代 後半か ら60代 半ば まで の間で，

明確な反応数の違いが認め られ る。ただ し，70才

以上にな ると，女性が男性を上 回 ってい る。年少

者において名前や性別な どの基本属性 につ いての

言及が多い とい うことは，他の研究 で も指摘 され

てお り(e.9.，Montemayor&Eisen，1977)，

self・imageの 一般 的 な発達傾 向の1つ と考 えら

れ る。一方，性差については，男女の社会参加 の

仕方の違 いを反映 してい ると思われ るが，社会 と
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表2-4大 項 目の平均反応数
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※各セルの上段は男性，中段は女性，下段は全体である。

の関わ り方 は年齢 とともに変化す る。特 に， ここ

で得 られた結果 は，就職，結婚，子供 の養育，退

職 とい った ライ フ ・イベ ン トが，個人 と社会 との

関係に大 き く影響す ることを示唆 してい る。

 〈家庭〉は，家庭 内の役割(e.g.， 父 ，長男，主

婦)， 家族 の他 の構成 員についての記述， 家族や

家庭全般について の記述な どが分類 され る大項 目

であ る。全体の平均反応数 は約1.2と 少 ないが，

言及率は約50%あ る。〈家庭〉の平均反応数 と言

及率を性 ・年齢 別に グラフ化す ると， 図2-1， 図

2-2の よ うにな る。 図2-1を 見 ると， すべ ての

年 齢層 で男性 よ りも女性 の方が反応数が 多い。女

性 では，30代 か ら60代 前 半 にか けての平均反応

数 は3反 応近 くあ り，性差 も大 きい。図2-2の

言及率を見ると，すべての年齢層で女性の方が高

くなっているが，男性 も30代 以降で上昇 してい

る。これは，女性，特に，子供の養育にあたって

いる女性にとって家庭が大きな意味を持っている

ことを示唆 しているが，男性にとっても自分の築

いた家庭が大きな意味を持つことを示唆 してい

る。ライフ ・サイクルを通じての家族や家庭の意

味を考えると，子供時代は，両親や他の養育者に

依存 している時期であ り，家族や家庭は生存の条

件として重要性を持 っている。それにも関 わ ら

ず，大人のself-imageの 方が子供のそれよりも，

家族や家庭を反映 している。これは，自我 ・自己

が個人の主体的な対象への関与 と関連 していると

見 ることもできる。
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下回っている。しかし，それ以外の年齢層では明

確な発達的変化は認め られない。性差につ い て

は，小学校4年 から20代 前半までは，女性の方

が反応数が多いとい う傾向があるが，それ以降50

 〈個体〉には，身体に 関する記述全般が分類さ

れ る。発達的に見ると，小学校6年 生から中学校

2年 生にかけて反応数が多 く，平均が2を 超えて

いる。…方，60代 半ばでは，平均反応数が1を
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  図2-4 〈力 動 〉 の 平 均 反 応 数

代 まで平均反応数にほ とん ど差が認め られない。

発 達 の初期 の段 階で， 身体がself・imageの 重

要：な要素 とな るとい う指摘 もあるが(e.g.， All・

port，1961)， こ の結果で も，小学生か ら中学生に

か けての反応数は，高校生以降 よ りも多 くな って

い る。 しか し， このよ うな…般的な発達傾向以外

に も，self・imageに お け る身体の意味に影響す

る要 因を考 えることがで きる。例えば， 自分の容

姿は， 思春期か ら青年期にかけて， 特に 女 性 の

self・imageに お いて顕在的 にな ると考 えられ る。

また， 加齢に よる身体 の衰えは， 中高年 のself-

imageに お いて 顕在的にな ると思われ る。従 っ

て，〈身体〉の反 応数 の変化 も，この よ うな様 々な

要因が複雑に影響 しあ った結果 と見 るべ きであろ

う。よ り詳細な検討は，小項 目単 位の分析 におい

て行な う。

 〈能 力〉 には， 自分 の 能力に つい ての 記述 が含

まれ る。この大項 目は，〈その他〉と く無回答〉を

除いて，平均反応数が最：も少ない大項 目で，いず

れ の性 ・年齢集団で も1反 応に満 たない 。言及率

を見 ると，全体で38.1%で あ るが，1989年 度 版

に よる結果 では25.3%で あ った。 このよ うな違

いの原 因を考 えると，分析対象 とな った被験者 の

違 い よ りも，基準書 の違 いが大 き く影響 してい る

ように 思われ る。1989年 度 版 か ら最終版へ至 る

基準書の 改訂では，〈能 力〉 の 小項 目数 は ほ とん

ど変わっていないが， い くつか の小項 目の内容に

は変更が加 え られ ている。そ の1つ は，1989年

度 版 では く情意〉に含め られ ていた小項 目が，最

終版 では く能 力〉 の小項 目に併 合されてい るとい

うことであ る。これは，いわゆ る性格 の記述 と見

られ るものの中に も， よ く検討す ると能力的な ニ

ュァ ンスの強 い ものが あ り，それ らを く能力〉 に

含め たため である。換言すれば，能力についての

記 述が性格的 な表現 をとる場合が あ り，能力 と性

格 との間に明確 な境界が あるわけではない とい う

ことに な る。1989年 度 版基準書で の分析結果 と

ア メ リカでの研究結果(Montemayor&Eisen，

1977)を 比 較す ると， アメ リカの方が能力的な側

面 について言及が 多 く， これは文化差を反映 した

ものではないか とい うことが示 された(岩 熊 ・槇

田，1991b)。 と ころが，今回 の分析結果 とアメ リ

カでの研究結果 との間には大 きな違 いがない。っ

ま り，日米の文化差 は，self・imageに お け る能 力

的側面 の重要性 の違い とい うよ りも，言語的な表

現方法 の違 いとい う可能性 もあ る。

 〈情意〉 と く力動〉は，いわゆ る性 格についての

記述が 分類 され る大項 目 である。〈情意〉 には，

気質 などの比較的固定的な性格記述が分類 され ，

〈力動〉 には， ヒステ リー 傾向や 神経質 な どの力

動的 なものが分類 され る。図2-3は く情意〉，図

2-4は く力動〉 の平均反応数 と性 ・年齢 との関係

を示 した ものであ る。これを見 ると，両者 ともに

小学校4年 生か ら20代 まで平均反応数が増加 し

ている。これは，発 達に伴 って 自分 の性格 への関

心が高 ま り， それがself・imageの 中 に反映 され

ることを示 してい る。〈情意〉は，50代 以降 の女

性に おいて 減少傾向が 認め られ るが，30代 以降

も比較的安定 してい る。一方，〈力動〉では30代

以降減少傾向が認め られ る。特 に，女性 は20代

前半か ら50代 まで明確な減少傾 向を示 してお り，

20代 前半 ではっき りと した ピー クを描いてい る。

〈力動〉 に分類 され る反応の 内容 を全体 的に見 る
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と，感情 の不安定 さを意味す る記述 が多 く含 まれ

ている。〈力動〉 の反応数が 心理的な 不安定 さを

反映 してい るとすれば，思春期 か ら青年期 にかけ

て の女性が，心理 的に不 安定性 を示す と考 えるこ

とも可能であ る。

 〈指 向〉は， 個 人の 指向的な 側面につい ての記

述，例えば，欲 求 ・希望 ・願望，好みや態度， キ

ャセクシ ョン， 自己評価 など，多様な反応が分類

され る大項 冂であ る。この大項 目は，最 も反応の

多い大項 目で，全体での平均反応数 は約7.2と な

っている。また， この大項 目に分類 され る反応は

全反応 の39%に あ た る。この大項 目には，53も

の小項 目が あ り，最 も小項 目数の多い大項 目で も

ある。一方，言及率を見 ると， いずれ の性 ・年齢

集団で も95%以 上 の言及率が あ り，ほぼすべ て

の被験 者が指向的側面 に言及 してい ることを示 し

てい る。このよ うにWAI反 応 に く指向〉 の反応

が 多い とい うことは，self・imageや 自我 ・自己'

と指向的な側面 との間に強 い関連があ ることを示

唆 してい る。〈指 向〉 の反応 の特徴の1つ は，欲

求 や態度 の ように個人 の感情的な体験を直接的に

反映す るものを多 く含む とい うことであ る。 自我

あ るいは 自己は， このよ うな主観的な体験 に基礎

づけ られ ているとも考 え られ る。〈指 向〉 の反応

の もう1つ の特 徴は，様 々な対象についての記述

を含 んでいることであ る。好みや趣 味の ように具

体的 な ものもあれば，価値観の ような抽象的 な観

念が対象 とな ることもあ る。また，自己評価や実

存的な意識の よ うに，外的な対象 ばか りでな く，

自己その ものが対象 とな ることもある。つ ま り，

〈指 向〉には， 自分 自身 を も含め た，そ の個人に

とっての世 界 と， それ に対す る個人 の態度や感情

が反映 され ることになる。おそ ら く， 自我 ・自己

を理解す る上 で・ このよ うな指向的な性質が重要

と言 えるであろ う。

 〈その他〉 には，「私は誰で し ょう」 とい う問 い

に対 して不適切な反応，あ るいは，基準 書に よる

分析が不可能な反応が分類 され る。平均反応数 を

見 ると，20代 以下 ， 特に高校生男子で多 く，30

代 以降はほ とん どない。

 大 項 目 く無回答〉 には 〈901無 回 答〉 とい う小

項 目があ るだけで， しか も， このカテゴ リーに分

類 され るのは，全 く書 かれ ていな い回答， も しく

は，不 完全で意味をな さない回答 である。そ のた

め，平均反応数は算出 され てお らず，言及率 のみ

が示 されてい る。〈無回答〉の言及iXlと は，回答数

が20答 に満 たない者 の割合 を示す ことにな る
。

これを見 ると，小学校4年 生の言及率 は約70io

と最 も高 いが，小学校6年 生か ら60代 前半 まで

は，20～30%程 度 で 比較 的安定 している。 そ し

て・60代 の 後半か ら40～so/代 に 上 昇 してい

る。小学校4年 生 の総反応数 を見 ても14～15反

応 で， この年齢の者の反応数は少 ない。反応数は

施行状況な どの様!zな 外的な要 因に も影響 され る

が， 自分 自身を どの くらい 多面的に 捉え られ る

か， あ るいは，self・imageが ど の程度分化 して

い るかを 示す指標 とも考え られ る
。 そ う考/Vる

と・self・imageの 分 化は，小学校4年 生か ら小

学校6年 生にかけて飛躍 的に進 むが，老年期にお

いては反対 に，self・imageの 広 が りが 失われ る

傾 向があ ると見 ることもで きる。

[小項 目単位の分析]

 最 終版基準書には168の 小 項 目があ る。ここで

は，すべ ての小項 目について言及す ることはでき

ないため・言及率の高か った小項 目を中心 に述べ

ることにす る。表2-6は ，被験者 を性 と年齢 で分

けた24の 集団のいずれか で，20%以 上 の言及率

のあ った51の 小項 目の言及率 を性 ・年齢別に示

した ものであ る。 この表 では，言及率 を数字では

な く，言及率10%に つ き1っ のア ス タ リス ク

で示 してあ る。 例えぼ， 小学校4年 生 の 男性の

〈101名 前 〉 の言及率には6つ のアスタ リス クが

示 されてお り，言及率が60%以 上70/未 満 で

あ ることがわか る。また，小項 目名の前にあ る数

字 は小項 目番号 を示 してお り，その最初 の1桁 は

大項 目の番：号 と対応 している。〈名前〉 の例 で言

えば，小項 目番・号が “101” で ，大項 目は1番 目

の く社会〉 とい うことにな る。

 大 項 目 く社会〉 には，名前，性別，年齢 とい っ

た基本的な属性 についての小項 目が多 く含 まれて

い る。これ らの小項 目の言及率は，類似 した発達

的変化 を示 してい る。それは，年齢が高 くな るに

従 って，言及率が低 くな るとい う傾向であ る。例
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表2-6 小項 目の言及率(性 ×年齢のいずれかの集団で20%以 上の言及率のあるもの)
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※アスタリスク1つ が言及串10%を 示す.各 セルの上段は男性 ，下段は女性である.

えば，〈103性 別 〉の言及率 の変化を グラフ化す る

と， 図2-5の よ うにな る。 同様 の傾 向 は，〈101

名 前 〉，〈104年 齢 ・世 代〉，〈106人 種 ・国籍〉 な

どに も見 られ る。これ らの基本的な属性 は，個人

に よって獲得 された属性 とい うよ りも，生物学的

に決定 されてい る属性 ，あ るいは，文化的に規定

されてい る属性 と言え るであろ う。これ らの属性

がself-imageの 発 達 の初期 の段階 で顕著 である

とい うことは，self-imageが この よ うな 基本的

な属性 に基礎 づけ られ て発達す ることを示唆 して

い る。〈社会〉には，その他に，対人関係や個人を

取 り巻 く社会環境について の記述 も含 ま れ て い

る。図2-6は 〈112職 場 ・職業〉の言及率を示 し

た もので ある。これを見 ると，20代 後半か ら60

代 前半にかけて，男性の言及率は50%以 上 にな

ってい る。特に，50代 の男性では87.o/aと い う

非常に高い言及率を示 してい る。 しか し，女性 で

はいずれの年齢で も50%に 満 たない。これ は，
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  図2-5 〈103性 別〉の言及率
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 図2-6 〈112職 場 ・職業〉の言及率
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  図2一? 〈113学 校〉の言及率

男性 に とって 職業生活が，self-imageの 構i成要

素 として も重要 な意味を持つ ことを示 してい ると

言 え るであろ う。…方，図2-7の 〈113学 校 〉の

言及率 を見 ると，小学生か ら20代 前半にかけ て，

男女 と もに50%以 上 の言及率にな ってい る。 こ

れ らの年齢層 の者 の多 くは職業を持たず，学校 が

社会生活 の中心 とな る。そ うい う意味では，self.

1mageに お け る社会生活の 重要性を 示唆 してい

ると言え るであろ う。

 〈家庭〉 の中 の 〈201家 庭 内の役割〉は，「父」，

「母」，「長 男」，「主婦」といった記述が分類 され る

小項 目であ る。この小項 目の言及率 の変化を見 る

と， 図2-8の よ うに，30代 か ら50代 の 女性に

おいて50%以 上 にな ってい る。また，平均反応

数 を算 出す ると，他 の年齢 ・性別 ではすべ て1反

応未満であ るが，30代 の女性 は1.59，40代 の女

性は1・43，50代 の女性 は1.09と な ってい る。こ

れ らの 年齢層 の 女性 については， 〈社会〉 の中に

言及率が50%を 超 え る小項 目はな く，おそ らく，

職 業生活を代表 とす る社会生活 よ りも，家庭にお

け る自己の位置づ けを重視す る者が多い とい うこ

とであろ う。次に 〈206子 供 〉の言及率を見 ると，

30代 以降の女性 で37～51%と 比 較的高いが，男

性で も30代 か ら60代 前 半にかけては37～45%

とな ってい る。もちろん， この年齢層 の者すべ て

が子供を持 ってい るわけでは な い が， こ の結 果

は， 子供 を持 つ者 に とって， 子供がself-image

の 重要 な要 素 とな ることを示 してい る。

 〈個体〉には3っ の小項 目があ るが，その うち

〈301容 姿 ・体格〉と 〈302健 康 ・体質〉は，異な

る発達的変化 を 示 してい る。 図2-9は 〈301容

姿 ・体格〉，図2-10は 〈302健 康 ・体質〉の言及
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図2-8 〈201家 庭内の役割〉の言及率
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図2-9 〈301容 姿 ・体格〉の言及率
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図2-10〈302健 康 ・体質〉の言及率

率の 変化を 図示 した ものであ る。〈301容 姿 ・体

格〉 は，小学校4年 生か ら高校2年 生 までは言

及率が 上昇 してい るが， それ以降は 下降 し て い

る。一方，〈302健 康 ・体質〉は，上 昇 と下 降を繰

り返 しなが らも，全般的には上昇傾 向を示 してい

る。また，小学生か ら20代 前半 までは，女性 の

言及率が男性を上回 ってい る。身体 につ いては，

self-imageの 初 期 の要 素 としての 重要性が 指摘

されてい る。ところが， この結果 を見 る と，初期

の要素 として重要性 を持つ のは，容姿や体格な ど

の身体の外観 であ るとい うことが理解 され る。そ

して， この ような身体 の外観 を重視す る傾向は，

児童期 か ら思春期 にかけ て強 くな ることが示 され

てい る。それ に対 し，健康状態や体質な どの身体

内部 につ いてのself・imageは ， 年齢の上昇 とと

もに顕著 になっている。これには，加齢に伴 う身

体 的な衰 えや疾病が大 き く影響 してい ると考 え ら

れ るが， 身体 の内部 に関す るself・imageが 形 成

され るまでに， ある程度 の期間を要す るとも見 る

ことが できよ う。

 〈能力〉，〈情意〉，〈力動〉の小項 目は，全般的 に

言及率が低い 。〈能力〉において，性 ・年齢 で分 け

たいずれか の集団で20%以 上 の言及率が あるの

は，〈405適 応 力があ る〉だけであ る。この小項 目

の言及率が最 も高いのは50代 の男性 であるが，

言及率は27%で そ れほ ど高い数値 ではない。<情

意〉 では，〈503明 るい〉，〈509世 話 好 き〉，〈527

ま じめ ・誠 実〉，〈530几 帳 面〉におい て，〈力動〉

では，〈601自 己 中心的〉，〈606短 気〉に おいて，あ

る程度 の言及率が認め られた 。〈情意〉は，大項 目

の平均反応数 を見 ると，小学生か ら20代 まで増

加 し， その後安定す る傾 向を示 してい る (図2-4

参 照)が ，小項 目単位で見 ると，発達的変化や性

差 のパ ター とに 多様性があ る。 例1`ば ， 図2-11

の よ うに，〈503明 るい〉は20代 を ピー クとす る

逆U字 形 のパター ンを示 してお り，60代 半ばを

除いて女性 の言及率が 男性を 上 回 っ て い る。 一

方 ，図2-12を 見 ると，〈527ま じめ ・誠実〉 は，

20代 以降 の男性 の言及 率 が 高 くな って い る。

WAIへ の反応がその個人 の “現実 の姿” を反映

してい るとい う保証はな く，む しろ，個 人の “理

想像 ”を反映 してい る可能性 もあ る。 もしそ うで

あるとすれば，これ らの結果 は “社会的望 ま しさ”

を反映 した もの として理解 しやす い。 しか し，個

人 の現実の姿をあ る程度 反映 してい るとすれ ば，

社会生活を通 じて，個 人の属性が社会的 に適応的

な ものへ と変化す る可能性 も考 えられ る。いずれ

にせ よ，社会はself-imageに 対 し大 きな影響力

を持つ と言 え るであろ う。

 〈指向〉には，言及率の高い小項 目が多 く，全部

で20の 小項 目が表2-6に 示 されてい る。これ ら

の小項 目の内容は多様であ るが，おお まかに言え

ば，欲求， 自己評価， 日常生活についての記述，
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 図2-11〈503明 るい〉の言及率
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図2-12〈 ま じ め ・誠 実 〉 の 言 及 率



キ ャセ クシ ョン，実存的 自己意識 な どに分け るこ

とが できる。ここで の欲求は，希望や願望 といっ

た方が よい ものを含んでいた り，容姿，身体，年

齢な どに対す る意識 のよ うに， 自己評価 に近 いニ

ュアンスを持つ ものを含む場 合 もあ る。 これ らの

小項 目の言及率は，性 別や年齢 に よって異な り，

例えば，〈704容 姿 に対す る意識〉は女性 の言及率

が高 く，〈705健 康 に対す る意識〉 と 〈706年 齢 に

対す る意識〉 は年齢が上が るにつれて言及率 も上

昇す る。特 に興味深 いのは 〈701成 長 欲求〉であ

る。 この小項 目には， 自己全体を高めたい とい う

欲求 を記述 した反応が分類 され，達成動機 や 自己

実現欲求な ど も含 まれ ることにな る。 この小項 目

の言及率 の変化を示 した ものが図2-13で あ るが ，

年齢 との関連を見 ると，い くつかの由を持 つ波 を

描いて 推移 している。 まず， 小学校4年 生か ら

20代 半ば まで上昇 し，40代 半ばまで下降 してい

る。次に，50代 か ら60代 前半 にかけて再び ピー

クを描 き，60代 半ばに再 び下 降す る。そ して，70

代 にな るとまた上昇 している。そ して， これ ら3

つ の ピー クは，年齢が上が るに従 って高 くな って

いる。これについ ては， ライ フ ・サイ クル との対

応関係 も理解 可能 であ る。まず，20代 半ば まで

は， 自己同 一性 の確 立を 目指す欲求の上昇 と見 る

ことが 可能 であろ う。 つ ま り， “自分が何者 なの

か” とい うことを意味づけた とい う欲 求の現れ と

考え られ る。25～27才 に おいては，多 くの個人が

職業生活に入 り，結 婚に よって家庭生活に入 って

い る者 もい る。 しか し，職業選択や結婚に よって

自己同一・性 が直 ちに確立す るわけ ではな く，む し

ろ，職業 生活や家庭生活 を通 じて，漸進的に確立

され てい くと考 えるべ きであ ろ う。そ うい う意味

P5.0

LO. O

言 15
，口

及

 10.口
%n

5.0

o.o

  匸}一■tコ男性
  ×・・旧・×女性

            x.，.，，x

     ノ丶/、
  ，.o-f”o

、二艶 至 _魯 一一___～_._-
小4・1・6 中2高2 20 26 35 45 55 60 6ξ
        年 齢

 図2-13 〈701成 長欲求〉の言及率
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 図2-14 〈717私 は幸福〉の言及率

では，20代 半ばに 自己同一性 確立 の欲求が 最 も

強 くな り，その後， 自己同一性 が確立 してい くと

見 ることも可能であろ う。50代 か ら60代 前 半に

は，職業生活の最終段 階を迎 え る者が 多 く，子供

の養育 とい う面で も最終段階 と言 えるであ ろ う。

この時期には，職業生活や家庭生活におけ る最終

的な達成 に対す る欲求が強 くな ると考え られ る。

また，職業生活か らの引退や子供 の自立後の生活

設 計につ いての希望 も強 くな る で あ ろ う。そ し

て，70代 以降は人生 の最終段階に あた り，“自分

の人生を意味づけたい” とい う欲 求 が 強 い と考

え られ る。 これは， 自己実現あ るいはErikson

(1959)の 自我 の完全性(ego integrity)を 目指す

欲 求 と見 ることもできるであろ う。

 自己評価 とい うと，一搬 的に 「自信があ る，な

い」 とい った反応が 代表的 と見 られ るが， 「自分

は幸福 だ」 といった反応 のよ うに 自己を取 り巻 く

環境 を含め た評価や，「個性的」や 「平凡」の よ う

に質的 な自己評価 もあ る。言 及率 は 全 般 的 に 低

く，表2-6に は 〈717私 は 幸福〉だけが示 されて

い る。これ と，「自信が あ る」とい う反応が分類 さ

れ る 〈715自 分 に満足〉を全被験者 での言及率 で

比較す ると，〈717私 は 幸福〉 が5.5%で ， 〈715

自分 に満足〉が2・6%0で あ る。否定的 な自己評価

にあた る 〈716自 分 に不満〉 と 〈718私 は不幸〉

を比較す ると，前者が4.5%で ，後者 が1.3%で

あ る。 自己評価 に関 して，肯定的な ものを外的に

帰属 し，否定的 な ものを内的に帰属す るとい う現

象 は， アメ リヵで行なわれた帰属過程の研究 とは

逆 の結果 のよ うに見え る(e.g.， Kingdon，1967)。

これは，研究 の方法や手続 きの違 いに よるところ

もあろ うが， 日米の文化 の違 いを反映 しといると
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も考 え られ る。つ ま り， 日本においては， 良い こ

とが あれ ばまわ りに感謝 し，悪い ことが あれ ば 自

分 を責め るとい う傾向が，個 人の性質 や社会的 な

規範 として存在す るとも考え られ る。 ところで，

〈717私 は幸福〉 の 言及率の 年齢に よる変化を見

ると (図2-14参 照)，60代 以降 で特に上昇す る

傾 向が認め られ る。つ ま り，高齢者は， 自分 自身

をそ の環境を含めて肯定的 に捉 えていると見 るこ

とがで きる。 これ は，先に述べた 自己実現や 自我

の統合の結果 と見 ることもで きるが， 自己を肯定

的に捉え ることで心理的な安定を得てい るとも考

え られ る。

 日常生活 に関す る小項 目は，〈712現 在 の気分 ・

状態〉，〈713日 課 ・習慣〉，〈714生 活 目標 ・心掛

け〉 であ る。これ らの小項 目は，言及率が比較的

高 く， 特に，〈712現 在 の：気分 ・状態〉 は， 小学

校4年 生 と70代 の 女性 を除 くすべ ての集団で，

20%以 上 の言及率があ る。おそら く，日常的で身

辺的な ものが，self・imageの 要 素 として 大 きな

意味を持つ ことを示唆 してい ると言 え る で あ ろ

う。

 キ ャセ クシ ョンについて 小 項 目 に は，Spran-

ger(1919)の 価 値 の6類 型に 関す る項 目や 様>r

な 趣味 ・好みについての ものが ある。これ らの言

及率は，年齢 や性 別に よって異 なるが，全般的に

高い。特 に言及率が高い のは 〈742趣 味 〉 と 〈743

好 み〉であ る。キ ャセ クシ ョンにつ いての記述は，

指向の対象 に よって様 々な小項 目に 分 類 され る

が，該当す る小項 目のない場 合は この2つ の小項

目に分類 され る。これ らの言及率が高い とい うこ

とは，それだけ キ ャセ クシ ョンについての記述が

多様で あることを示 してい る。〈743好 み 〉の言及

率を図示 した ものが図2-15で あ るが， あ らゆ る

年齢で一貫 して言及率が高 く，また，70代 を除 い

て，女性 の言及率が男性 を上 回 ってい る。指 向の

対象であ るキ ャセ クシ ョンは， 自己に とって外的

な もの と考 え られ るが， これ らの結果を見 ると，

self-imageに キ ャセ クシ ョンが 多 く含 まれ てい

る。 これ は 自我 あ るいは 自己の領域 の問題を考え

る上 で重要 な意味 を もってい る。つ ま り， 自我 ・

自己の領域 は身体 の内側だけに限定 され るもので

はな く，外的な対象 との関係を も含む もの と言 う

5

∩
U

7

?

言

 

sl：

%25.

1：
 1.

 

 

 

 

丿
へ

 

 

 

、
・、

/

 

 

 

x

 
 

℃

 

 

 

 

 

 

、

 

 

 

 

 

.ズ

巳

 

 

 

 

“
、

 

×
・
、
可

、

 

 

 

'

 

x

“

 

 

，

 

 

.'

・

 
 
 
溶

 

 

x

噛

 

 

'
 
剛

 

 

図

O

 

 

 

 
”

 

 

V

ビ

 

、
丶

 
、

 

竃
 
 
、

嘱

 

q

，
 

 

'

 

'

ゴ

 

.'
!

'

 

 

 

，
.×
ゴ

離
姓鍍

D

乂

   ロ     り        も ヰ ロ し ド  し             
小4 小6 中2 高2 20 26 35 45 55 60 65 70
        年 齢

  図2-15〈743好 み〉の言及率

ことが できる。あるいは， このよ うな外的な対象

を含んだ個人 の心理的な世界全体，つ ま り， 自我

関与(ego involvement)の 同 心FJを ， 自我 ・自

己の領域 と考 えるべ きであ ろ う。

 実 存的 自己意識を反映 した小 項 目 と して は，

〈750私 は 私〉，〈751私 は誰〉，〈752実 存 的 記述〉

な どが代表 と して挙げ られ る。これ らの小項 目に

分類 され る反応 は， 「私は誰 で しょう」 とい う問

に対 して，例 えば，「私は私で ある」，「自分 で もよ

くわか らない」，「自分は世界にた った1人 しか い

ない」 と答えた ものな どであ る。 これ らは， 自分

の属性 や性格 な どの ように， 自己のあ る側面に注

目した ものではな く， 自己を包括的に意味づけ よ

うとい う姿勢が うかが え るものであ る。これ らの

小項 目の言及率 は，全年齢 を通 して見 ると比較的

低 いが，高校生 を中心 とした思春期 の男子で最 も

高 くなってい る。自己を包括的に意味づけたい と

い う欲求が， 自我同一性 の確立 の過程にあた る思

春期に強 くな ると考え ることも可能であろ う。そ

の他に， 厳密には実存 的 自己意識 とは 言 え な い

が，〈753生 物 学的 ・文化的規定〉，〈754隠 喩 的な

表現〉 とい う小項 目もあ る。前者には，「人間」，

「生物」，「地球人」な どとい った反応が分類 され，

後者は， 自分を何かにた とえて表現 した反応が分

類 され る。〈753生 物 学的 ・文化的規定〉の言及率

は高 く，図2-16に もある ように，年齢 との明確

な相関関係を示 している。 この よ うな 傾 向 は，

〈社会〉 の中 の基本的 な 属性についての 小項 目に

も見 られ るが，この小項 目も基本的な属性 の1っ

と考 えることが で きる。 つ ま り， 「人間であ る」

あるいは 「生物であ る」 とい った認識が，self-

imageの 基 礎的な 要素 と して重要 な 意味を持 っ
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 図2-16 〈753生 物学的 ・文化的規定〉の言及率

ていると考えられる。

 〈その他〉の小項 目では，〈802無 効回答〉の言

及率が， 高校2年 生の男子で20%を 超えてい

る。 この小項 目には， 「私は誰で しょう」 という

問に対 し不適切な反応や，WAI技 法に対する拒

否 と見 られ る反 応が分類 され る。高校生男子の

WAI反 応の多くが集団施行によるものであるこ

とが，〈802無効回答〉の言及率に影響 していると

も考えられ る。しか し，小学生から大学生までの

データの多くは，集団施行で得られたものである

ことを考慮すると，高校生の男子では，WAI技

法のような，自己を直視する課題に対し不快感を

覚える者が多いとも考えられる。実存的 自己意識

に関する小項 目の言及率も思春期の男子で高 くな

ってお り，以前行なわれた反応パターンの分析で

は，実存的な反応と無効回答との相関関係が強い

とい う結果も得られている(岩 熊 ・槇田，1991b)。

思春期の男子では，自己を包括的に意味づけよう

とする欲求と自己を直視 した くないとい う気持ち

が並存 した，自己に対す るアンビバ レントな感情

があると見 ることも可能であろう。

4. ま と め

 本章では，WAI反 応の反応カテゴリーである

基準書の作成の過程と，それを用いた反応頻度の

分析結果について述べた。基準書は，1983年 に初

版が作成されて以来，数回の改訂 が施 され て き

た。今回作成された基準出：は，1989年 度版基準書

を改訂 した結果得られたもので，基準書の最終版

にあたる。改訂の手続 きは，1989年 度版基準書の

199の 小項 目の分割と併合を行ない197の 小項 目
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を持つ試作版を作成した。そして，この試作版に

よる反応の分類評定と集計を行なった結果を考慮

して，小項 目の併合と配置の検討を行ない最終版

の基準書とした。この基準書は，168の 小項 目が

9つ の大項 目のもとに整理 されたものである。

 反応頻度の分析に用いられたデータは， これま

でに収集された約14，000のWAI反 応から12

の年齢層のデータを抽出したもので，データ数が

不足している年齢層では新たなデータ収集も行な

った。これ らのデータは，初めに試作版の基準書

によって分類評定 と集計が行なわれ，最終版の墓

準書の完成後，最終版基準書に基づいて再び集計

された。集計は，全体的な傾向を捉えるのに有効

な大項 目単位と，細かいニュアンスをつかむのに

適 した小項 目単位の2種 類が行なわれた。また，

分析指標として，該当項 目に対する1人 当 りの反

応数，即ち，平均反応数と，集団内で該当項 目に

反応 している人の割合，即ち，言及率が用いられ

た。大項目単位の集計では，平均反応数と言及率

が併用され，小項 目単位の集計では言及率が用い

られた。

 大項 目単位の頻度分析の結果，〈指向〉は平均

反応数が約7.2で 最も多く，言及率も95%以 上

であった。これは，self・imageや 自我 ・自己と指

向的側面との問に強い関連があることを示唆して

いる。次に，反応が多かったのは く社会〉であっ

た。これは，小学校4年 生か ら高校2年 生にか

けて特に多 く，年少者で基本的な属性についての

反応が多いとい う他の研究結果 とも一致す る。名

前，性別，年齢 といった基本的な属性が，self・

imageの 発達的な基礎に あるとも考えられる。

発達的な変化が顕著なのは，〈家庭〉，〈情意〉，<力

動〉である。〈家庭〉は，30代 以上で平均反応数：

が多くなっており，自分の築いた家庭が個人にと

って大きな：意味を持つことを示唆している。<情

意〉と く力動〉には，いわゆる性格についての記

述が 分類される。両者ともに小学校4年 生から

20代 前半にかけて反応数が増加 しているが， そ

れ以降 く情意〉は比較的緩やか減少 しているのに

対 し，〈力動〉は急激：に減少している。これは，思

春期の心理的な不安定さを反映 したものとも考え

られう・
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 小 項 目単位の 分析 では，20代 後半 以降の 男性

の 〈112職 場 ・職業〉と20代 前半 までの 〈113学

校 〉 の言及率が 特に高か った。 また，30代 か ら

50代 に かけての 女性では， 〈201家 庭 内の役割〉

も高い言及率 を示 してい る。職業を持つ者に とっ

ての職場，学生に とって の学校，主 婦に とっての

家庭 は，生活や人間関係の場の中心であ り， これ

らがself・imageの 要 素 と して重要 な位置を占め

ていることが うかが える。〈301容 姿 ・体格〉 と

〈302健 康 ・体質〉は，ともに く個体〉の小項 目で

あるが，言及率を見 ると異な る発達的 な変化 を示

してい る。〈301容 姿 ・体格〉は年齢 とともに言及

率が 下降す る傾 向を 示 してい るが，〈302健 康 ・

体質〉 は上 昇傾 向を示 している。この結果 は，年

齢に よる身体 の捉 え方 の違いや加齢に よる身体 の

衰 えなどを反映 した もの と考え られ る。〈能力〉，

〈情意〉， 〈力動〉 の小項 目の言及率は， 比較 的低

く，性別や年 齢に よる変化 のパ ター ンも多様 であ

る。そ して，それ らの中には，社会的望 ま しさを

反映 してい ると考 え られ る もの も 多 い。 〈指向〉

では・〈701成 長 欲求〉 の言及率は，20代 半ば，

50代 か ら60代 前 半にかけて，そ して
，70代 で

ピークを描 いてい る。 これ らの ピ ー クは
， ライ

フ ・サイ クル との対応 関係か ら見 ると， 自己同一・

性 の確立を 目指す欲求 の上昇，職業生活や家庭生

活におけ る最終 的な達成 に対す る欲求， 自己実現

あ るいは 自我 の完全性 を 目指す欲求 と理解す るこ

と も可能 で あろ う。肯定的な 自己評価 に 関す る

〈717私 は 幸福〉は，〈715自 分 に満足〉 よ りも言

及率が高 く，否定的な 自己評価にあた る<718私

は不幸〉は，〈716自 分 に不満〉 よ りも低 い。〈717

私 は 幸福〉 と 〈718私 は 不幸〉は， 自分を取 り巻

く環境を含めての評価であ り，外的な帰属 と見 る

ことがで きる。この結果 は，肯 定的な 自己評価 を

外的に帰属 し，否定的な 自己評価 を内的 に帰属す

るとい う傾向を示 唆 してお り， アメ リカでの研究

とは逆の結果 となってい る。これ は， 日米 の文化

差の一面を示 してい るとも考 えられ る。日常生活

やキ ャセ クシ ョンに関す る小項 目は，比較的言及

率が1爵い。 これ らがself・imageに 多 く含 まれ る

とい うことは， このよ うな外的な対象を含めた個

人の心理的 な世界全体が， 自我 ・自己 の領域であ

ることを示唆 してい る。実存的 自己意識は，全般

的 に言及率が低いが，思春期の男子で最 も高 くな

っている。自己を包括的に意味づけたい とい う欲

求が， この時期に強 くな ると考え られ る。
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 第1章 で も述べた ように， わ れ わ れ のWAI

技 法 についての研究の 目的の1つ は，WAIを パ

ーソナ リテ ィ診断を行な うため の技法 と して確立

す ることにあ る。パー ソナ リテ ィ診断 の 目的は，

トータルな人間像の把握 であるが，われわれは，

WAI技 法 で得 られ る1っ1っ の反応を読む とい

う経験 を重ね るうちに， それ らの反応が被験 老の

主 観的なパー ソナ リテ ィ像 のあ る面にあた るので

はないか と考 えるよ うにな った 。そ して，パ ーソ

ナ リテ ィのある特定 の側面について注 目し，WAI

反応 の評価を行な うことも可能であ ると判断す る

に至 った 。本章では，WAI技 法 の応用 として，

パー ソナ リテ ィの特定の側面について注 目し，分

析を行な った結果 について述べ る。

 WAI技 法 は自由回答法で あ り，「私 は誰 で しょ

う?(Whoam I?)」 とい う質問が与 え られ るだ

けなので，施 行 した時 点では研究者 の分析視点に

余 り制約 され ない反応が得 られ る。このよ うに し

て得 られ る反応 に対 しては，様 々な反応 カテ ゴリ

ーに よる頻度分析や，多変：量解析技法を用いた相

関分析な ど，多様な分析が 可能 とな る。また，反

応 カテ ゴリーについては，反応の内容分析か ら帰

納的に作成 された ものか ら，研究 目的 に従 って，

ある特定 の側面に焦点を当てた もの まで，多様な

カテゴ リーを用 い ることが 可能 であ る。つ ま り，

WAI技 法 は， 得 られた反応に対 し，分析者が多

様な視点か ら分析を行な うことが で き る の で あ

る。

 第2章 で も示 した よ うに，われわれ のWAI技

法 についての一・連 の 研究においては，WAI反 応

を数量 的に扱 う方法 として，反応 カテゴ リーであ

る 「基準書」を作成 し，それに基づ く頻度分析な

どを行 なってきた 。基準書は，ア ・プ リナ リな分

析枠組みを導入せずに，WAI技 法 で 得 られた反

応そ の ものか ら，帰納的に カテ ゴ リーを作成す る

ために，KJ法 に よる 内容分析を進 めた結果完成

された ものである。基準書の作成 の過程 で， これ

と槇田 ・佐野(1965)の パ ー・ソナ リテ ィの概要 の

スキ ームとの間に対応関係が認め られ， パー ソナ

リテ ィのほ とん どす べての側面 につ いての記述が

WAI技 法 において出現 し得 ることが示 された 。

また，帰納 的に作成 され たカテ ゴリーのバ リエ ー

シ ョンか ら，われわれの研究 目的の1つ であ ると
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ころのself・imageの 一般 的 な分布について の知

見が得 られ，self-imageの 内容が 広範 囲にわた

ることが確認 され た(槇 田 ・岩熊，1988a； 槇 田 ・

岩熊 ，1988b； 槇 田 ・岩熊，1990； 岩 熊 ・槇 田，

1991b)。 これ らの結果か ら， WAI技 法 がパ ー ソ

ナ リテ ィ ・テス トと しての大 きな可能性を持ち，

WAI反 応 を 分析す ることに よ り， 個人の様 々な

側面を うかがい知 ることがで きると考え られた。

 WAI反 応 の分析を行な う際 には， 以上 の よう

に帰納的な方法を用 い，ア ・プ リオ リな分析枠組

みを導入 しない方法 があ る一方 で，予め研究者 の

狙 った側面についての枠組み を決め，それに基づ

きWAI反 応 の評定 を行 な うとい う方法 もあ る。

例 えば，KuhnとMcPartland(1954)の 厂個人の

社会 システムとのつなが り」 とい う視点に基づい

た，「consensua1な 言 及 とsubconsensua1な 言

及」 とい う分類方法や，Gordon(1968)の 厂社会

的同…性」 とい う視点か ら作成 された反応 カテ ゴ

リーな どがあ る。 この ように特定 の側面 を狙 った

研究において も，WAI技 法 は大 きな 利点を持 っ

てい る。その1つ は，WAI技 法 では被験者 の自

発 的な反応が 得 られ るとい うことで ある。そ のた

め，研究者 の分析視点 の影響をほ とん ど受けず，

より自然 な形で データを収集す ることがで きる。

も う1っ の利点は，被験 者 の “生”に近 い言葉 が

得 られ ることであ る。この ことに よって，実際 に

被験者が何を考え， どの よ うに感 じてい るか を知

ることがで き，そ こか ら新 たな知見が得 られ る可

能性 もあ る。この よ うにWAI技 法 は，パー ソナ

リテ ィの特定 の側 面の分析に対 しても有効性を持

ち，なおかつ研究者 の枠組みに制約 されずに多 く

の情報を提供 し得 るとい う利点 も持 ってい ると考

え られ る。

 と ころで，われわれ は 「基準諱」を用 いたWAI

反 応 の評定を行な う過 程で，経験的に，WAI反 応

の中に 「達成 動機」 についての表現が 出現す るこ

とを知 った。例 えば，最終版基準書では，〈701成

長 欲求〉，〈702就 職 の希望〉，〈707能 力 に関す る

願望〉，〈711将 来 〉，〈714生 活 目標 ・心掛 け〉な ど

のカテ ゴリーの中に達成動機を示す反応が含 まれ

ることがあ る。Murray(1938)に よれば，達成動

機 は次の ように定義 され る。達成動機は 「むずか

しい ことを成 し遂げ ること。自然，人間，思想を

支配 し，あやつ り，組織す ること。で きるだけ迅

速 に， できるだけ人手を借 りずにす ること。妨 害

を克服 し高 い標準に達す ること。 自己を超 克す る

こと。他人 と競争 し，ぬ きんで ること。才能 を有

効に使 って 自尊心 を増す こと」 を 口的 とし， 「困

難な ことを成 し遂げ るために，烈 しい， なが い反

復的努力をす ること。高 くそ して遠 い 目標に 向か

って，ただ一 つの 目標 を持 って働 くこと。勝 と う

とす る決心 を持 つこと。何事 も うま くやろ うとす

ること。他人 の存在に よって卓越す るよ う刺激 さ

れ ること。競争を楽 しむ こと。意志の力を働 かす

こと。倦怠 と疲労 を 克服す ること。」 とい った行

為に表れ る。Murrayは ， TAT(Thematic Ap・

perception Test)に よ って個人 の動機 内容 の分

析を試 み，達成動機 を含む20数 個 の社会的動機

の リス トを作成 してい る。一方，McClellandら

は，達成動機な らびにTATに よ る測定方法に注

目し，TATに よって個人 の達成動機の高低の測

定が可能で あること，実験状況を操作す ることに

より，TATの 物 語内容に表 れ る達成 動機 に変化

が あ る ことを明らかに した(McClelland， Ato・

kinson， Clarak，&Lowel1，1953)。 彼 らは，テス

トが彼 らの一・般的な能 力や リー ダー シップを明ら

かにす るものであ るとい う説 明を予め行 なって達

成 動機 を高めた被験者 と， そのよ うな操作を行わ

なかった被験者 とに分 けて，TATを 施 行 した 。

そ して， 「優れた基準 の設定」， 「ユニー クなや り

方 での遂行」，「長期にわた る達成」 とい った達成

動機 の基準を設け て被験者 の物語内容を評定 し，

達成動機を高めた被験 者において， よ り高 い達成

動機点が得 られ るとい う結果 を得てい る。

 TATは あ い まいな刺激 であ る絵画 を被験者に

見せ て物語 をつ くらせ，そ こに投射 され る被験者

自身 の欲求や動機 などを分析す るとい う技法であ

る。被験者が 自発的に 自由に言語表現を行ない，

自己を投射 した ものを分析対象 とす る点 に お い

て，TATとWAI技 法 は類 似 してい る。また，

WAI技 法 が 「私は誰で し ょう?(Who am'1?)」

とい う教示を与 え，被験者 自身 のこ とを語 るよ う

に要 求 してい る点を 考え ると，WAI反 応 に表れ

た達成動機 につ いての表現を被験者 自身 の達成動



機の強さとして分析することが可能と思われる。

 近年 日本においては，生涯学習についての議論

が盛んである。成人 した後も学習を続け，自分を

高めていこうとする姿勢には，その個人の達成動

機が強 く反映 しているように思われる。そこでわ

れわれは，WAI技 法を用いて， このような個人

の達成動機の分析を試みることにした。その際，

生涯学習を実践 している人々として，放送大学の

学生を被験者として用いることにした。放送大学

は，わが国の生涯教育のための中核的な存在とし

て，昭和58年4月 に設置 された高等教育機関で

ある。昭和60年4月 より学生の受け入れを開始

し，平成元年3月 には第1期 の卒業生が誕生 し

ている。放送大学に在籍：している学生の構成を見

ると，年齢的には30才 以上が全体の約2/3を 占

め，教員，公務員，会社員，個人 ・自由業，農業と

いった有職者が 過半数 を占めている(「平成元年

度 放送大学学園要覧」 より)。放送大学卒業 の

ためには，4年 以上在籍 し，テレビ・ラジオでの

放送授業を視聴 してレポー トを提出すること，各

地域にある学習センターでの面接授業に出席 し，

単位認定試験を受けること，最終年度には卒業研

究を行な うことが必要とされている。実際，放送

大学で卒業を 目指 している学生にとって，放送大

学は物理的な時間 にお いて も， 精神的な自己関

与度においても生活の中で大きな比重を占めてい

るようである。このように，放送大学在学生の多

数を占める社会人，中 ・高年齢者にとって，放送

大学に在学 し，なおかつ卒業を目指す ことは容易

なことではな く，単に知的欲求があるという以上

の強い意欲が必要である。つま り，放送大学に在

学する学生は，一般の人々に比 して強い達成動機

を特性 として持っていることが予測される。そ し

て，WAI技 法が達成動機を測 る道具として有効

であるなら，放送大学に在籍する学生の集団は，

そうでない人/1の 集団に対 して，高い達成動機の

強 さを示 すことになる。このような 仮説に 基づ

き，放送大学に在籍する学生にWAI技 法を施行

し，放送大学以外の人々と反応を比較す ることに

した。

 以上のように，われわれは，WAI技 法を用いて
“達成動機”についての分析を試みることにした

。
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そ して， この試みを通 じて，WAI技 法 が， パー

ソナ リテ ィの特定 の側面を評価す る道 具 として有

用性を持つか ど うかを検討 してい くことに した。

2.方 法

[被験者とWAI施 行の手続き]

 放送大学の学生に対するWAI技 法の施行に際

しては，次の2つ の手続きのいずれかがとられ

た。その1つ は，放送大学の学習センターにおい

て，面接授業の時間中に集団施行す るというもの

である。教室でWAI用 紙を配布し，被験者全員

に口頭でWAI技 法についての教示を与え，その

後で被験者からの質問を受けた。記入に要する時

間には個人差が あるため，20～30分 の時間を与

えたが，時間内に書き終わらなかった被験者に対

しては，授業終了後の休憩時間や自宅での記入を

求め，後日回収 した。2つ めの手続きは，放送大

学在学中の学生に個人的に依頼するものである。

被験者にWAI用 紙を手渡して 口頭で教示を与

え，自宅で記入して後 日提出するよう求めた。今

回のデータ収集においては，氏名，年齢，現住所，

学歴，職業などをフェイス ・シー トに記入する通

常のWAI用 紙での施行が難 しいため，年齢と性

別のみを記入する無記名WAI用 紙を使用 した。

また，いずれの手続きにおいても，WAI記 入の

教示では今回の研究の目的については触れず，一

般的なWAI技 法の教示のみを与えた。

 以上のような手続きを経て収集された放送大学

生の有効データ数は，30才 以上の男性82名 ，女

性186名 ，計268名 分であった。一一方，放：送大

学の学生に 対す る比較対照群は，1989年 度 まで

表3-1 被験老の内訳

年 齢

30代

40代

5?岱

60墾

tt

荘送大
・性陲

sz as

28」 肇
.

11

2

↓

82

.コ0

108

驫 ㌧
2847

188288
.iz

08317

45214

47304

 112210

擁
L劃塞
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に収集 され ていた30才 以上の有効デ ータ，男性

2，549名 ，女性2，875名 ，計5，424名 の中か ら放

送大学 の学生 以外 の男性112名 ， 女性210名 ，

計322名 を ランダムに抽出 した。表3-1は ， 放

送大学 と対照群 の被験者 の構成 を示 した ものであ

る。

基準作成が進め られた 。また，それに基づ く評価

も，_，t.；_cの基 準で評価が行なわれ るよ うにな るま

で，上記3名 の合議に よって行なわれた 。なお，

被験者 の属性に よって，評価 にバイアスがかか ら

ない よ うにす るため，被験 者の属性 は評価者にふ

せて評価を行な った。

[達成動機の評価 と集 計]

 達 成動機 の評価 に際 しては，上記 の全被験者 の

WAIの 各 反応に対 し， そこに表現 され てい る達

成 動機 の強 さを弱い方か ら “±”，“+”，“幵”の3

段 階 で評価 した 。そ して， これ らの評価に対応 さ

せ て，それ ぞれ0点 ，1点 ，2点 の達成 動機 得点

を与xた 。手続 きの第1段 階では，達成 動機 に対

す る評価基準を作成 した 。全被験者のWAI反 応

の中か らい くつかを任意に取 り出 し，それ ぞれ の

反応を読み，達成 動機 が よ り強 く表現 され てい る

と思われ る反応か ら順に 並べ ていき， そ れ らを

“升”
，“+”，“±”の3っ のグル ープにわけた 。次

の段階 では， この ように して得 られた反応を基準

例 として，590名 の 被験者すべ てのWAI反 応 に

つ いての評価 を行ない，被験者 ごとに達成動機点

を算 出 した 。表3-2は ，実際に達成動機評価にお

いて “十ド'，“+”，“±”とされた反応例を示 した も

のであ る。達成動機の評価は，最終 的には，放送

大学の学生1名 がお こな ったが 評価基準 の作成

の段 階では，心理学 を専攻す る大学院 レベルの者

と教員が各1名 ずつ加わ り，3老 の合議に よって

表3-2WAI反 応の達成動機についての評価例

3.結 果

 以 上 の手続 きに従い，各被験者 ごとに達成動機

得点を算 出 した結果，達成動機得点は，最低 が0

点 ，最高が8点 であった 。次 に，達成 動機 点の平

均を所属集団(i.e.， 放 送大学 の学生；対照群)，性

別，年齢(i.e.，30代 ；40代 ；50代 ；60才 以 上)

で 分けて算出 した。その結果が表3-3で あ る。さ

らに，所属 集団，性別，年齢 を要 因と して，達成

動機 得点に対す る分 散分析 を行 なった 。

 分 散分析 の結果 は，所属集団 の主 効 果 のみ が

0.1%水 準 で有意であ った(表3-4)。 こ の結果 も

示す とお り，所属集団間で，平均得点に大 きな差

表3-3 達成動機得点の平均と標準

偏差
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  1 ・私は仕事が好譽です。十

   ・本をたくさん競みたい。
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表3-4 達成動機得点の分散分析

 璽   因     dJ  F  値

所属(放 送大 ・対照群)  1  117.09rrr

性別           1   0。16

年代          3   2.OO

所属 ×性別         1   0.82

所属 ×年代         3   3.14

性別X年 代        3   0.9】

所属x性 別 ×年代     3   2。16

          **r♪ くO.001

[}一鹽ロ放送大(男 性)

×一・引× 放送大(女 性)

△嚊・噛△ 対照群(男 性)

O一一〇 対照群(女 性)

        〆'x

津ン・・/2幅 鞠《㌔

x

覗

Rj.......：SIL'NYga...y..ad
'

30代

         6     △             o

  へ ぬ       て し ア       ア しア   コ   40代     
50代     60～

      年 齢

図3-1 達 成 動 機 得 点 の 平 均

が認め られ る。放送大学では1.54で あ るの に 対

し，対照群 は0.44と ， 放送大学 の方が かな り高

くな ってい る。性 別については，分 散分析 では有

意な効果が認め られず，所属 集団ご とに見 て も，

放送大 学では， 男性 の 平均得点が1.44， 女 性が

1.59で ， 対照群 では，男性0.46， 女性0.42と

な ってい る。この ように，各所属集団 内では性別

に よって平均得 点で差 は生 まれず，そ の差は所属

集団問に生 じていることがわか る。

 年 齢 につ いても，分 散分析 で有意な効果が認め

られ ていない。 しか し，所属集団 と性別 ごとに，

年齢に よる平均得点 の推移を グラフ化す ると，図

3-1の よ うにな る。まず，対照群 では，平均 得点

は0.3か ら0.6ま で の値を推移 し，年代 や性別 に

よる差異はほ とん ど認め られ ない。放送大学 では

男女 ともにす べての年代 で対照群 を大 き く上回 っ

てい るが， 男性 では年代 に よる変化はあ ま りない

のに対 し， 女性では，40代 以降年齢が高 くな る

に従 い平均得点は高 くな る傾向を示 してい る。特

に，60才 以上では2.54と ， すべ て の 年 代 ・性

別 ・所属 グループを通 じて最 も高い得点を示 して

い る。対照群 の女性 では，60才 以上の平均が他の

年代 とあま り異な らな：いため，放送大学 との差異
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表3-5達 球動機の反応を示した被験

   者数
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が非常に大きなものになっている。

 ところで，達成動機得点の全体平均を見ると，

0.94と なっている。これは，WAI反 応の中の20

の回答の中に，達成動機を示すと評価された回答

が1つ もない被験者が 多数いることを示唆 して

いる。そこで，達成動機を示す反応をした者の数

を実際に算出 してみることに した。具体的には，

1点 以上の達成動機点を持つ被験者，つまり，何

らかの達成動機を感じさせるWAI反 応を少なく

とも1つ 以上記述 した被験者数を算出し，集団に

おけるパーセンテージも算出した。その結果が表

表3-5で ある。これを見 ると，達成動機を示す反

応をしている者は，全体で46.8%と なってお り，

半数以上の被験者は，WAI反 応において達成動

機を示 していないことがわかる。さらに，所属集

団，性別，年齢を要因として，度数法による分散

分析も行なった(表3-6)。

 分散分析では，平均得点を指標 とした場合 と同

様に，所属集団の主効果のみが有 意 とな って い

る。全体的にも平均得点を指標 とした場合 と同様
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表3-6達 成動機反応をしている被験

   者数の分散分析

 要   因

所属(放 送大・対照群)

性別

年代
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 図3-2 達 成 動 機 反 応 者 の 割 合

の傾 向が見 られ る。放送大学の 全体 では65 .7%

の者 が，何 らか の達成動機 に関す る反応を してい

るのに対 し，対照群 では31.1%と な ってい る。

また， 男女別に 見 る と， 放 送 大 学 で は 男 性 が

68・3%， 女性 が64.5%0で あ るのに対 し，対照群で

は男性 が34.8%， 女性 が29.0%で あ った 。つ ま

り，所属 集団間 において大 きな差が生 じてい るの

に対 し，各所属集 団内では性別に よる大 きな差は

認め られ ない。また，図3-2に 示 されてい るよ う

に，所属集団 と性別 ごとに，年齢に よる推移を グ

ラフ化 して も同様 の傾向が認め られ る。放送 大学

は，男女 とも，いずれの年代において も対照群 よ

りも高い割合を示 し，放送 大学の女性 は年齢が上

が るに従い割合 も上昇 し，60才 以上 では88.5%

と，す べての年 代 ・性 別 ・所属 グループを通 して

最 も高い割合を示 してい る。

4.考 察

 以上のように，WAI反 応に表れた達成動機を

評価 し，達成動機得点の平均を放送大学と対照群

との間で比較 したところ，2つ の集団間には大 き

な差が認め られた。放送大学 ではすべ ての性別 ・

年 代において，達成動機得点が対照群を大 き く上

回 るとい う結果が得 られ た。また，分散分析 の結

果 において も，放送大学生か否か とい う所属集団

の要 因のみが，有意な効果 を持 つ ことが示 され た。

この結果 は，放送大学に所属す る者はそれ以外の

人 々に比 して，高い達成動機を持つ とい う仮説 を

支持 している。そ して，性別や年齢 の要因 よ りも，

放送大学 とい う集団に所 属 してい るか否 かが，達

成動機 の強 さに関連 してい ることを示 してい る。

 一・方，高齢 の放送大学生 においては，達成動機

に男女差が認め られ る。放送大学 の女性は，特に

40才 以上において， 年齢が 高 くな るに 従 って達

成 動機 が強 くな るとい う傾 向を示 してい る。この

ような男女差 を理解す る手がか りの1つ は，放送

大学 への進学動機 の違いにあ るよ うに思われ る。

何 らか の調査結果に基づ くものではないが，高齢

者 の放送大学へ の進学 の動機には，大 きく分けて

2種 類 のものがあ るよ うに思われ る。1つ は，「老

後 の時間で以前か らや りたか った こ とを や りた

い」とか，もっと漠然 と，「余生 を何 か有意義 なこ

とに使いたい」 とい うものであ る。 もう1つ は，

「若い頃に 受 け ることの で きなか った 大学教育を

受けたい」 とい うものである。高齢にな ってか ら

放送大学 へ在籍：す るとい うことは，かな り強い意

欲，体 力，知力 の持 ち主でなければ難 しい 。AII・

port(1961)も 述 べ てい るように，能 力(compe・

tence)と い うのは， かな り基本的な動機の1っ

と言 える。おそ ら く，後者の よ うな進 学動機 で放

送大学へ在籍 してい る人は，条件 さえ恵 まれ てい

れば，若い頃に大学へ進学 していた人 々と考 え ら

れ， この ような人hは ，資質 としてはエ リー トで

あ り，当然，高 い達成動機 を持 っていると言 える

であろ う。結果 として，比較的ゆ と りの感 じられ

る前者 の ような進学動機 の人hよ りも強い達成動

機 を示す こ とにな るであろ う。

 そ して， このよ うな進学動機の違いが，高齢の

放送大学生 の男女 の間に もあ るよ うに思われ る。

男性 の場合は，大学に行 くことが現在ほ ど一・般 的

ではなか ったに して も，高等教育を受けてか ら社

会に出て活躍す るとい うことが，1つ の ライ フ ・

コースとして確立 していた。従 って，男性 の放送



大学への進学動機は，大学教育を受けたいという

よりも，退職後の時間を有意義に使いたいとい う

ものが多 くなる。それに対 し女性は，特に現在40

才以上の人!lの場合，文化的，祉会的，経済的な

理由によって，若い頃に高等教育を受ける機会が

少なく， この傾向は年齢をさかのぼるほど強い。

そして，放送大学に在籍：する女性の中には，大学

教育を受けるだけの意欲，体力，知力に恵まれな

が ら，若い頃に高等教育を受けることができなか

った人hが 多 くいると考えられる。結果 として，

高齢の放送大学生の男女におけるこのような進学

動機の違いが，達成動機の強さの違いとして現れ

たと考えることもできるであろう。

 実際，そのように非常に強い達成動機を持った

女性の一・群が存在 していることは確かなように思

える。例えば，放送大学の学習センターにデータ

収集に出向いた折 りにも，各教室で…番前の席で

授業を熱心に聞 く中高年の女性の姿を多く見かけ

た。また，WAIへ の記入を依頼した場合に最 も

自発的に進んで応じてくれ るのも，熱心に自分が

理解するまで教示の意味などを質問するのも，中

高年の女性であった。このような印象は，放送大

学の中高年女性の，実際のWAI反 応を読んでい

る時点でもうなづけるものであった。そこで，事

例 として実際のWAI反 応を2つ ほど挙げてみ

たい。

事例1 59才 女性 放送大学

1

2

3

4

⑤

⑥

⑦

8

⑨

⑩

11

12

13

放送大学が好 き

私 は生 け花 を教え るのが好 き

何にで も興味があ る。

料理をす るのが好 きだが時 々手抜 きをす る。

勉強が楽 しい。だが難 しい。

面接授業 が好 き、直接先生 に会 え るか ら。

暇 があ るとボ ランテ ィアをす る。

自分 で健康 のため ヨガを暇をみてや る.

語 学は難 しいが必死でがんば ってい る.

読 書が好 き

水泳が好 きだが、時間が無い.

テ ニスも好 きだが、時間が無い.

ワープロをや っと覚えた面 白い.

一一WAI技 法を用いた達成動機iの分析一  31

14和 裁 をす るのが好 きだが卒業 まではやめ てい

  る.

15植 木 の世話が好 き、だが、暇 をみ てや る。

16絵 画 を描 くのが好 ぎだが今は時間が無い.

17 絵 画 を観 るのも好 き

⑱ ま じめ である。

⑲ 誠 実であ る.

⑳ せ っかちであ る。

事例2 65才 女性 放送大学

1

2

3

4

5

6

7

只
)

⑨

10

⑪

⑫

13

14

「
Q

ρ
0

1

1

17
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0
ゾ
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放 送 大学生 である.

華 道教授を してい る.

元 洋裁教師.

日本画を描 く.夢 中になれ る趣味であ る.

団 体の役員(会 長)を 受けてい る。

来春卒業の予 定 で あ る。 が ん ば る考[注 ：
“積” の間違い1も りであ る

。

学ぶ ことは楽 しいが、苦 しいことで もある。

時間 を2倍 欲 しい.少 々行動が トロ くな った

気がす る.

何 に でも興味があ る.

何 で も責任を 自分が一・人で背負 って しま う.

責 任感が強い ■[注 ：被験者 自身 の訂正部分]

ま じめであ る.

子 ども好 き.

卒 業 した ら種hや りたいことがあ る.

主 婦 であ る.主 婦 とは一・家 のプラ ンナーで も

あって楽 しくもあ る.

主 人は じめ家族を愛 してい る.

も し息子が結婚 した ら、お嫁 さん と仲 良 く楽

し くや りたい。

相手の よい ことだけを見 て、悪 い処 は許す よ

うに心掛 けたい

誰 とでも、仲良 くで きる.

「他人{ひ と}[注 ：被験者 自身がル ビをふ って

い る]は 皆わが師な り」誰 の言葉か忘れたが .

好 きな言葉 であ る

粗t1か しい、忙 しい為 もあ る。

 どちらの事例 も達成動機の高さを感 じさせる内

容であるが，特に生活空間の広さ，指向の範囲の
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広 さが 目を引く。これらは，放送大学の女性のケ

ースで目につ く特徴である。放送大学生は，放送

大学での学習に時間を費やすことはもちろんのこ

と，それぞれ別の趣味や所属団体を持っているこ

とが多い。 また，「何にでも興味がある」とい う

表現が両者に共通 しているのは非常に暗示的であ

る。また，1つ めの反応は，それぞれ 「放送大学

が好き」，「放送大学生である」と記述 してあ り，

両者とも放送大学に対するアイデンティティの強

さを感 じさせる。このように，放送大学の女性の

達成動機が中高年において強くなっていくという

今同の結果に関しては，経験的に非常に納得でき

るものであった。

 ところで，今回の研究では，反応に示 された達

成動機をその強弱により0点 ，1点 ，2点 とい う

得点に置き換えている。WAI技 法は自由回答法

であ り，得 られ る反応は千差万別である。それら

を段階のある得点に置き換えることについては，

評価基準を決めているとはいえ，評価者の主観に

も影響を受けやす く，基準もあいまいにな り易い

という問題があることも否定できない。しかし，

評価基準を作成する際により多 くの反応例を示す

ことに よって，このような問題はある程度解決で

きる。また，多 くの評価者に独立に評価を行なわ

せて，その結果がどのくらい一致するかを確認す

るとい う方法 も考えられる。今回の分析では，達

成動機についての反応を少な くとも1つ 以上し

た者の数を指標の1っ として用いた。このような

方法は，情報量が減るとい う意味ではデメリット

もあるが，評価の安定性をよくす るためには有効

な方法と言える。特に，評価対象に段階をつける

ことが難 しい場合には，評価の時点からこのよう

な評価方法をとることも考えられ る。このような

問題も含めて，今後，分析技法の検討が必要であ

ろ う。

 本章の研究の目的は，パーソナ リテ ィの特定の

側面の評価におけるWAI技 法の有効性を検討す

ることにある。今回は，放送大学の学生が一般の

人々に比 して強い達成動機を示すとい う予想通 り

の結果が得られた。今後，「達成動機」 と同様に，

パーソナリティの様hな 側面に焦点を絞って評価

を行な うことも可能と思わ れ る。それは，WAI

技法の1っ の活用方法と言えるであろ う。また，

それらの知見を積み重ねることによって，まだ未

発達と言えるWAI技 法の分析技法の発展に寄与

するものと期待される。

 しかしながら，WAI技 法があらゆる問題に対

して有効性を持つとは言えない。それは，WAI

技法が自由回答法であるため，研究者が知 りたい

側面についての反応を得られるとは限らないから

である。今回の分析では，約半数の被験者が達成

動機を示す反応をしたが，問題とする側面によっ

ては， このような 高い頻度 の反応 を得 られない

ことも予想される。WAI技 法では，パーソナ リ

ティのほとんどすべての側面についての記述が出

現 し得るが，その中でも出現 しやすい側面と出現

しに くい側面があることが知られている(岩 熊 ・

槇田，1991b)。 例えば，能力的な側面については

反応が少ないため，これらの分析に用いることは

難 しいように思われる。一方，指向的側面につい

ての反応は，WAI技 法において比較的出現しや

す く，バラエティもあるため，焦点を絞って評価

を行な う方法が有効性を持つと言えるであろう。

このように，WAI技 法の応用的な利用について

は，反応頻度を含めた反応特性をよく検討 した上

で用いる必要があるだろう。そして， このような

研究例を積み重ねることにより，様 々な知見が得

られるとともに，WAI技 法の特性 も明確になっ

てくるものと思われる。



ヨ4

おわ りに

1.研 究の総括

2. 今後の研究課題と展望

0
り

4

0
0

0
0

1.研 究の 総括

 本 モ ノグラフは，rWAI技 法 を用 いた 自我 の実

証的研究」 の成果 の一部を まとめた ものであ る。

このモノグラフでは特に，最終版 基準書の作成過

程 とそれに よる反応頻度 の分析，WAI技 法 を用

いた達成動機 の分析について述 べた。 ここでは，

このモノグラフの研究成 果について概観す る。

 第1章 では，研 究 プロジェク トの 目的 とこれ ま

での研究成果 について述べ た。そ こでは， プ ロジ

ェク トの 目的 と して5つ の 目的が 挙げ られてい

る。特に，第1目 的であ る個 人のself・imageの

内 容 と範 囲の把握 と，第2の 目的であ るその反応

頻度 の把握は， このプ ロジ ェク トの中心的な課題

で あった 。これについては，第2章 において最終

版基準書 の作成 とそれに基づ く反応頻度 の分析 に

よって示 されてい る。また， プロジ ェク トの 目的

の中には まだ十分に達成 され ていないもの もある

が，それ に㌔r)いては次節 で さらに検討 を加 える。

 第2章 では，上に も述べた よ うに，“基準書”

の最終版 の作成 の過程 と，それに基づ く反応頻度

の分析結果 について述べ た。基準書は，WAI反

応 を分類す るため の反応 カテ ゴ リーで，WAI反

応 の内容分析 の結果に基づ き帰納的に作成 されて

いる。これは，1983年 に この プロジェク トが開始

され て以来，改訂が重ね られてお り，今回，最終

的 な改訂 を終えた ものであ る。最：終版 基準書は，

小項 目と 呼ばれ る168の カ テ ゴ リーで 構成 され

てお り， これ らの小項 目は，大項 目と呼ばれ る9

つ の上位 カテゴ リーの もとにま とめ られ ている。

最終版基準書を用 いた約4，000名 のWAI反 応 の

分析結果に よると，大項 目 く指 向〉 は平均反応数

が最 も多 く，self・imageや 自我 ・自己 と指 向的

側面 との 間に 強い 関連が あ ることを示 唆 して い

る。 また，名前，性別，年齢 といった 基本的な属

性が 年少者において多 く， これ らがself-image

の発 達 的な基礎 にあるとも考え られ る。小項 目単

位 の分析 では，〈112職 場 ・職業〉，〈113学 校 〉，

〈201家 庭 内の役割〉の言及率が特に高か った 。こ

れ らは，社会生活や人間関係の場 の中心 であ り，

これ らがself・imageの 重要 な要 素であ ることを

示唆 してい る。その他に， 日常生活やキ ャセ クシ

ョンに関す る小項 目の言及率が比較的高い ことが

示 された。 この結 果は， この ような外的な対象を

含めた個人の心理的な世 界全体が， 自我 ・自己の
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領域であることを示唆 している。

 第3章 では，WAI技 法を用いた新 しい試みと

して，達成動機の分析を行なった。従来のわれわ

れの研究では，上記の基準書を中心とした帰納的

な分析が主であったが，ここでは，基準書を用い

ず，達成動機 という1っ の側面に狙いを絞って分

析を行なっている。具体的には，達成 動機 が 強

い と予想 され る放送大学の学生を被験者 として

WAI技 法を施行 し，それ以外の者のWAI反 応

との比較を行なった。その際，1つ1つ の反応が

どのくらい達成動機を示 しているかを判断するた

めの基準を実際の反応から作成 し，その基準に基

づいてすべての反応を評価するとい う手続きをと

った。このように して達成動機得点の平均を放送

大学 と対照群との間で比較 した。その結果，2つ

の集団の間には大きな差が認められ，放送大学で

はどの性別年代においても対照群を大きく上回る

とい う結果を得た。また，分散分析の結果におい

ても，放送大学か否かとい う所属集団の要因のみ

が，有意な効果を持つことが示 された。この結果

は，放送大学に所属す る者はそれ以外の人' に々比

して，高い達成動機を持つという仮説を支持 して

いる。そして，性別や年齢の要因 よりも，放送大

学 という集団に所属 しているか否かが，達成動機

の強さに関連 していることを示 している。このよ

うな結果は，WAI技 法が 「達成動機」を測る道

具 として有効であることを示 している。また，「達

成動機」 と同様に，パーソナリティの様々な側面

に焦点を絞って評価を行な うことも可能と思われ

る。このような知見を積み重ねることによって，

WAI技 法の分析技法の発展に寄与す るものと期

待される。

2.今 後の研究課題 と展望

 わ れ われ は，約10年 にわたってWAI技 法 に

関す る実証的 な研究を行な ってきた 。そ の中で得

られ た成果 も少な くないが，や り残 された課題 も

存在す る。その中で特に重要 なのは，WAI技 法

のパー ソナ リテ ィ診断へ の適用 の問題 であ る。 こ

こでは， まず， これ までに 得 られた 知見 か ら，

WAI技 法 のパ ーソナ リテ ィ診 断への適用 可能性

について考 えてみ たい 。

 わ れわれ の研究 プ ロジェ ク トが最 も力を入れて

取 り組んで きたのが，WAI反 応 に 現 れ る内容 と

そ の頻度 の把握 であ る。それは，つ ま り，基準書

の作成 と基準書に よる反応頻度 の分析 とい うこと

にな る。われわれが これ らに力を入れ てきた理 由

は，これ らがWAI技 法 をパー ソナ リテ ィ診断に

適用 す る 際 の 前提 とな ると考 えたか らである。

WAI技 法 に よって 個 人の何 を知 ることがで きる

のかが 明確iに な っていなければ，WAI技 法 を

パー ソナ リテ ィ診断に利用す ることはで きない 。

そ うい う意味では，基準書 の作成を通 じて得 られ

た知見は，われわれ の期待以上の ものであ った。

それは，WAI反 応 の帰納 的な分析 の結果， WAI

反 応 が理 論的に考え られたパ ーソナ リテ ィのあ ら

ゆ る側面に及ぶ ことが示 されたか らであ る。 しか

も，各側面は，内容分析や反応パター ンの結果，

まとま りを持 って現 れてきたのであ る。これ は，

理 論的に導き出 され たパー ソナ リテ ィ ・スキーム

を，期せ ず して実証 したことに なる。そ こで，わ

れ われ はこの結果 に基づ いて， パー ソナ リテ ィ ・

スキームを整理 しなお し，実証的な知見を反映 し

た も の に した。 こ のパ ーソナ リテ ィ ・スキ ーム

は， パー ソナ リテ ィ診断を行な う上で も枠 組み と

なるものである。つ ま り，WAI技 法 は，パ ーソ

ナ リテ ィ ・スキームとの対応関係を持つ とい う意

味で，パ ー ソナ リテ ィ診断において有 効性 を持 っ

ていると言え るであろ う。

 こ のよ うに，得 られ る情報 の範 囲については，

WAI技 法 のパ ーソナ リテ ィ診断に対す る有効性

が示 されたが，情報の “質 ”，つ ま り，WAI反 応

が個人 に とって どんな意味 を持つ のか とい うこと

も検討 してお く必要が あ る。われわれは，残念な

が ら，直接的に この問題に取 り組んだ分析を行な

っていな いが，い くつか の分析 の中で，間接的な

知見を得 てい る。そ の1つ は，第3章 で示 した

達成動機に関す る分析であ る。 この分析において

は，放送大学の学生を被験 者 としてい る。われわ

れは， この分析を始め る以前か ら，デー タ収 集な

どのために放送 大学を訪れてお り，放送大学 の学

生が強い達成 動機 を持 ってい ることを，われわれ

の 自身の 目で見て きた。 もちろん， これ は主観的



な判断に基づ くものではあ るが，放送大学 を卒業

す るための要件を考慮すれば，当然の こととも思

われ る。そ こで，WAI技 法 を用 いて放送大学 の

学生 とそれ以外の者を比較す ることを試み たわ け

であ るが，その結果 は，われわれ の予測通 り，放

送大学の学生が強い達成 動機・を持 つ こ と を 示 し

た。 これ は，WAI反 応 が， われ われ の見 てきた

放送大学生の姿を反映 してお り，被験者 の幻想や

その場 限 りのいい加減 な反応 とは言 い切れ ない も

のであ ることを示 していると言 えるであろ う。

 WAI反 応 の “質”に関す るもう1っ の知見は，.

WAI反 応 の相互関連性 の分析 で得 られ ている。

この分析 では，WAI技 法 を施行 した後 で， それ

につ いて被験者 自身に イ ンタ ビa.`一'を行な ってい

る。そ の結果，被験者が 自分 の反応 内容について

積極的に コメ ン トを述べ る傾向が示 された 。そ し

てこれは，被験者が反応内容に対 し強い興 味を持

ってい ることを示唆 してい る。つ ま り，個人 は 自

らのWAI反 応 の内容に強 く自我 関与 してお り，

見方を変えれば，個 人の 自我 関与 して い る も の

が，WAI反 応 に現れ ていると見 ることも可能 で

あろ う。 この ように，WAI反 応 は， 個人 の生 き

た姿 を反映 し，個人が 自我関与 してい る対象， あ

るいは， その個人が “関わ ってい る”世界 を も反

映す ると言 えるであろ う。

 この ような知見 を考慮す る と，WAI技 法 は，

反応 の範 囲やそ の質か ら， パー ソナ リテ ィ診断に

適用す る上で の最低必要条件を満た してい ると言

え る。 しか し，具体的にパ ー ソナ リテ ィ診断に用

い る際 の手続 きについては，試作段階の ものはい

くつかあ るが， まだ十分 な検討は為 され て い な

い 。評価手続 きの作成 にあた っては，大 き く分 け

て2っ の方 向が考 えられ る。そ の1つ は， いわ

ゆ る標 準的な評価 手続 きを確立す るこ とである。

標準 的な手続 きの長所 の1つ は，誰が評価に あた

って も同 じ様 な 評価結果 が得 られ，WAI技 法 が

公 共 性 を 持 つ ことにつ なが ることに ある。例え

ば，あ る評価者がWAI反 応 か ら導 き出 したパ ー

ソナ リテ ィ評価は，そ の結果 を見 る別 の個人に と

っても信頼 できるものとな る。結果的には，WAI

技 法 に よって，パ ー ソナ リテ ィ診断を行な う人h

の 間での情報 交換が 可能 とな る。 もう1つ の方 向
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は，WAI技 法 を使用 す る評価者が， それ ぞれ の

目的にあわせて， 自分 な りの評価方法 を作 りだ し

てい くとい うものであ る。WAI技 法 で得 られ る

情報が広範 囲にわた ることは既 に示 したが，必ず

しもすべての評価者 がそれ らすべ てを必要 として

い るわけではない。パ ーソナ リテ ィ診断 と言 って

も，臨床，教 育，人事，産業衛生な ど多様な場面

が考え られ，その 目的 やそれ を取 り巻 く状況 もそ

れぞれに異な る。従 って，必要 とされ る情報 も診

断を行な う状況 に よって異 な ることにな る。この

よ うな場 合，個hの 評価者 が，そ の場面において

WAI技 法 の 施 行経験 を 積 み重 ね ることに よっ

て， 自分 の必要 とす る情報を得 るための評価手続

きを作 り出す ことが必要 とな るであろ う。

 WAI技 法 の評価手続 きについては， この よう

な ことが考え られ るが，現在最 も必要 なのは，実

際 のパ ー ソナ リテ ィ診断の事 例を積み 重ね ること

であ る。この よ うな事例の蓄積 か ら，標準的 な手

続 きが確立 してい くことに もな るし， また，個人

が 自らの評価 手続 きを作成す る上 で も参 考 とな

る。 本 モ ノグラフには， 巻末 に事例集 と して38

名 のWAI反 応 が 掲載 されてい る。 事例集は，

「組織行動研究」のNo.16(槇 田 ・岩熊，1990)

とNo・19(岩 熊 ・槇田，1991b)に 掲 載 されてい

る分 を 併 せ る と，小学生か ら70才 以上の老人

までの133事 例 とな る。 これ らを 見 ること で，

WAI反 応 の特徴や感触 もあ る程度理解 で きるの

ではないか と思 う。

 以 上 のよ うに， 今後 の 重要な 課題 の1っ は，

WAI技 法 のパ ー ソナ リティ診断への適用 の問題

であ る。 しか しその他に， プロジェク トの 目的 と

しては明確に挙げ られていないが，解決 してお く

べ き問題 や，研 究の過程 で大 きな意味 を持 ってき

た問題 もあ る。 そ の1つ は，WAI反 応 の出現

順序 ，即 ち， あ る反応が20の 回答 の うち の何答

目に現れ るか とい う位置 と，反応 内容や被験者に

とってのそれに対す る意味づけな どとの関係であ

る。 これにつ いては，他 の研究者に よって，い く

つか の研究結果 も示 されてい るが，われわれは，

正面 か らは 扱 っていない 問題 であ る。 出現順序

は，WAI反 応 の基本的 な性 質 の1つ とも考 え

られ るため，分析す る必要 のあ る課題 と言え るで
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あろ う。同様 に，“自分 らしさ”の ○ につ いての

分析 も， まだ解 決 され ていない課題 であ る。これ

については，WAI技 法 施行 の際 に，○ を付け忘

れ る被験者 が多いため，分析 されずに きた 。 しか

し， これが個人 を理解す る上で重要な手がか りと

な る可能性 もあ るので，分析を行な ってお く必要

があ るように思われ る。

 そ して，最後 に 残 された 課題 は， “自我 ”，“自

己”，“パー ソナ リテ ィ” とい った基本的な概 念に

関す る問題であ る。これ らの概 念の問題 は，多 く

の心理学者あ るいは哲学者を悩 ませて きた問題 で

あ り，簡単に解決で きる課題 とは思われない。 と

ころが， 先に も述 べた ように，WAI反 応 の帰納

的な分析結果 とパ ーソナ リテ ィ ・スキーム との間

には対応が認め られてい る。われ われが もと もと

WAI技 法 を用 いた理 由は， これが 自我 あるいは

自己を理解す る上 で有効 な技法 と考 えたか らで あ

り， この ような結果 を期待 してい た わ け で は な

い。 この結果は，WAI技 法 の帰納的な分析に よ

って，それ まで実証的に示 され るとは考え られて

いなかったパー ソナ リテ ィ ・スキームを，実証的

な方法 で示 したことを意味す る。また， 自我や 自

己の概念 とパー ソナ リテ ィの概 念が，何 らか の強

い関連 を持つ ことも示唆 してい る。そ うい う意味

では， これ らの概念を実証的に明確にす るとまで

は いかない まで も，WAI反 応 の分析か ら，何 ら

か の手がか りが得 られ る可能性 もあ ると考 え られ

る。

 以上・WAI技 法のパーソナ リティ診断への適

用の問題を中心に，今後の展望や課題について述

べてきた。残 された課題は，必ず しも少な くない

し， また， 容易に解決できるものばか りで はな

い。 しか し，WAI技 法の潜在的な可能性も含め

て考慮すれば， これ らの課題の解決は，やがて何

らかの果実をもたらす ものと期待できる。このよ

うな期待のもとに，われわれだけでな く，多 くの

研究者や パーソナ リティ診断の専門家が，WAI

技法に関する研究を積み重ねていくことが望まれ

る。
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1. 最終版基準書

2.WAI事 例集
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1.最 終 版 基 準 書

 基準書は，WAI反 応のための評価カテゴリー

である。基準書は，WAI反 応の内容分析の結果

に基づいて帰納的に作成 されている。ここに掲載

した最終版基準書は，1983年 に初版が作成され

て以来，数回の改訂の結果得られたものである。

この基準書には，小項目と呼ぼれる168の カテゴ

リーがあ り，それらは大項 目と呼ばれ る9つ の上

位カテゴリーに分類されている。

 ここには，最終版基準書の全カテゴリーの小項

目名と例示を掲載 した。小項目名は，各カテゴリ

ーの全体を代表するように付けられてお り
，例示

は，実際どのような反応がそのカテゴリー一に分類

されるかを示 している。実際の分類評価において

は，小項 目名 と例示を総合的に見て，最 も近いと

思われるカテゴリーに反応を分類 す る こ とにな

る。なお，基準書の巻末には，小項 目名及び例示

の五十音順索引を掲載 してある。

 最終版基準書の構成は以下のよ うに な ってい

る。

大 項 目 名

1.社 会

庭家a

体個翫

力能4

5.情

力

}

意

一

6.力   動

7.指   向

8. そ の 他

9.無 回 答

小項目番号

101-r117

201 211

301～303

401～409

501～542

601～627

701～755

801～803

901

小項目名 ・例示索引

ジ一ぺ

64

48

49

一

49

冖

50

54

56

60

60

61
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社 会
一.一-τ 『㎜『 『}『 『… 一 

小項目名 例 示
   一一 一  冒一 一.- 一一 . 齟皿}一 一_” 闇_

101 ・山田太郎です。

名前 ・鈴木です。

・礼 子 です 。
・名前は～です

。
・旧 姓 ～ です 。

一 一

102 ・ニ ッ ク ネ ー ム は ～ です 。

ニックネーム ・～というあだ名があ ります。
・人から～と呼ばれています。

一 一舮. 一

103 ・男 で あ る。

性別 ・女 で す 。

・男ではあ りません。
一   一一

1U4 ・～ 才 で す 。

年令 ・世代 ・未 成 年 。 中年 。
・三 十 代 。

・思 春 期 。
・若 い で す 。

・大 人 。

・大 人 と 子 供 の 間 。
・お じさ ん 。 お ば さ ん 。

・私はそろそろ還暦を迎える。
一.一_一_一 .皿 . 冖 一 【 一 一一

105 ・～ 年 ～ 月 ～ 日生 ま れ 。

生年月日 ・戦前派。戦後派。

・犬年生まれ。
・昭 和.J桁

。

・天 秤 座 。

・団塊の世代。
皿{}}囲  

ユ，06
・東 洋 人 。

人種 ・国籍 ・日本 人 。

・国籍はアメ リカ。
・ア ジ ア人 。

・黄色人種。
・大和民族。
・日系二世である。

・ハ ー フ です 。
   τ下…TJ呂 兀E}冒r『 π冒皿 一一r一 }

107 ・東京都民。

住所 ・～ 市 民 です 。
・杉並区に住んでいる

。
・昔
、 ～ に住 ん で い た。

一    一 『 一r一 冒一一 一                                           7ら所 τT『}}一 一

 小項目名

108

暮し方

ios

出身 ・育ち

110

家柄 ・

 家 の職業

111

結婚

     例 示

・アパー ト暮 し。
・寮生。下宿人。

・山の上に住んでいる。
・一人暮し。

・単身赴任中。

・～ 出 身 。

・～ で生 ま れ た
。

・本 籍 は ～ 。

・江 戸 っ 子 。 浜 っ 子 。

・～ で 育 っ た 。
・下 町 育 ち 。

・田舎 者 。

・上流階級。

・中流家庭。

・家は八百屋をやっている。
・農家に生まれた。

・～家の子孫。
・祖先は～

。

逸

l

l

1

8

9

0

 

業

 

職

2

・

1

場

1

職

・結婚している。
・独身である。

・新婚である。
・縞婚～年。
・金婚式を迎 えた。
・離婚歴がある。

・会社員。サラリーマン。OL。

公務員。教師。歯科医。
・社会人。

・会社名。職種。仕：事の内容。部

暑。
・自営業を営んでいる。

・仕事が忙しい。
・仕事が好き。

・仕事に不熱心。
・上司とうまく行っている。

・上司に恵まれていない。
・転職を考えている。

・～年働いています。
・定年聞近。

・無職。



小項目名

113

学 校

1.14

学 歴 ・職 歴

11J

クラブ ・

所属団体

       例 示
_1

  ・学校名。学生。学年。学部。学

  籍番号。

  ・高校生。大学生。浪人。受験生。

  ・大学で～を勉強をしている。

  ・学校が好き。

  ・学校へ行きた くない。

  ・先生が嫌い。

  ・高校生活は面白かった。

二⊇.一.-一 一 一7一 ¶崩卜

116

友人 ・恋人

・学歴。
・出身校。
・職歴。
・～社に勤めていた。
・～高校のOB

。
・元海軍申尉

。

・児童文化研究会に入っている
。

・クラブに青春をかけている
。

・サークルの部長。
・学生時代はラグビー部だった。
・会社でサークルに入っている。
・近所の茶道のサークルの代表

。
・早朝野球のチームのエース。
・大学で～ゼ ミに入っている

。
・～ゼ ミのOB 。
・サークルには入っていない。
・町内会長です。
・地元の消防団員。
・PTAの 理 事。
・子供会の役員。
・老人クラブの会長。
・ライオンズクラブの会員

。

・～君 と友達。
・友人を大切にしている

。
・友人に感謝している。
・友人が多い、少ない。
・友達が欲 しい

。
・友人は少ないが

、深 くつきあう

方。
・恋人がいる。
・片思い申。

・～さんは私の恋人です
。

・私の彼女は可愛い。
・～さんが好きです。
・～君に憧れています。

一一一=一 郷一陶軽亜ユ4。 、__“ 匸7一 τ三_3__ _=__冨_
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名 『i
  1一_一_L__

L

例 示

・年収。月収。収入.ボ ーナス。
・年金を～円もらっている

。
・仕送り。

・アルバイ ト料
。

・お こづかい。お年玉。
・初任給は～万円。
・経済的に自立 している。
・共働き。
・その日暮し。
・年金暮しをしている。
・アルバイ ト、パー トをしている。
・貯金が～円ある。
・へ そ く り を して い る 。
・株 主 。

・消 費 者 。

・納 税 者 。 青 色 申告 者 。

」
                                                                  『
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家 庭

小項目名

一 一}一 一一畠 隔一 邑『 』一一一一 一 一}

      例 示
__L一 一_一_.._.__    _ _

201 ・父0母 。 夫 。 妻 。 嫁 。

家庭内の役割 ・長 男 。 長 女 。 末 っ 子 。
・一 人 っ 子 。

・兄 。 姉 。 弟 。 妹 。

・～人兄弟の～番 目。
・～ 家 の 一 員 。

・世 帯 主 。 当 主 。

・未 亡 人 。

・扶養家族を持っている。
・主婦(家 事をする人)。

・妊婦(も うす ぐ母親になる)。

『 一 一  丁一一}                  7一

202 ・両親とうまくいっている。

両親 ・親 孝 行 。

・親を大切にしない。
・両親健在。
・親子喧嘩が絶えない。
・両親と別居 しています。
              馳『畔，

203 ・父親が好き。

父親 ・父親とうまくいっていない。
・父はあまり家にいません。
・父親は公務員。

・父親がいない。
・父は一年前に亡 くなった。

一閏____，___.___し_顧.「_一 一 齟}

204 ・母親を尊敬 している。

母親 ・母親と仲が悪い。
・母親は私に厳 しい

。
・母は女手一つで私を育ててくれ

た。

205 ・弟 思 い 。

兄弟姉妹 ・兄弟のことがたまに気になる。
・兄弟と仲が悪い。

・～ 入 兄 弟 。

・姉 が い る。

・兄は別居 している。
・兄は～に勤めている。
・妹が欲しい。
  冖 一 一一一 一 一一一繭.丁7一 一一『 '〒

戯 目名i
一____一 ユ

206

子供

20?

配偶者

208

祖父母

        例 示

  ・子供が…人いる。

  ・子煩悩。

  ・子供には甘い。

  ・自分の子供が嫌い。

  ・子供に厳 しい。

  ・娘の結婚が心配。

  ・子供達はもうそれぞれの家庭を

   持 っ ている。

  ・子供がいない。

  ・子 どもが欲 しい。
一一一_■ ________一 一_.一___『_.__『____

209

孫

210

親 戚 ・親族

・良妻賢母の妻がいる。
・夫とうまくいっていない。
・夫は教師をしている。

・夫と死別。
・亭主関白。
。妻の健康が気がかり。
・今の妻とは再婚。

 ・おばあちゃん子。

 ・祖父と仲が悪い。

 ・祖父母は健在。

 ・お じいちゃんに長生きして欲 し

 い。

 ・祖父は大阪の人。
L一     一一一 一____.________一____一

_____F_」 一..

211

家族との関係

・孫が10人 いる。

・孫が可愛い。
・孫はうるさい。
・孫は元気だ。
・孫の顔が早 く見たい。

・叔父が好き。

・姪が可愛い。

・姑とうまくいっていない。
・子供の頃、従兄弟とよく遊んだ。
・曾祖父は軍人だった。
・あまり親戚付き合いはしてない。

・家族を愛 している。

・～人家族。
・家庭第一。
・家庭は安 らぎの場。
・家族に冷たい。



個 体

小項目名

301

容 姿 ・体格

302

健康 ・体質

例 示

・身長 。 体 重 。

・や せ て い る。 太 っ て い る 。
・背 が 低 い 、 高 い 。

・中 肉 中 背 。

・体 格 が 良 い 、 悪 い 。

・筋 肉質 。

・手 足 が 短 い 。

・顔が大きい。
・色黒。

・眼鏡をかけている。
・父親に似ている。
・～に似ている。
・男前。ハンサム。

・美人。かわいい。
・容姿は人並。

・実際より若 く見 られる。
・近ごろめっき り白髪が増えた。

一尋一一一一一一一一一一一一 一一一 一一 一 一 一_唏 一 一 一 一__一 一一

303

身体的能力

・健 康 で あ る 。

・持 病 が あ る 。

・疲 れ や す い 。

・ひ 弱 。貧 血 。
・高 血 圧 。

・風 邪 を ひ き や す い 。

・血 液 型 。

・ア レル ギ ー 体 質 。

・汗 か き 。

・寒 が り。 暑 が り。
・左 利 き(利 き 手)

。

・酒 に弱 い 。

・寝 起 き が悪 い 。

・反射神経が発達 している。
・走るのが速い。
・器用。不器用。
・目が良い、悪い。
・耳が良い、悪い。
・味覚が発達 している。
・声が良い。ガラガラ声。
・声が大きい。
・腕力がある。
・力持ち。
・体がいうことをきかなくなった。
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魯旨力

小項目名 i      l
______.一_一 ⊥_

401

頭が良い

402

頭が悪い

     例 示

・頭がきれる.

・見通しがきく。
・頭はまあまあ賢い。

・頭は悪いわけではない。
・IQ(知 能指数)が 高い。

・頭の回転は速い方である。

.一_一一______P↓

403

個別の能力

 がある

・頭が弱い。
・知能が低い。

・頭の回転が遅い。

・英語が得意。

・ピアノが得意。
・テニスが得意。
・経営 ・営業能力がある。

・文才がある。

・字が上手。
・ワープロができるn
・円周率を20桁 言える。

・一 一 一一一 一 ・一一 一一← 一

404

個別の能力
 がない

405

適応力がある

 ・英 語が不得意。

 ・経営 ・営業能力がない。

 ・数字が苦手。

 ・歌が下手。音痴。

 ・楽器は全 くできない。

 ・電話番号が覚えられない。

 ・3が 下手。

 ・方向音痴。
1-n胛一 「'曹翫幽，一 一 一-噌 一一 ～}一 『 一一 一一    『

・指導力がある。
・組織力がある。
・説得力がある

。
・管理者の能力がある。
・人の扱い方が うまい。
・要領が良い。

・世渡 りがうまい。
・物事はてきぱき処理する。
・調子がよい。
・人から好かれる。
・もてる。
・柔軟性がある。
・適応性がある。
・順応性がある。
・融通がきく。

・気分転換がうまい。
・気持ちのきりかえが速い。
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      コ                              ア  

 小項目名i   例 示
     へ     ロ ユ  へ  ロコ    ヘヲヘ ロ       

406 ；・黼 力がない。

適応力がない ：・組織力がない。
      コ

      ：・説得力がない。

      1・ 管理者の能力がない。       

      1・ 人の顔をおぼえるのが苦手。

      ：・要領が悪い。
      ロ

      ：・世渡りが下手。

      i・時間配分が悪い。
      1・物事をてきぱき処理できない。

      i・切り替えが下手。
      1・猿が下手。
      コ

      1・ 人か ら嫌われる。

      1・ もてない。
      ；.一 一一.一__一.一.____.___一_一'
      コ

407   1・ 美 的センスがある。
      コー一ny一般 的 な  1・ 審 美 眼 が あ る

。

 能 力 が あ る1・ 記 憶 力 が あ る 。
      ら

      ；・創造力が豊か。

      1・ 発想が豊か。      る

      ：・勉強が得意。
      1・知識がある。      i

・博識。

      i・物知り。
      1・何でも知っているe

      i・雑学博士。
      1・ 運 動 神 経 が 発 達 して い る 。
一一一 一 一 ト ー 一 ・一一 一一一一一一 一 一一一 一 一一

408   1・ 美 的 セ ン ス が な い 。
一 般 的 な  i・ 企 画 力 が な い

。

 能 力 が な い ： ・記 憶 力 が な い 。
      ロ

      1・ 想 像力が貧困。

      1・ 成績が悪い。
      ロ

      1・ 知識がない。

      i・ 忘れっぽい。      
1・ 忘れものばか りしている。，

 _一_._一 . 一!      一「 FTL .u-Lt一一一 、一L.一}-刷 ・一t一一 一一一一一一一 一 一__ 一一 _.__.一 ，

      ほ

409   1・ 運転免許を持っている。

資格 ・免許 i・ 運転免許がない。

      1・ 英検2級 を持っている。
      コ

      1・ 剣道5段 。

      1・ 書道3段 。
      ロ

      1・ 資格を何一一Lっ持っていない。

・1青意

小項自名 i      l
_騨______ __遵

501

同調的

502

開放 的

503

明 るい

504

にぎやか

      例 示

・外向的。
・気さく

。
・愛想が良い。
・親 しみやすい。
・人当た りがいい

。
・人見知りしない。
・誰とでもす ぐ仲良 くなれる

。
・気やすい。
・人付き合いがよい

。
・社交的。
。協調性がある。
・集団で何かするのが好き

。

・あけっぴろげ
。

・何でも人に話す
。

。秘密を持たない。

 ・明 朗 。

 ・陽 気 。

 ・快 活 。

 ・よ く笑 う。

 ・笑 い上 戸 。

 ・お ち や め 。

 ・い つ も ニ コニ コ して い る。
s一 一 一一}一 一 一 一 一 一・一一 声_

一._ _ア.__」 」

505

お しやべ り

 一 一 一 一，一.ニ}__.-_一

506

ユー モアが

 あ る

・騒 が しい 。
・宴 会 要 員 。

・口 が 軽 い 。

・口数 が 多 い 。
・話 し上 手

。・
・人 前 で話 す の が 得 意

。
・話 題 が 豊 富

。、

 こ とが な い 。
・話 し好 き

。

・人 と話 していてもネタのつきた

冗談が好き。

面白い。

ひようきん。

人を笑わせるのが好き。
， 一靨一一}皿 一一望 冖 『冖 ニー 一曹

507

温厚

・寛 容 。

・鷹 揚 。

・お お らか 。
・お だ や か

。
・温 か い。

・あ ま りお こ らな い
。

・心 が 広 い
。

= 二二、 、〒一`耳一一 一丁7冒L一 、一



一 」 一一

小項目名       例 示
.」L一一

508

  一一

・思いやりがある。

優しい ・親 切 。

・気だてがよい。
 -  一  一.『 疊 舮一 一咋

509 ・面倒見が良い。

世話好き ・人の相談にのるのが好き。
・お せ っ か い 。

・気 が 利 く。

・よ く気 が 付 く。

・困っている人を放っておけない。

・頼りがいがある。

・人か ら頼 りにされる。
・相談役 ・調整役になる

。
・包容力がある。
・親分肌。姉御肌。

L一_ 一_L一

510 ・情 に も ろ い 。

お人好し ・情 に 厚 い 。

・同情しやすい。
・涙 も ろ い 。

・人 が い い 。

・人を信じやすい。
 〒 一 一  一

J11 ・一人でいるのが嫌い。

寂しがりや ・人がいるとホッとする。
L 皿-             .-一一

512 ・積 極 的 。

行動力がある ・物事に率先 して取り組む。
・自分か らどんどん行 くタイプ。
・行 動 的 。

・実 行 型 。

・じっと考えるのは嫌い
。

・行動 しなが ら考 える。
・す ぐに行動に移す。
・活発。
・活動的。
・元気。
・いつも体を動か している。
・わんぱく、おてんば。
・エネルギーがある。

， .幽 一一

513 ・そ そ っ か しい 。

おっちよこ ・ ド ジ
。

ちよい ・軽 率 。

・早のみこみをする。

・あ わ て もの 。

・失敗ばか りしている。

晒一富一       一 一 一一 ・■L. 一一=弱硴_一    一 一一一  一一一
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脚 一 罵 幅 一 一 『 ■ -一一 一                                                                w__      一 一

小項目名 例 示
一一 一 一一

514

   一   〒 一 一一 .  一}  .- 一

・気がはやい。

せっかち ・気 ぜ わ しい 。

・せかせか している。

     ・落 ち着きがない。
一 一一一 ・一 一 一 ・一=験r一 一一 一 噌冨一 一 一

515

        一                 宇一 一 一}一

・調子にの りやすい。

お調子者 ・おせじによわい。
・のせられやすい。

一『 」 一.一 一 一π匿r，一 一 一 詈 一 一一 一 幽 一 一一一

516

          一一 一 一一一 一一

・詮 索 好 き 。

好奇心旺盛 ・野 次 馬 。

・何事にも関心を持つ。

一 一 』r囗               一 一一 一一一

517

・気 が 多 い 。
.一一一一.一 ・一 一幽一 幽『 『 一  『.         一  一 一「 閭 一  一一一一  一  .一    T一. 一

・従 順 。

素直 ・口答 え し な い 。
             }、 一一

518 ・ず ぼ ら。

おおざっぱ ・やや こしいことが嫌い。
・几張面でない。

・繊細さに欠ける。
}一 一匸 一L一     一 一一    一一一一 一一一 一 一

519 ・のんびりしている。

のんき ・お っ と り し て い る 。

・気 が 長 い 。
一_.-__一_ 一一.・ ～ 一 一

520 ・わけもなく落ち込むことがある
。

抑欝的 ・時々ふさぎ込むことがあるU
・一入でいたくなることがある。

.  一一 」一 一  『   齟一一   .』 一一 一             一「一冒 一   .一. _ _

521 ・気 丈 。

度胸がある ・芯 が 強 い
。

・逆境に強い。
・動 揺 し な い 。

・大 胆 。

・あ が らな い 。

・勇 敢 。

・あまりびくびくしない。
L___一_.一 一_一 一 「一『 」一一 一 一一

522 ・意志力がある。

意志が強い ・自制心が強い
。

・自分 に 厳 し い 。
・口 が 堅 い 。

一          一      _ π』 「喞一一一一7一 冖 一 一一 一 一一一  ...   一  _
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『 一   一 〒 ち言一=詈 一  T--一r T .-  }--冖 一甲■ 申 一可丁一 『 那「竃蹴 「一一一一 ・・一  一 u一

小項目名
    一一

例 示
「7T .， 皿 畠慶・”

523 ・忍 耐 強 い 。

忍耐 ・根性 ・根気がある
。

・我 慢 強 い。

・粘 り強 い 。

・根性がある。
・や り通 す 。

・し ぶ と い 。
』，竚 冒--一}}聖 一 τ 一一-卩 ㎜ 一  .訥+『 『 ，.={                   一一

524 ・融通がきかない
。

強情 ・頑固
一 .-_.，_一____一______.一_._                 一『一

525 ・頑 張 り家 。

努力家 ・勤勉 ・地 道 。

・働 き 者 。

・コ ツ コ ツや る 方 。
一曽一 葡 一 一一 一 ， 一 一一一一卩→一

一 『 呻 FL

526 ・しっ か り し て い る 。

主体性がある ・決断力がある。
・自立心がある。
・他人をあてに しない。
・自分をちゃんと持っている

。
・人に流されない。
冒   皿 丁一F  r--一 一言.一一  曹一r一}一 一  ・甲一 一7冊_司

527 ・正義感が強い。

まじめ ・誠実 ・フ ェ ア 。

・公 正 。

・陰口をきかない。
・正 直 者 。

・曲がったことは嫌い。
一 一 -一 『 『 曹一 『 ヨ ～ 一.  一 一一 一_  _

528 ・義務を果たす。

責任感がある ・義 理 堅 い 。
・律 儀 。

・約束を守る。
.一 一一 一 一__」.__ .____ 一

529 ・ 一一 途
。

凝り性 ・情 熱 家 。

・物事に熱中しやすい
。

・物事にのめ りこむタイプ
。

・思い込んだら命がけ。
・一一嬬 ・一 一謙 一「・一・等r一晋一・・_一 一一__、______.耳_ア_

小項目名 例 示
      ↓____一_

530    ・やりかけたことを残すと気にな

几帳面    る。

       ・まめ。

       ・潔癖。

       ・完全主義。完璧主義。
       ・きれい好き。

       ・身の回りのものはきちんとして
        おく。

       ・いつも部屋のなかをきれいにし
        ている。
 一Fr.一 一一 ・一 一・一 一一一_■__.}_一 ，___._______，_、.一7.__デ.一__._一 一一._.__

531    ・じっくり腰を据 えて考える。

慎重     ・用心深い。

       ・無理なことはしない。

       ・石橋をたたいて渡る。

532    ・の ろい。

ぐず     ・とろい。

       ・ゆ っくり。

       ・取 り掛かるのが遅い。
      1「い 一 一'一 『}.冖 『 一『『「'㎜ 一 一.』 一一 一 一一一 一 一  一 一一一鴨

533

無神経

534

内 向的

 ・鈍感。

 ・にぶい。

 ・図々しい。

 ・図太い。

 ・ふてぶてしい。

 ・あっかましい。

 ・面の皮が厚い。
一.，一  T一.    『}一   『 .一 一一 一一r一・一・一一 一一 一一  __ 一.

 ・自分の世界にこもりがち。

 ・人付き合が嫌い ・下手。

 ・孤独が好き。

 ・大勢でいるのが嫌い。

 ・一人でいても平気n

 ・無愛想。

 ・とっつきにくいn

 ・愛敬がない。

 ・ぶっきらぼう。

 ・非社交的。
__.._.一 一 一一ｰ一 一ｰ_一 一ｰ一y

535

無 口 ・口下手

・聞き役にまわる。'
・口数が少ない

。
・寡黙。
・無駄口はたたかない。
・大勢で話 しをす るのは苦手

。
・人前で話すのが苦手、下手。
・自分の考えをス トレー トに表せ

 ない。
・自分自身を表現することが苦手

。
i.冊 蕭 』7下一 一Ψ ・訐詔尸遺一一.



小項目名 例 示
_______，_■ 甲___一___ 一___一______一_一

536

暗い

 ・根 暗 。

 ・陰 気 。

塰

537    ・感情的にならない。

冷静 ・クール ・冷たい。

       ・冷 めている。

       ・ニ ヒリス ト。

       ・非情。

       ・どんな時でも落ち着いている。

       ・情 に溺れない。

       ・感情を表さない。

       ・無 表情。

       ・喜怒哀楽が顔に出ない。

       ・ポーカーフェイス。
     ↓_.__.『 ，___一_鹽____.__          __、__舮 酬_

538

まわ りが気

 に ならない

539

執着心がない

540

もの ぐさ

541

繊細

・まわりを気にしない
。

・世聞体を気にしない。
・世事に無関心。

・無頓着。
・気が利かない。

・他人に対する気配 りに欠ける。

・淡 泊 。

・熱 中 す る こ と が な い。

・欲 が な い 。

・野 心 が な い 。

・物 欲 が な い 。

・淡 々 と し て い る 。

・怠け者。

 ・面倒くさが り屋。

 ・出不精、筆不精。

 ・ぐうたらしているのが好き。

 ・じっとしているのが好き。

 ・ぼんや りしている。

 ・エネルギーがない。

 ・無気力。

 ・ぼ一っとしている。
L_，_._.一.___--__一________噺.__嚇_呷 卿一__一..， 一 圃一_一__

 ・敏感。

 ・感 じやすい。
・デ リケrト

。

 ・傷つきやすい。

 ・感受性豊か。
_一_一_______」
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目名

性格

例 示
-

 ・典型的な長女タイプの性格。

 ・典型的なA型 人間。

 ・やぎ座 タイプ。

 ・典型的な～型の性格。

 ・典型的二重人格。

 ・分裂的。
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力 璽力
.                 -一=廁『冖 幽7=卿一ゴ』一一=一}一=一 一一 一一 一 昌一 一一

小項目名 例 示
，『胴・『.}  一 一一}  一”冖一-一 「 一 皿 }  一一  冖 一一

sol ・自分 勝 手 。

自己申心的 ・独 断 的 。

・思いや りがない
。

・わ が ま ま
。

・身 勝 手 。
・自己主張が強い

。
・他人のことは考えない

。
・自意識が強い。
・自分がかわいい。

一        一 一 甼〒 ヤ.`                       __r

sae ・気分が変わ りやすい。

気分屋 ・気分に波がある
。

・気 ま ぐれ
。

・今泣いた烏がもう笑った
。

・お 天 気 屋
。

『 冊幽』..一一.-・ 一 鱒齢一一 鬼・・争 ・一一一 一一.一_ .一一  一_            T 暫胴-一『 脚同「'一 一 留一一一 _一___

603 ・人の好みははっきりしている
。

好き嫌いが ・嫌いな人とは口もきかない
。

激 しい
一' 一一π「』一 一 』 一噂一一4一一一 一. 幽一 『 一附 _

604 ・移 り気
。

飽きっぽい ・浮 気 っ ぽ い 。
・熱 しやす く冷めやすい

。
・意志が弱い

。
・根気がない。
・諦 め が 早 い 。
・粘 りが な い

。
・忍耐力がない。
・持続性がない

。
・三 日坊 主

。
・す ぐ投げる。

一〕  . .一 }鬯一一一 』一 一一一- ・一一 一唱一一一___.r

605 ・自制心がない
。

感情的 ・衝 動 的 。
・感情が激 しい

。
・感情を抑えられない

。
・うれ しが り屋

。
・泣 き 虫 。

・自分を抑えられない
。

『 一}一 『『'}國 畠噸 ヤ，'噌 一}一 』'」「r』 一 胴 一一一 一一一.一 一呷 ・ 一-

sos ・怒 り っぽ い 。

短気 ・け ん か 早 い
。

・カ ー ッ と な りや す い
。

卩■一一瞥}一 ㌣一 冖一?， 『尸 冒=一一一一齟舮一 一「孑ヨ「胃 「一一 一一一 一 一7一 ・ 一・f_一 一一____一 一               コ

 小項目名

soy

攻撃的

例 示

       ・けんかずき。

       ・競争心が強い。
       ・闘争本能が強い。
       ・強引。

       ・気が荒い。
       ・乱暴者。
一旧一__響________ 一L

608    ・他人に良く見せようとする。

見栄っぱり  ・ええかっこしい。

       ・人にかっこいいところをみせた
       がる。

       ・目だちたがり屋。
       ・派手好き。

       ・人の上に立つのが好き。
一_一_一 一_._騨._._一_._⊥ ，

609    ・自惚れや。

自信家    ・自信をもちすぎる。

       ・プライドが高い。

       ・自尊心が強い。
       ・自信過剰。

       ・人を見下す。
       ・人をばかにする。
       コロじへ   ヒへ  へ   ココ  リ コヘ コ     コ コね

610    ・高 望み。

野心的    ・理想が高い。
一 一・一r・一一一 一 一 一 ・一・一 ._」__.一__._-，__t.一 一.

611    ・勝気。

負けず嫌い  ・くや しがりや。

       ・人 とはりあいたがる。

       ・意地っぱり。

       ・強 がり。

612

生意 気

613

子供 っぽい

1

 ・かわいげがない。

 ・憎たらしい。

 ・小憎 らしい。
r乳 畠囓『冖㎝ 一-  L` L一一罪 舶 一 一 一.ニー ”一 訛 ・・一 ，一一 一___.=_

 ・無 邪気。

 ・幼稚。

 ・考えが幼稚です。

 ・甘えんぼう。

 ・家にいると親に甘えてしまう。
・世間知 らず。

 ・考えが甘い。
・大人になれない

。
・気が若い

。



 小項目名

614

依存心が強い

615

感 傷的

616

いい加減

617

神経質

618

気 が小さい

     例 示

・人をす ぐ頼 りにする。
・す ぐ相談する。

・入に左右されやすい。
・優柔不断。

・ぐず ぐずする傾向がある。

・ロ マ ンチ ス ト。

・ム ー ド派 。

・空 想 家 。

・夢 想 家 。

・感 情 移 入 しや す い 。

・自 己暗 示 に か か りや す い 。

・無 責 任 。

・投 げ や り
。

・ル ー ズ 。

・だ ら しな い 。

・責 任 転 嫁 しや す い 。

・神経力弍糸田力>4、。

・いつも神経が張 りつめている。

・神経がピリピリしている。

一一 一 煽置ド屯一 一 一一 冖一r-9， 一屡

619

恥 しが り屋

 620

消極的

  一 一 一 一-      .

・気 が弱 い 。

・意 気 地 が な い 。

・は っ き り 「ノ ー 」 と言 え な い
。

・臆 病 。

・小 心 。
・度胸 が な い 。

・あ が りや す い 。

・緊張 しや す い 。

・焦 る 。

・照れ屋。
・はにかみ屋。

・人見知り。
・初対面の人とはあまり話ができ

ない。

・おとなしい。
・静か。
・目だたない。

・地味。
・我が強 くない。
・目立ちたくない。

・積極性に欠ける。
・派手な事は嫌い。

・自分をあまり飾 りたてない方。
・控え目。
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 小項目名
_齟 一_.、一_、_⊥.__.

例 示

621 ・やきもちやき。

ひがみっぽい ・妬 み 深 い 。
・うらやましがり屋。
・い じ けや す い 。

・卑 屈 。

       ・疑い深い。
__ 、，_._____〒 」一________一__『 ，一_.___

622 ・陰 険 。

意地悪 ・あ げ あ しと り。

・口が 悪 い 。

・皮 肉 屋 。

・辛 らつなことを言 う。
・人をす ぐにとがめてしまう。
・批 判 癖 。

・人の足を引っ張る。
   一 『.

623 ・執 念 深 い 。

しつこい ・根 に も つ 。

・未練がましい。

・物事にこだわる。
圏〔 一一}一 齢一』一'，}騨'一 … 』一z  一

624 ・素 直 で な い 。

あまの じゃ く ・ひ ね くれ 者 。
・反発心が強い。
・す ぐ口答えしてしまう。

_1 匿 一 」一

625 ・か わ い 子 ぶ る。

～ぶる ・ぶ りっ子 。

・真面目ぶる。
・偽善的、偽悪的。

 一一 一    一一 s一

626 ・劣等感がある。

コンプレツ ・マ ザ コ ン 。

クス
圏____=_讐 」_一_._一_噌 矗._一__

62? ・高所恐怖症。

恐怖症 ・赤面恐怖症。
・強迫観念的。

・自分の臭いが気になる病だ。

・自虐 的 。
 __一___._」L____.__一______一一
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指 向
      1

 小項目名       例 示
 _一.________一__L

701    ・自分を成長させたい。

成長欲求   ・偉大な人間になりたい。

       ・自分の人生目標に向かって努力
        している。

       ・明日に向かって生きている。

       ・アイヂンティティを確立させて
        いきたい。

       ・仕事で成功したい。
       ・向上心がある。
}一 一『 皿   _____ri「    一，一 }冂 一 一 一 一・一一一 一

702    ・～という職業に就きたい。

就職の希望  ・～という職業に就きたくない。

       ・～社に入社したい。
       ・看護婦さんになりたい。

       ・水商売はしたくない。

       ・将来、パイロットになるつもり
        だ。

       ・子供の頃、軍人になりたかった。

703    ・結婚したい。

結婚に関する ・結婚生活に憧れる。

 願望    ・～と結婚したい。

       ・～才までに結婚したい。
       ・結婚したくない。

704    ・やせたい。
容姿に対する ・きれいになりたい。

 意識    ・もう少し身軽になりたい。
       ・格好は気にしない。

       ・髪をのばそうと思う。

       ・身だしなみを気にする。
       ・ファッションに興味がある。

       ・服なんかどうでもいい。

       ・年をとっても老けたくない。
       ・鏡を見るたび年を感じる。
      '一

705    ・健康になりたい。

健康に対する ・体力が欲しい。

 意識    ・健康を気にする。

       ・健康のためジョギングしている。

       ・食事に気を付けている。
       ・癌になりたくない。
      ⊥、

706    ・いつまでも若 くいたい。

年齢に対する ・年はとりた くない。

 意識    ・最近誕生 日がきても嬉しくない。

       ・老 いを感 じる。

小項目名

707

能力に関する

 願望

Los

性格を変え
 たい

70s

逃避願望

Rio

非現実的願望

雪

…

，
，

い
7

将

…{ 啣 
剛
↓

……
1

来

?12

現在の

 気分・状態

     例 示

・歌がうま くなりたい
。

・スキーがうまくなりたい。
・運転がうまくなりたい

。
・ワープロができるようになりた

い。

・～な人間に成 りたい。
・～さんみたいな人になりたい

。
・機転が利 く人間にな りたい

。

・蒸発 したい。
・消えたい。
・家出したい。
・大人になりた くない

。
・できるなら逃避したい。
・死にたい。

・翼が欲 しい。
・猫になりたい

。
・戦国時代に行きたい

。
・男に生まれたかった

。

・将来は外国で暮らしたい
。

・将来の希望はまだない
。

・10年 後は母親になっているだ

 ろ う。
・未来への明確なビジョンはまだ

 ない。
・老後はのんび り暮 したい

。
・定年後は～したい

。
・進学したい

。
・～大学に入 りたい。
・留学 したい

。

・気分良好。
・気分が安定している

。
・悩んでいる。
・落ち込んでいる

。
・今、眠い。
・この頃どうもすっきりしない

。
・今
、～が したい。
・今、欲 しい物は～だ。
・ワープロを買いたい。
・車を持っている

。
・犬を飼っている。
・所有物。

多趣味である。

毎 日忙しい。



小項目名

713

日課 ・習慣

一

一■一 一一 一一『 一 冖一 一一「r

714

生活 目標 ・

 心掛け

715

自分 に満足

His

自分に不満

717

私 は幸福

His

私は不幸

一 ，

例 示

・起床は6時
。

・通勤には私鉄を使っている。

・毎日散歩する。
・電話をよくする。

・ピアノを習っている。
・掃除、洗濯に明け暮れています。
・よく遊ぶ。

・余暇は有意義に過ごすべきだ。
・毎日が充実するように生きる。
・…日を：大切にしたい

。
・ものを大切にする。
・～をモッ トーとしている。

・自分の性格に満足している
。

・自分の性格が好き
。

・自分の生き方に満足 している。
・自分の生き方は正しいと確信し

ている。

・自分に不満を感 じる。
・自分が嫌い。
・自分の性格に不満。
・自分の性格が嫌い

。
・自分の生き方に不満がある。
・私は欠点だらけです。
・自分はまだ未熟。
・現実の自分は理想とは程遠い

。
・自分に自信が持てない。

私は幸せだ。

幸福感を感 じる。

自分は恵まれている。

人間に生まれてよかった。

日本人でよかった。

毎 日が楽しい。

現在の生活に感謝 しています。

私は不幸せだ。

私の人生は不幸の連続だった。

生きているのは辛い。

なぜこんな時代に生まれたのだ

ろう。

何をやってもうまく行かない。

毎 日が嫌なことの連続。
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小項目名

719

楽観的

720

悲観的

721

将来性がある

722

個性的

?23

平凡

724

マ イペース

725

率 直

例 示
L一___.__

 ・物事にこだわらない。

 ・くよ くよしない。
・楽天家。

 ・先のことは余り考えない。

 ・これといった悩みがない。

・何事も悪い方に考える傾向があ

 る。
・後悔ばか りしている。
・くよくよ悩む。

・す ぐ気に病む。
・悩みが多い。
・心配性。
・不安を感じやすい。
・物事を気にする。
・まわ りを気にする

。
・相手の顔色を気にする。
・世間体を気にする。

 ・将来性のある人。

 ・可能性のある人。

 ・将来、必ず成功する。

 ・絶対大きくなる人。

 ・21世 紀 を背負 う人。
一「r }『 一一'}'}一 宀 「馳          一宀一一 一  7 一' 一          一  一

 ・個性がある。

 ・ユニーク。

 ・人の真似が嫌い。

 ・自分は他の人とは違う。

 ・変な人間。
t

 ・平凡な生活を送っている。

 ・普通の人間。

 ・人畜無害。

 ・無難な人聞。

 ・その他大勢。

 ・一般市民。

 ・独立 自尊。

 ・自分のペースを大切にしている。

 ・思ったことをまっす ぐに言う。

 ・物事をはっきりさせる。

 ・白黒をはっきりさせ る。

 ・言いたいことははっき り言 う。
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小項目名

I

l

●

・

L

726

男 らしさ・

 女 らしさ

727

自他の評価
 のズレ

728
理論指向

例 示

729

経済指向

730

審美指向

・男 ら しい 。

・男 っぽ い 。

・女 ら しい 。

・大 和 撫 子 。
・女 々 し い 。

・男 ま さ り。

・本当の自分は人にはわか らない。
・誤解されやすい。
・他人に本当より良 く思われてい

る。

軈 謙 のが好き・
・頭脳労働向き。

・行動するより頭で考 えるタイプ。

・一人で考えるのが好き。
・思考的。

・江戸の文化について調べている。
・生物学に興味がある。
・哲学が好き。
・勉強が好き。

・毎日必ず経済新聞を読む。
・株に興味がある。

・世の中すべて金。
・節約的。

・やりくり上手。
・お金の使い方が うまい。
・経済観念がある。

・けち。
・金に汚い。
・浪費的。
・衝動買いをしてしまう。 ・

・貯金が下手。

・美しいものを求める。
・美しいものに憧れる。
・絵をか くのが好き。
・音楽が好き。

・文学に興味がある。
・星を見るのが好き。
・骨董品などに心 を魅かれ，る。
・茶道が趣味。
・華道に興味がある。

・書道が好き。
・盆栽が好き。

                  }--『 「一一一

小囎 名i  例 示
__.____』._一_一__一 」__._._一 』__  『 鷹一 一 一一

731 ・社会問題に興味がある。

社会指向 ・社会の役に立ちたい。

・ボランティアをしている。
・世のため人のために何か したい。

            一一曽

732

               『

・政治に関心がある二

政治指向 ・支持政党。

・政治家の～さんが好き
、嫌い。

・選挙は欠かさずに行 く。

・権力指向。

・世の申すべて力。

    「一一胃一一 

733 ・信仰は重んずるべきだ。

宗教指向 ・キリス ト教の信者である。
・浄土真宗である。
・～ 教 を 信 じ な い 。

・神は存在する。

__一_鹵 一一 一一

734 ・食べるのが好き。

飲食への指向 ・辛いものが好き。
・甘 党 。
・酒 好 き 。

・タ バ コ が 好 き 。

・辛いものは謙い。

・納豆は食べ られない。
一一一 ㎜T一. 一一  7一 一 幽  一 一  一一 ' 一                  一    一 一

735 ・好 き な ス ポー ツ 。

スポーツ ・運動をするのが好き。

への指向 ・野球を観るのが好き。

・ゴル フ をや る 。

・ボーリングは面白いと思わない。
             『一

?36 ・旅行するのが好き。

旅行への指向 ・趣味は旅行。
・団体で旅行するのは簾い。

一一 『 皿-・ 一 一 一

737 ・賭事が好き。

ギヤンブル ・麻雀はつきあい程度。

への指向 ・パ チ ン コ をや る 。

・時々競馬に行 く。

一. 一一 「 「}     .}一.冖}一 一  一 }“ . 7     一

738 ・エ ツ チ
。

男好き ・ ・好 色 家 。

女好き ・軟 派 。

一 一一 一一  一}冒 
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     3
小項目名 1     例 示
一一   一 一 一 }        - 一一一一 … 弊一、，一

739 ・～ な 人 が 好 き 、 嫌 い 。

好きなタイプ ・タバコを吸う人とはつき合いた
・搬いな くな い 。

タイプ ・背の高い人が好き。
・厚化粧の女は嫌い

。
・京都(東 京)の 人が好き

。
・都会の人(田 舎者)が 好き

。
・貧乏ゆす りをする人は嫌い

。
_一___.___一___r」L       一一 一一 『 一 一-}『 「』』一 一.r一 詈一一・_ _一__曽__一  _

740 ・革 新 的 。

新しいもの ・常に流行の先端を行っている
。

好き ・変化を好む。

・新製品にす ぐ飛びつく
。

 }「}L一 一 一_     一  } 『   ・皿 『一 一一 一_=一 一

?41 ・保 守 的 。

古いもの好き ・流行を追 うのが嫌い。
・伝統を重ん じる

。
・古い考 え方の方が好き

。
「『 一 一.一 一3一   皿一 一一 _  _       一『 一P  }「一 一」一一一 一一 一 一}   一=一 一 圃一 一_  __ _

742 ・ドライブが趣味。

趣味 ・読書が趣味
。

・映画をよく見る。
・囲碁(将 棋)を よくやる

。
・手芸、洋裁が趣味。
・オーディオが好き。
・カラオケが趣味

。
・料理が趣味。
・機械いじりが趣味

。
'}一 一幽『}皿 一一 一 一 一 一_ 一丁一 _        一

743 ・赤よ り白が好き。

好み ・山 が 好 き 。
・子供が好き

。
・人混みが簾い。
・自然が好き。
・テ レビを見るのが好き

。
・～ の フ ァ ン。

『}」 一 一 町               〒一 「 一 『.       一.一 一一皿 『}▼ 一.一 一屯_

744 ・生命は尊い
。

生死に対する ・生きることは素晴 らしい。
意識 ・長寿であ りたい。

・100ま で生きたい
。

・死 は美 しい 。
・死を受け入れる

。
・死ぬのも運命です

。
・死についてよく考える

。

死は生の一部。
一 丁=L「 一 二 一「一冫石一 「『 」幽一 一 一 一 一一 一一一  __一__.
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小項目名

745

運命観

     例 示

・運命を信 じる
。

・運命を信 じない。
・運命は受け入れる

。
・運の善し悪 しで人生は決まる

。
・占いを信 じる

。
・占いを信 じない

。

746    ・自然の力は偉大。

自然観    ・自然は大きい。

       ・海は偉大。

       ・山は偉大。
       ・地震が怖い。

       ・天災からは逃れられない。
一 一幽一豐」.『π7-7一一㎜ 一 一 』 一 一一一一一 一一.一一 一 一一一 一=一_ .=_._.______一 一..

747    ・時の流れは止められない。

超自然    ・四次元の世界はあると思う。

       ・未知の物体に興味がある。
       ・宇宙の起源が知りたい。

748

過去について

 の記述

749

帰属意識

・よく昔の思い出にふける
。

・過去を省みることが多い
。

・昔は良かったと思 う
。

・若い頃に戻りたい
。

・故郷が懐かしい。
・故郷の～はいい所だった

n
・戦争の時のことをよく思い出す

。
・経験したこと。
・入院したことがある

。
・陸軍に召集された。
・大戦申は勤労動員に参加 した

。
・戦時中の記憶がある

。
・戦後の食糧難を体験 した

。

・愛校心が強い
。

・愛社心がある。
・郷土愛が強い

。
・愛国心がある。

     一 「r一一一一}一

750    ・私は私以外の誰でもない。

私は私    ・自分は自分でしかない。
 _一.一._一_____↓

751

私は誰

・自分は本当は何者なんだろう
。

・どこか らきてどこにいくのだろ

う。
・何のために生きているのだろう

。
・自分がわからない

。
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そ の 他

小項目名i
_一一____ ___一__」_______

752

実存的記述

     峠

753

生物学的・

 文化的規定

?54

隠喩的な表現

     例 示

・生きている。
・存在する個体。

・私一人 しかいない。
・自分は世界でたった一人。

・人 間 。 ヒ ト。 ホモ ・サ ピエ ン ス 。

・宇 宙 人 。地 球 人 。
・生 物 。 動 物 。 哺 乳 類 。

・手 が2本 。 足 が2本 。

亅

 

る

心

 

す

関

 

対

・

5

に

味

5

己

興

7

自

・私は花。
・私は風。

・私は重 くて四角い物体である
。

・私はジヤンヌ ・ダルク。

・自分についてもっと知 りたい。
・自分に興味がある。

一 一 一_T一 τr「 一 一一一⊥7___.__.；

小項目名

801

WAIに

 関する記述

例 示

・このテス トはおもしろい。
・このテス トはつまらない。
・こんなテス トで私はわからない。
・質間の意図がよくわか らない

。

802

無効回答

ロ

1・ ふ ざけている回答。
コ

1・ 見 当違いの回答。
1

803

その他

無 回答

1-

1・ 無効回答ではないが、該当する
1 小項目のない回答。
-

匿 纏撫酪
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         小 項 目 名 ・例 示 索 引

(数字は小項目番号を示す。番号の前に*の 付いたものは小項目名である)

IQが 高い

愛敬がない

あ

愛校心が強い

愛国心がある
愛社心がある

愛想が良い

401

534

749

749

749

501

甘党

あまの じゃく

734  犬年 生まれ

X624

相 手 の顔色 を気にする・・… ・・720

アイデ ンテ イテ イを確立 させ

 て いきたい       701

青色申告者

赤より白が好き
明るい

あがらない

弓
」

り
0

1
↓

4

1
亠

ワ
」

あがりやすい
飽きっぽい

諦めが早い

あまりおこらない     507

あまり親戚付き合いはしてな

 い            210

あまりび くびくしない… … ・521

アル バイ ト料      117

アル バイ トをしている・・・・… 11?

ア レルギー体質      302

あわてもの

セ、

513

    い い加減         X616

*503 言 いたいことははっき り言う・725

521    家柄          *110

    家 出 したい        709618

X604 家 にいると親に甘 えてしまう・613

あけっぴろげ

あげあしとり
足が2本
アジア人

604

502

622

753

106

明 日に向かって生きている…701

汗 か き

焦る
302

618

54?

401

家の職業         *110

家 は八百屋をや っている・・…110

生 きている        752

生 きているのは辛い    718

生 き ることは素晴 らしい・・…744

意 気地がない       618

囲 碁 をよ くやる      742

温かい

頭がきれる

頭が良い
頭が弱い

頭が悪い

X401

402

意志が強い
意志が弱い

X522

石橋をたたいて渡る

意志力がある
いじけやすい

*402  意地 っぱ り

頭の回転が遅い       402

頭の 回転は速い方である・… ・401

頭 はまあ まあ賢 い     401

頭 は 悪いわけではない… ・…401

新 しいもの好き      X740

あつ かましい       533

暑がり

厚化粧の女は嫌い

兄

兄は～に勤めている

兄は別居している

604

531

522

621

611

302

ass

201

205

205

201

205

509

ias

613

意地悪         *622
依存心が強い       *614

偉大な人間になりたい・… …701
一途

一日を大切にしたい
529

?14

723

マ ヤ

今の妻とは再婚

今、

             ia5

犬 を飼っている      712

今、 ～がしたい      712

今泣 いた鳥がもう笑 った… ・・602
ム 眠 い

妹
欲しい物は～だ

妹が欲しい

黒
気

険

色

陰

陰

飲食への指向

隠喩的な表現

712

2U7

712

201

205

sol

53F

s2z

      う

WAIに 関する記述

4

4

3

に
」

ワ
」

り
～

*

*

嘘が下手

疑い深い

*81》1

歌が うま くなりたい

歌が下手

宇宙人

Los

ezl

707

4U4

753

宇 宙 の起源が知 りたい… … ・747

美 しいものに憧れる    730

美 しいものを求める    730

移り気

自惚れや

海は偉大

占いを信 じない

占いを信じる

うらやましがり屋1

うれしがり屋

浮気っぽい

一般市民

姉

姉がいる

姉御肌

アパー ト暮し

甘えんぼう

一般的な能力がある    *407

… 般的な能力がない    *408

い つ までも若 くいたい・… …706

い つ も体を動か している・… ・512

い つ も神経が張 りつめている・617

いつ もニコニコしている・・… 503

いつ も部屋のなかをきれいに

 している

田舎者

田舎者が好き

530

109

739

soa

609

746

795

745

6?1

605

604

運 転 が うま くな りたい… … ・707

運 転 免許がない      409

運 転 免許を持っている・・… ・・409

運 動 神経が発達 している・… ・407

運 動 をするのが好き    735

運 の善 し悪 しで人生は決 まる・745

運 命観         *745

運命は受け入れる

運命を信じない
運命を信じる

え

映画をよく見る

745

745

?45

742



G2

営業能力がある      403

営業能力がない       404

英検2級 を持っている… … ・409

英語が得意        403

英語が不得意       404

ええかっこしい      608
エッチ           738

江戸っ子         109
江戸の文化について調べてい

 る            728
エネルギーがある     512

エネルギーがない     540

絵をかくのが好き     730

宴会要員         504

円周率を20桁 言える… … ・403

      お

OL

オーデ ィオが好き

老いを感 じる

112

?42

70s

]06

507

*518

534

507

618

117

606

弟

弟思い
男好き

男っぽい

男である
男ではありません

男に生まれたかった

男前

男まさり

男 らしい

男 らしさ

お年玉

大人

おとなしい

黄色人種
鷹揚
おおざっぱ
大勢でいるのが嫌い

大勢で話 しをす るのは苦手 …535

おお らか

お金の使い方がうまい・… …729

大人と子供の間

大人になりたくない

大人になれない
おばあちやん子

おばさん

お人好し

思い込んだら命がけ

臆病
お こづかい

怒 りっぽい

お しやべ り

おじいちゃんに長生きして欲

 しい

*505

叔父が好き

おじさん
おせじによわい

おせっかい

おだやか

落ち込んでいる

落ち着きがない

思いやりがある

思いやりがない

面白い

親孝行

親分肌

思ったことをまっす ぐに言 う・725

親子喧嘩が絶えない

親を大切にしない
音楽が好き

鑑

驪

鵬
鵬

暢
驪

糊
職

驪

糊

珊
硼
驪
糴

驪
驪

208

210
104
515

509

50?

712

514

503

厚
痴
温
音

おちやめ

お調子者

おっちょこちょい

夫

女好き

女です

730

*507

404

零738

103

726

*72B

に
U

り
0

1
置
一
-
■
●

匚
0

匚
0

*

*

201

zoo

Zoo

519

sot

512

過去を省みることが多い… ・・748

家事をする人       201

風邪をひきやすい     302

家族との関係       *211

家族に冷たい       211
家族を愛している     211

片思い中         116

勝気          611

格好は気にしない     704
活発           512

活動的         512

家庭第         211

家庭内の役割       X201

家庭は安らぎの場     211

華道に興味がある     730

金に汚い         729

可能性のある人      721

株に興味がある      729

株主          117

神は存在する       733

髪をのばそうと思う    704
寡黙          535

辛いものが好き      734

辛いものは嫌い      734

カラオケが趣味      742

体がいうことをきかなくなっ

 た           303
かわいい         301

かわいげがない       612

かわい子ぶる       625

考えが甘い        613

考えが幼稚です      613

看護婦ざんになりたい・・・・…702

女らしい
女らしさ

      カ 、

カーッとなりやすい

快活
606

503

112

112

×502

301

?40

73?

527

感傷的
感じやすい
感受性豊か

X615

感情移入しやすい

感情が激しい

感情的

会社員

会社名
開放的

会社でサークルに入 っている・115

夫 と うま くいっていない… ・・207 顔 が大きい

夫と死別

夫は教師を している

お っとりしている

お天気屋

おてんば

鏡を見るたび年を感 じる・・…704

感情的にならない

感情を表さない

感情を抑えられない

革新的
賭事が好き

陰口をきかない

過去についての記述

完全主義
完璧主義
寛容
管理者の能力がある

管理者の能力がない

外向的

我が強くない
*748 学生

1

1

5

5

5

7

7

5

0

0

7

5

6

1

0

3

4

4

1

0

0

3

3

0

3

3

0

0

0

0

2

1

5

5

6

6

6

5

5

6

5

5

5

4

4

5

6

1

0
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●
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・
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学生時代はラグビー部だった・115  気まぐれ

学籍番号

年
部

歴

学
学
学

113

113

113

楽器は全くできない

             602

気 持 ちのき りかえが速い… ・・405

気やすい
旧姓～です

*114 教 師

学校
404    競 争+L、ヵ{強4、

学校が好き

501

101

112

60?

クラブに青春をかけている…115

車を持っている      712

*113 兄弟 姉妹

学校へ行きたくない
学校名

113

113

113

523

303

兄弟と仲が悪い

X205

協調性がある

我慢強い

ガラガラ声

頑固
癌になりた くない

頑張り家

消えたい

き

京都の人が好き

郷土愛が強い

強迫観念的
*524 恐怖症

    器用

205

501

739

749

627

X62?

～君と友達         116

～君に憧れています    116

ぐうたらしているのが好き…540
ぐず          *532

ぐず ぐずする傾向がある・… ・614

      `ナ

経営能力がある      403

経営能力がない       404

経験したこと       748

経済観念がある      729
705  ～教を信じない      733  経済指向

525 兄弟のことがたまに気になる・205 経済状態

記憶力がある

記憶力がない

機械いじりが趣味
企画力がない

気が荒い

気が多い

気が利かない

気が利く
気が小さい

709
4a7

408

742

408

607

516

538
sae

気が長い

Q
u

ワ
5

り
4

ー

ワ
」

-

*

*

303  経 済的に 自立している… … ・117

             530
きれいになりたい     704

金婚式を迎えた      111

近所の茶道のサークルの代表・115
緊張しやすい       618

嫌いな タイプ     *739

嫌 いな人 とは口もきかない…603

切 り替えが下手      406

キ リス ト教の信者である… ・・733

きれ い好き

    筋肉質
X618 勤勉

気がはやい

気が弱い

気が若い

利き手

聞き役にまわる

気さく

起床は6時
気丈

傷つきやすい

気ぜわしい

519

514

618

613

302

535

501

713

521

541

514

率

ち
婚

軽

け
結

結婚したい

ら
0

∩
σ

I

l

つ
』

ー

匚
0

ワ
6

1
↓

・
 
。

*

結婚したくない

結婚している

絡婚生活に憧れる

鰆婚に関する願望

703

703

]11

703

結婚～年

偽悪的
偽善的

X703

301 潔癖

X525  血液 型

義務を果たす

逆境に強い

ギャンブルへの指向

義理堅い

帰属意識

気だてがよい

sz5

625

528

521

X737

く

決断力がある

ル
家
巴
想

ク
空

～家の一員

～家の子孫

けんかずき

けんか早い
528 健 康

X537

    口数が多い
歌749  口数が少ない

508

几帳面         *530

几張面でない       518
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：7a)a)

日本人でよかった

入院したことがある
～人家族

～人兄弟

努力家

鈍感

～人兄弟の～番目

入間

10fi

717

748
`lll

205

2a1

753

人 間に生 まれてよかった・・…717

*525 忍耐

533  忍耐強い
どんな時でも落ち着いている・537

      な

内向的         *534

泣き虫          605

投げやり        616

なぜこんな時代に生まれたの

 だろう
納豆は食べられない

何事にも関心を持つ

何事も悪い方に考える傾向が

 ある

*523

忍耐力がない

妊婦

寝起きが悪い

ね

523

soy

201

718

734

516

根暗
猫になりたい

妬み深い

302

536

71U

621

熱 しやす く冷めやすい… ・…604

熱 中 することがない    539

根にもつ

720 粘 りがない

何をやってもうまく行かない・718
～な人間に成りたい    708

～な人が療い       739

粘り強い
～年～月～日生まれ

年金暮 しをしている

623

604

523

105

11?
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年金を～円もらっている・・…117  非 現 実的願望

年収
～年働いています

年令

ワ
」

り
ム

ー

1

1

1

年齢に対する意識

の

農家に生まれた

非社交的

X710 秘密 を持たない

4

0
U

O

O

-
↓

ウ
」

*

*

納税者
能力に関する願望

A
U

ワ
～

1

11
凸

-
1
囀
-

のせられやすい

X707

～ の フ ァ ン

515

743

532

非情
534

537

302

753

poi

406

405

509

100ま で生きたい

左利き

ヒ ト

のろい

のんき

のんびりしている

      `ま

X519

ハー フです

519

106

人当たりがいい

入から嫌われる

人から好かれる

人から頼りにされる
人から～と呼ばれています…102

人がいい         510

配偶者

博識

X207

走るのが速い

恥しがり屋

ワ
」

3

0

0

4

3

働き者

X619

5`L5

は っ き り 「ノー 」 と 言 え な い ・618

発想が豊か 407

sos

6'LO

5U5

505

619

2a1

人 が いるとホッとする・… …511

人混 みが嫌い       743

人付 き合が嫌い      534

人付 き合が下手      534

人付 き合いがよい     501

人 と話 していてもネタのつき

 た ことがない       505

人 とは りあいたがる    611

人 に かっこいいところをみせ

派手好き
派手な事は嫌い

話し上手

話し好き

はにかみ屋

母

母親          *204
母親と仲が悪い       204

母親は私に厳しい     204

母親を尊敬している    204
母は女 _，つで私を育ててく

れた

浜っ了

早のみこみをする

204

1Q9

513

301

 たが る         608

人 に左右されやす い    614

人 に流されない      526

人 の足を引っ張る     622

人の 扱い方がうまい    405

人 の上に立つのが好き・… …608

人の 顔をおぼえるのが苦手 …406

人の 好みははっきりしている・603

人の 相談にのるのが好き・・…509

人 の 真似が嫌い      722

人 前 で話すのが得意    505

人 前 で話すのが苦手    535

入 前 で話すのが下手    535

ひ ょ うきん

人見知り

人見知りしない
一人暮 し

一人っ子

ハンサム

反射神経が発達 している・・…303

反 発心が強 い       624

パ ー トをしている      117

パ チ ンコをやる      737

控え目

悲観的

ひ

619

501

108

Zoi
一人 でいたくなることがある・520

一人 でいても平気     534

一人 でいるのが嫌い    511

一一人 で考 えるのが好き・・… ・・728

人 を信 じやすい      510

人 をす ぐ頼 りにする    614

人 をす ぐにとがめてしまう…622

人 をばかにする  .    609

弱

血

人

ひ

貧

美

美的センスがある

美的センスがない

敏感

502

744

506

302

302

301

40?

408

541

貧乏ゆすりをする人は嫌い…739
PT'Aの 理事       115
ピアノが得意       403

ピアノを習っている     713

      ふ

フアッションに興味がある…704

不 安 を感 じやす い     720

フ ェア           527

不 完全 で意味を成さない回答・901

服 な んか どうでもいい・… …704

ふ ざ けている回答     802

普通の人間

ふてぶてしい

筆不精
太っている

723

a33

540

301

扶養 家族 を持っている・… …201

古 い考え方の方が好き・・・・…741

古 い もの好き      *741

無愛想

不器用

部暑
ぶっき らぼう

物欲がない

無難な人間
ぶりっ子

～ぶる

534

303

11'1

534

539

723

625

文学に興味がある

X625

文才がある
分裂的

プライドが高い

平凡

へ

730

403

542

soy

*723

平 凡 な生活 を送っている… ・・723

へ そ くりを している    117

   人を見下す        609 変化を好む
620  人を笑わせるのが好き・… …506  変な人間

ひがみっぽい

卑屈

ハ
U

-
■

り
6

り
乙

ワ
J

a
U

*

★
Ψ

皮肉屋
ひね くれ者

621 批判 癖

szz

624

622

勉強が好き

勉強が得意

746

722

728

407
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方向音痴

弓ま

包容力がある
保守的

星を見るのが好き

404

509

741

?30

753

753

109

未 成年         104

身だ しなみを気にす る・… …704

未 知 の物体に興味がある・… ・747

三日坊主

哺乳類。

ホモ ・サ ピエンス

本籍は～

本当の自分は人にはわからな
 い

ぼ一っとしている

727

540

117

見通しがきく

身の回 りのものはきちんとし

てお く

4

1
↓

0

0

n
O

4
慢

未亡人

530

ZO1

303

303

      も

も うす ぐ母親になる    201

も う少 し身軽になりたい・… ・704

も てない

もてる

元海軍中尉

耳が良い

耳が悪い

ボーナス

ボー リングは面白いと思わな

 い 735

未来への明確なビジョンはま

だない

未練がましい

ボ ラ ン テ ィ ア を し て い る ・… ・731 ム ー ド派

盆栽が好 き

ぼんや りしている

ポし カーフェイス

      ま

麻雀はつきあい程度

730

540

537

毎日忙しい

ワ
ー

り
乙

3

1
」

弓
～

7

毎日必ず経済新聞を読む・・…729

毎 日が嫌なことの連続 ・… …718

毎 日が充実するように生きる・714

毎 日が楽 しい       717

毎 日散歩する       713

マ イ ペ ー ス

曲がったことは嫌い

む

-
↓

リ
リ

ー
工

り
乙

7

ρ
∪

無回答

615

昔、・～に住んでいた

昔は良かったと思 う

*901

無気力
無口

107

748

540
尸
0

り
4

3

0

5

8

*

*

物事にこだわる

406

40a

114

623

もの ぐさ        *544

物 事 にこだわ らない    719

物 事 に熱中しやすい    529

物 事 にのめりこむ タイプ・・…529

物 事 はてきぱき処理する・・…405

物 事 を気にする      720

物 事 に率先 して取 り組む ・… ・512

物事 をてきぱき処理できない・406

物 事 をはっきりさせる… … ・725

物知 り

無効回答

無効回答ではないが、該当す

 る小項 目のない回答 … … ・803

無職

ものを大切にする

やきもちやき

や

勹
～

4

(
)

-
且

4

ワ
」

野球を観るのが好き

やぎ座タイプ

無神経
無邪気

112 約 束 を守る

*533 優 しい

娘の結婚が心配
X724  水 商 売はしたくない

孫は うるさい

負けず嫌い

527 無責任

209 夢想家

孫

孫が可愛い

-
↓

Q
U

-
↓

O

n
O

2

零

*

孫が10入 いる

孫の顔が早く見たい
孫は元気だ
マザコン

まじめ

zas

209
zos

209

sZs

真面目ぶる

無駄口はたたかない

613

20s

702

616

615

535

538

537

531

6`Ll

73Ci

542

528

野心がない

X508

野心的

野次馬

539

*610

やせたい

無頓着
無表情
無理なことはしない

姪が可愛い

め

*527 明 朗

625 眼鏡 をかけている

全 く書かれていない回答 ・・…sai

まめ           530

まわ りが気にな らない」・… ・X538

まわ りを気にしない    538

まわ りを気にす る     720

見栄っぱり

み

味覚が発達している

zoo

503

301

303

303
620
608

s20

726

やせている

山が好き

山田太郎です

大和撫子

大和民族
山の上に住んでいる

山は偉大

目が良い

目が悪い
目だたない

目だちたがり屋

目立ちたくない
女々しい

    免許
X608  面倒くさがり屋

身勝手

0
り

ー
よ

0

0

り
0

食
U

51E3

7(14

301

743

101

7`L6

106

ユ08

'746

ややこしいことが嫌い・・・・… 518

や りかけたことを残す と気に

 な る

や りくり上手

やり通す

ゆ

ユーモアがある

530

729

523

勇敢

X506

X409  優 柔 不断

面倒見が良い

0

0
σ

4

0

【
U

仁
り

友人

-
↓

4

り
4

1

匚
0

0
U

友人が多い

X116

友人が少ない

0
0

R

U

1
1

ー
工

-
■
∩

-
1
呷
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             116

友人 を大切にしている・… …116

融 通 がきかない      524

融通 がきく

友人に感謝している    116

友人は少ないが、深くつきあ

 う方

405

532

722

良妻賢母の妻がいる

両親

ゆっ くり

ユニーク

陽気

よ

洋裁が趣味

207 私は不幸
X202  私 は不幸せだ

3

り
4

ハ
U

4

に
》

ワ
」

両親健在

両親 とうまくいっている・… ・202

両親 と別居 しています ・・… ・・202

寮生

*718

202 私 は私

料理が趣味

旅行するのが好き

旅行への指向
理論家

容姿

容姿に対する意識

容姿は人並

-
↓

4

0

ハ
U

O
O

弓
「

*

潔

用心深い

幼稚
要領が良い

要領が悪い

301
531

613
405

406
余暇は有意義に過ごすべきだ・714
よく遊ぶ         713

抑欝的         *520

欲がない         539

よ く気が付 く       509

よ く昔の思い出にふける・・…748

よ く笑 う

108

742

736

718

             X750

私 は私以外の誰でもない… ・・750

私一・入 しかいない     752

話 題 が豊富

笑い上戸

わんぱく

理論指向

X736 腕 力 がある

728

ルー ズ

る

X728

才し

616

礼子です         101

冷静          X53?

劣等感がある       626

      ろ

老後はのんびり暮したい・・…lll

老人クラブの会長     ll5

浪人 113

729

615

505

5Q3

512

sa3

      を

～ をモ ットーとしている・… ・714

浪費的
503  ロマ ンチス ト

四次元の世界はあると思 う…747

世 のため人のために何か した

 い

世の申すべて金

世の中すべて力

嫁

世渡 りが うまい

世渡 りが下手

      ら

ライオンズクラブの会員 ・・…115

?31

729

732

201

405

406

      ミb

ワープロができる     403

ワープロができるようになり

 たい

楽天家

楽観的

乱暴者

ワrrプ ロを買いたい

若い頃に戻りたい
若いです

わがまま
わけもなく落ち込むことがあ

 る

XO7

712

748

104

soi

719  忘れ っぽい

X719

      り

陸軍に召集された

so7

理屈っぽい

8

Ω
り

4

り
6

ワ
σ

ワ
」

理屈をこねるのが好き… … ・728
離婚歴がある        111

理想が高い

律儀
留学したい

流行を追うのが簾い

sio

528

711

741

0

0
0

り
乙

0

【
0

4

忘れものばかりしている・・…408

私の 彼女は可愛い     116

私 の 入生は不幸の連続だった・718

私 は重 くて四角い物体である・754

私 は風

私は欠点だらけです

4
毯

ρ
0

【
り

哩⊥

ワ
σ

ワ
」

私は幸福        X717

私 は幸せ だ        717

私 は ジャンヌ ・ダルク・・・・…754

私 はそろそろ還暦を迎える…104

私は誰

私は花

*751

754
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2.WAI事 例 集

 この事例集 には，50代 から70才 以上 までの

38事 例を掲載 した。掲載 され た事例には，その

年齢において一般的なものと特殊例の両老が含ま

れるよう努めたが，適切な事例がない場合もあ り，

年齢 ・性別ごとの事例数には偏 りがある。なお，

小学生から高校生までの事例(事 例1～ 事例48)

は 厂組織行動研究，No.16」 に， 大学生から40

代 までの事例(事 例49～ 事：例95)は 「組織行動

研究，No.19」 に掲載 されているので参照された

い。

 事例の構成は以下のようになっている。

事 例96～111 50代  P.71～77

事 例112～124 60代   P.78～83

事 例125～133 70才 以上 P.83～87

 各事例は，被験者の反応を忠実に掲載 しようと

極力努めた。各回答は，回答番号をつけて1つ ず

つ掲載してあり，その回答に自分らしい ものとし

て○が付けられている場合，回答番号を○で囲ん

である。 また，最終版基準書で 分類した際の小

項 目番号を，各回答の最：後の()内 に示してあ

る。被験老の回答の中には，プライバシーの保護

や印刷の都合からそのまま掲載できなかった部分

もある。それについては以下のような変更を加え

て掲載 した。

50イ ー弋

：事例96 男性 54才(会 社員》

1私 はサラリーマンです.(112)

2私 は家族を幸せにするために働きます.(211.

 1121

3私 は スポーツが好きです.(735)

④ 私 は酒宴が苦手です.(534)

5私 は人との付合が下手です.(534)

6私 は健康です.(302)

7私 は少し位の病気では病院に行きません.

 (713)

8私 は政治に関心があ ります.(732)

9私 は気前が良い方です.(509)

⑩ 私 は年よりも若い方です.(301》

11私 は音楽が好きです.(730)

12私 は話す事が下手です.(535)

13私 は、貧■{乏}で す.(117)

⑭ 私 は煙草を吸ひます.(734)

15私 はオジタリアン髄圏{で は}な い.(542)

16私 は ゴルフが下手です.(404)

⑰ 私 は縁起をかつぎません.(745)

18私 は無神論者です.(733)

19私 は積極的に意見を言いません.(620)

20，私 は戦中、戦後をよ く知ってます.(748)

① プライバシー保護の立場から，そのまま掲載す

 ることができない固有名詞は，〈 〉 の中に説

 明を入れて省略を行なった。

②被験者自身が反応内容の削除を行なっている部

 分は，■を用いてある。

③文字や文章が，各行の上や下から挿入 されてい

 るものは，{}の 中に入れて印刷してある。

④その他説明が必要なものについては，※を用い

 て回答 の後で説明するか， あるいは， 【注 ：】

 として反応の中で説明を加えた。

 職業、家庭、身体、能力、性格、趣味、態度な

どの幅広い内容が含まれている。中年の男性では、

このように広範な内容が含まれる傾 向がある。

事例97 男性 54才

① 真面 目な人柄である (527)

② 日常生活に於てはマイペース型である (724)

3人 情味が厚い方である (510)

④ 神経質である (617)

5衝 動買をする時がある (729)

⑥ 時聞的には規則正 しい方である (530)

⑦ 見栄をはるタイプでなく けんそんするタイプ
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 であ る (620)

8一 一寸した事でも場合によっては何時迄も気にす

 る (623)

⑨ 食べ物に対 して好き.き らいがほとんどない.

 {734)

10流 行 の商品にとらわれない.(741)

11ど ち らかと言 うと口数が少ない方である

 (535)

⑫ 几帳面な性格である.(530)

⑬ 喜怒哀楽が表情に出る方である. (605)

⑭ おお らかな気持を半面持っている.(507)

15茶 、グレー系統の落付いた色が好き (743)

16休 日の朝は平日(出 勤)よ り早く眼が覚める方

 である (713)

17，他 人にはやさしい方である (508)

18短 気 の方である (606)

※19～20は 無回答(901)

 社会属性や家族についての記述がなく、性格に

ついての記述がほとんどを占めている。特に、真

面 目で几帳面な性格が反応によくあられている。

事例98 男性 54才4ヶ 月(会 社員)

1私 は 日本人である.(106)

2私 は男である.(103)

3私 は横浜に住んでいる.(107)

4私 は東京に通勤 している.(713)

⑤ 私 は電気の技術者である.(112)

6私 は電気機械製造会社に勤務 している.(112)

7私 はお酒が好きである.(734)

8私 は眼鏡をかけている.(301)

9私 は 自動車を運転することが出来る.(403)

10私 は旅行が好きである.(736)

11私 は海が好きである.(743)

12私 は集合住宅に住んでいる.(108)

13私 は緑の多い所に住んでいる.(108)

14私 は自然が好きである.(743)

15私 は犬を飼っている.(712)

16私 は少々肥満体である.(301)

※17～20は 無 回答(901)

 前半はデモグラフィック属性を中心に述べられ

ており、後半は好みや身体などについての言及が

見られる。中年の男性では、社会的な属性につい

ての記述が多い傾向がある。

事例99 男性 54才5ヶ 月(自 営業)

1自 分 (750)

2本 人 (750)

3あ るじ (201)

4男 (103)

5主 人 (201)

6世 帯 主 (201)

7オ レ (750)

8長 男 (201)

9お じさん (104)

⑩ 大黒柱 (201)

11父(201)

12パ パ (201)

13親 方 (112)

14亭 主関白 (207)

15じ いちゃん (201)

16営 業主 (112)

⑰ おや じ (201)

18勝 気 (611)

19変 人 (722)

20の んべ一 (734)

 すべての回答が単語になっているが、性絡につ
いての記述はほとんどない。家庭内における役割

についての記述が多く、被験者にとっての家庭の

重要性を示唆しているが、内面性は感じられない。

事例100 男性 55才1ケ 月

①166cm，80kg， 超肥満体人間です。(301)

2減 量 に挑戦中、5kgカ ッ ト実現、ウォー!。

 (704)

③ 真面目人間、今どき存在感低い。(527)

4家 庭 では尊敬される父親 と自負する。(201)

5昭 和1ケ タ生まれの戦中派 オジンです。

 (105，104)



6昭 和 とともに生きた入間です。(748)

7昭 和天皇の崩御は心が痛みます。(803)

8美 空ひば りの死去、またひとつ昭和が終った、

9            との感が強いです。

※9，10で1回 答(748)

10自 民党、 リクルー ト事件の反省不足を痛感!。

  1732)

11 「政治不在」でも、 日本丸は順風航海。(732)

⑫ ニ コ.一タイプの 政治家誕生を願望。(732)

13経 済記者30年 を経験。(112)

⑭ 「生きた経済亅を経験できて満足。(729，715)

15新 職場での再出発に燃 える。(112)

16趣 味はゴルフとサツキです。(735，730)

⑰ ゴルフ、 《ゴルフ場名》の理事長杯に優勝

18      その勝利を大切に生きる。

※17，18で1回 答(735)

19サ ツキ、手入れの結果が、正直に出るから好き

20              です。(730)

 経 済記者をしていただけあって、社会的な視点

からの記述が目につ く。それ以外にも身体、性格、

趣味などについての記述もあり、多様な内容が含

まれている。

事例101 男性 55才7ケ 月(会 社員)

① 規則正 しい生活をしようと心掛けている

 (714)

② 夢 を追 う男でもある (701，103)

3酒 が好きである (734)

④ 小説、特に歴史物を読むのが好きである

 (747)

5仏 教 の教義を知ることも好きである (733)

⑥ たまには創作を書くのも好きである (730)

7一 つ のことに専念することがある (529)

8女 房 を今もって好いているという不思議な男で

 もある (207，103)

9娘 を嫁にやるときあんなに泣けるものかと自分

 でも驚いている (206)

⑩ 会 社の仕事にも熱心である (112)

11い まだかつて遅刻したことがない.人 と逢うと

 きは30分 前 である (530)
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12帽 巾は似合わないのであまり好きでないので、

 かぶらない (704)

13ネ クタイは好きなものは、何日もやっている.

  (704)

14人 と話しをするときは言葉を選んで話そうと思

 っている (714)

15周 囲 の人の意見は極力き くように している

 (714.)

⑯ 吾れなが ら我の強いところがあると思っている

 (601)

17意 外 と料理が好きなのかもしれない (742)

18お い しい物は遠い所までいっても喰べにいく

 (734)

19清 けっな着物、清けつな部屋が好きであるがや

 ることは駄目な男 (530，540)

⑳ 常 に 自分自身に負けまいと心掛けている男で

 もある (701)

 好 み、趣味、心掛けといった指向的な側面につ

いての記述が多く見 られる。また、家族について

の記述には、妻や娘に対する感情がよく表現され

ている。

事例102 男性 55才7ケ 月(会 社員)

① 母に似てお人好 しで 嘘が云えない 人柄のよう

 だ(204，527)

② 情 にもろい性格で芝居や映画を見て涙すること

 がよ くある (510)

3粗 忽 もので度々失敗をするが後悔 しないように

  している.(513，714)

④ 人 に裏切 られても私は人を裏切ることができな

 い (527)

⑤ 私 は誠実の二文字を座右の銘にしている.

 (?14)

⑥ 争いごとは好まないが、正当なことでは敢然と

 立ち向か う。(507，527)

⑦ 喜 怒哀楽が姿や顔に出て修行の足りなさを感ず

 る.(605，716)

⑧ 優柔不断な面も有し自己の歯痒さを感ずること

 が ある.(614，716)

9趣 味、嗜好が多 く、極め手に欠ける.(712)
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⑩ 大雑把な性格と繊細な面が 同層 しているよう

  だ.(518，541)

⑪ 思 慮分別は 比較的 わきまえている方であると

 ，思う  (527)

12女 家 族の申に一人男の意地を出しても所詮は女

 に操 られている.(211)

13}家の 者は私を信頼しきっているだけに軽はずみ

 な真似ができない (211，201)

⑳ 家 では明るい家庭づくりをモットーにして互に

 協力 しあっている (211)

⑮ 交友関係は割合と広いが、時には煩わ しくな

 る.(405，534)

⑯ 性格は厳しい方であると思 うが第三者に与える

 印象はマイル ドらしい (522，507)

17静 寂 と 情緒 には心ひかれるものがある.

 (730)

⑱ 二年前の大腸ポリープの手術から生きることえ

 の執着が強 くなった.(302，744)

⑲ 思 ったことを必ず実行できる人を私は羨ましく

 、思う  (708)

⑳ 会社では常に明るい雰囲気づくりに心がけてい

 る・(112)

 性格 についての記述が大部分であるが、それに

対する自分の態度も含めた掘 り下げた表現がなさ

れている。一方、デモグラフィック属性について

はほとんど言及されていない。

事例103 男性 55才9ヶ 月(会 社役員)

1人 間 (753)

2東 洋人 (106)

3日 本人 (106)

4中 年男性 (104，103)

5会 社人間 (749)

6会 社代表 (112)

7基 本的に勤勉 (525)

8典 型的昭和一・・ケタ代人間 (542)

⑨ 理 論型人間 (728)

11搬 塙(542)X542，

12実 行型人間 (512)

⑬ 引率、指導型人間 (405>

⑭ 国際型人聞 (542)

15自 己中・己・型 (601)

16狩 人型 (542)

17集 中努力型 (522，525)

18気 まa、 ムラ気 (604)

19同 時 に長{距}離 ランナー (523)

⑳ 可成 りムツカシイ人間(754)

※自分らしさのOは 、番号に付けられておらず戛

回答の先頭に書かれている。

 好みや願望などに触れず、デモグラフィック属

性と性格を中心に記述した反応は、中年男性でよ

く見られる。この事例の場合、 「～型」という表

現を多用して自己を規定しようとしている点が特

徴的である。

事例104 女性 51才5ケ 月(公 務員)

1日 本 人(106)

251才 (104)

3女 性(103)

4男 と女の子供がいる (206)

5生 まれは山口県 (109)

6住 ん でいる所は神奈川県 (107)

7思 いや りはある方だと思 う。(508)

⑧ 短 足 (301)

⑨ 健康である.(302)

⑩ 気 が小さい (618)

11血 液型A型 (302)

12歌 を歌 うのが好き (742)

⑬ 口うるさい (622)

14お しゃべ り (505)

⑮ 花 が好き (730)

16短 気 (606)

17不 公平が嫌い (527)

18動 物が好き (743)

⑲ 編 物が好き (742)

20水 泳が好き (735)

 デモ グラフィック属性、家族、身体、性格、好

みと、幅広い内容が記述されている。それぞれの



内容を見ると、この年齢の女性として標準的な事

例と言える。

事例105 女性 52才(放 送大学生)

1私 は 女性です (103)

2私 は 主婦です (201)

⑧ 私 は放送大学で勉強しています (113)

④ 私 はどちらかと云えば 内気です (619)

5私 は運動神経はにぶい方です (408)

6私 は体がかたいです (303)

7私 は水泳をや っています (735)

8私 は創造性に欠けます (408)

⑨ 私 は 勉強は大好きです (728)

⑩ 私 は カウンセリングの勉強をしています

 {728)

11私 は文章を書 くのが下手です (404)

⑫ 私 は真面目すぎると思います (527)

13私 は人の話を聞 くのは上手だと思います

 (：405)

14私 はす ぐに人 を信 じます (510)

15私 は今の所 健康だと思っています (302)

16私 は お料理は得意 の方です (403)

17私 は一応絵を習っています (730)

18私 は老後は海の見える所で暮 らしたいと思って

 い ます (711)

1.9私 は目立つ事が大嫌いです (620)

⑳ 私 は是非とも卒業 したいです (711)

 これ は放送大学生の事例である。 「主婦」とい

う記述は見られるが家庭に関する記述はほとんど

ない。一方、勉強や趣味などについての記述が多

く、前向きの姿勢が うかがえる。

事例106 女 性 50才11ヶ 月(主 婦)

1私 は家庭の主婦です.(201)

② 私 は旅行が大好きです。(736)

3私 は食べ物で好き嫌いがあ りません.(?34)

4私 は太ってお ります.(301)

5私 は髪が白くなってきています.(301)

⑥ 私 は子供の頃か ら運動が苦手です.(408)
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7私 は テレビを見るのが好きです.(743)

8私 は甘いものが大好きです.(734)

9私 は動物が大好きです.(743)

⑩ 私 は 上手にうそをつくことが出来ません.

 (406)

11私 は 手芸が好きです.(742)

12私 は デパー トへ行 くことが好きです.(743)

13私 は 会社勤めをしたことがありません.(114)

14私 は 最近 よ く ねむ くなります.(712)

15私 は最近何をやるにも根気がなくなってきた.

 (.712)

⑯ 私 は家で一人でいるよりも友人 と話をしている

 方 が好きです.(116，501)

17私 は ハイキングをしながら野草をみるのが好

 きです.(730)

18私 は 茨城県出身です.(109)

19私 圏には二人の娘がお ります.(206)

20私 は 文章を書 くことが苦手です.(404)

 デモ グラフィック属性や身体についての記述 も

含まれているが、好みについての記述が特に多い。

これは女性全般に見 られる特徴である。また、こ

の事例の場舎、老いに対する意識も現れている。

事例107 女 性 51才5ケ 月(主 婦)

1私 は結婚 しています ・(111)

2私 は身長が高い方です.(301)

3私 は内攻性格です (534)

④ 私 は人の前に出る事が極端に苦手です.(620)

⑤ 私 は仕事をや り始めると、完全にしないと気が

 すみません.(529)

6私 は泣き虫です.(605)

7私 はよく、 ぐず ぐず して時間を無駄にしてしま

 い ます.(532)

8私 は他人の 目を気にする方です.(720)

9私 は読書が好きです.(742)

10私 は ピアノを弾 くのが好きです.し かし下手で

 す.(730，404)

⑪ 私は自分の仕事をほっといても、人の事はよ く

 してあげたい (509)

12{↓}そ のくせに人に振り回されると後でいら



76

 い らする.(601)

⑬ 私 は “べったりηは好きではない。実際には距

 離 を置 く。(534)

14人 の きらう事■{は}し ない方です.(508)

151夜更 し 朝寝型.(と はいっても、家族に迷惑を

 かけない程度) (713，211)

16き ま り、はよく守る.(528)

17買 物 大好き.お 金がない時は見て歩 くだけ.

 (743)

⑱ とても人見知 りする方です.(619)

19私 はすごくおとなしいのに、人には明朗だと思

 われる努力をする.(620，708)

20手 先 が器用で、そういう面では女 らしい仕事が

 得意. (303，407)

 性格や好みについて日常生活との関連で具体的

に記述している。そのため反応から被験者の人柄

を感じ取ることができる。なお、日常生活に即し

た記述は主婦の反応に多い。

事例108 女性 54才11ヶ 月(主 婦)

① 世界中をゆっ くり歩いてみたい。(736)

2飛 行機より船旅がいい.(736)

3新 開地より厂史のあるところへゆきたい。

 X736)

4自 然 の多 く残っている口へゆきたい。(736)

⑤ 小 さい生命も大切に したい。(744)

⑥ 束縛されるのはいや。(724)

7月 に はゆきたくない。(743)

⑧ 春 が好き。(743)

⑨ 美味しいものが食べたい。(734)

⑩ 上 等な香水がほしい。(712)

⑪ 翼 があるといい。(710)

⑫ 戦争は絶対いや。(731)

13材 料 をそろえて御料理をしたい。(712)

14友 人知人を招待 したい。(116)

⑮ 花がいっぱいあるといい。(730)

⑬ 御 金があるといいな。(729)

17好 きな課目を勉強 したい。(728)

⑱ いろんな才能があったら幸せ。(707)

19人 生 が何回かあるといい。(710)

⑳ 魔女にな りたい。(710)

 すべ てが指向的側面についての記述で、特に願

望が多 く記述されている。全体的に現実感があま

りな く、ロマンチックな印象を受ける。このよう

な反応は、成人では比較的稀である。

事例109 女性 57才5ヶ 月(主 婦)

1私 は 昭和ひと桁生れです.(105)

2私 は、 五人兄妹の真中です.(201)

3私 は、 県立高等女学校 三年生の時に終戦を迎

 えました.(748)

4私 は、 学徒動員の経験があります.(748)

5私 は、 三人の子供の母親です.(206，201)

6私 は、 末 の子供が 満二歳の時に教員を辞め

 ま した.(206，114)

⑦ 私 は、 現在、お茶を楽 しみながら教えていま

 す.(730，112)

⑧ 私 は、 もっと勉強しなければいけないと思っ

 ています.(701)

・9)私 は 、

qPl私 は 、

⑪ 私 は 、

 (535)

12私 は 、

積極性に乏しいです.(620)

行動 力に欠けています.(540)

あま り、お しゃべ りではありません.

ユーモアのある人になりたいと思って

 います.(708)

13私 は、 小さい頃から運動が苦手で好きであ り

 ません.(40$，735)

14私 は、

15私 は、

16私 は

⑰ 私は

18私 は、

 (534)

⑲ 私 は、

20私 は

手先の仕事が好きです.(742)

偏食の傾向が強いです.(734)

甘 いものが好きです.(734)

秋 が好きです.(743)

人の 中になかなか溶けこめません.

ひ とりで くよくよします.(720)

文章 を書 くのは 好きです.(742)

 デモグラフィック属性と生活史が前半に書かれ

ているが、その中に戦争についての記述が含まれ

ている。50代 以上の反応には戦争に関する記述

が含まれることが多く、戦争体験が個人に強い心
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理的影響を及ぼしていることが理解できる。 る。また、趣味や交友関係などについての記述は、

子供が自立した後の女性に多く現れる傾向がある。

事例110 女性 57才7ケ 月(主 婦)

事例111 女性 57才5ヶ 月(主 婦)

lS.5年.9月12日 生れの主婦です (105，

  201)

2生 れ は神奈川県、小学校は山形県、女学校は宮城

  県、父の転勤で各地へ (109，203)

32!才 で結婚.(111)

4一 男、一女の母 (206，201)

5結 婚後も神奈川、新潟、宮城、又神奈川に戻っ

  て来る (107)

624才 で長男、30才 で長女を出産.(206)

7子 供 達はそれぞれ独立し、今は主人と二人暮

  し.(206，207)

8つ ね に子供達の幸せのみを考へている.(206)

9自 分達も健康で老後を暮 らしなるべ く子供達の

 世話にはなりたくない (712，206)

10い ろいろ趣味にも手を出しましたが、今は 手

 編 だけしています，(742)

⑪ 食 事はなるべ く手作 りするよう心がける

 {714)

12バ ス旅行やお芝居を観る友達が近所に居る

 (736，742，116)

33近 所 の友達とはあまり深入 りしないが、お互い

 な にかあると力になり合う.(116)

14お 産以来初めて入院.手 術を受けた(胆 石病)

 (302)

15犬 を飼っているので犬好きの友達も出来ました

 (712，116)

ユ6人 にどう思われようと自分で正 しいと思えばそ

 れ でよい (724)

⑰ やせたいと思 うのに運動は長続きしない

 {704)

18甘 いものもひかえなければと思い乍 ら又食べて

 しまう.(704)

19や は り意志が弱いのかもしれない (604)

20考 え る事がだんだんおっくうになって来た.

 (?12)

 生活史、家族、老いに対する意識など、この年

齢の女性においてはかなり一般的な反応内容であ

1私 は 家庭の主婦です。(201)

② 私 は 友人 と レクダンスをする時が 一番 楽 し

  L、。 (116，742)

③ 私 は 庭いじりが好きです.(742)

4私 は バランスのとれた食事を心掛けています。

  (705}

5私 は、旧制女学校出身です。(114)

⑥ 私 は 小さい事も 気になります (720)

7私 は 人を気にします.(720)

8私 は、色白で 日焼けは、あまり しませんが 皮

 膚が弱いようです.(301，302)

9私 は 運動は好きで じっとしているより 動い

  た方が好きです。(735，512)

10私 は、■寝るのは好きですが 今は神経の使いす

 ぎで眠るのに満足 していま{せ ん}(743，712)

11私 は 旅行が好きですが、あまり出来ないので

 不満です。(736，718)

12私 は 内向的になりやすい。(534)

13私 は 上手にうそをつ く事ができません.(406)

14私 は プライ ドが高い方かも しれません。

 4609)

15私 は 表面はそうは見えない様ですが、負けず嫌

 い と思います。(611)

16私 は、健康に関心があるので 何でも よく食べ

 ます。(705)

17私 は やさしくて 家にばかりいる様に見 られが

 ちです。(508，540)

18私 は テレビ 映画で す ぐ涙を流して しまいま

 す。(615)

19私 は ぐうた らにしている面と几帳面 両極端の

 処があ ります.(540，530)

⑳ 私は 文章を書くのが苦手です。(404)

 性格や日常生活を中心に記述されているが、健

康への配慮が記述されている。健康に対する意識

も中年から老人にかけてよく現れる内容である。
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事例112 男性 61才

 1健 康 が気になる (いつまで 元気で働けるか心

  配 だ) (705，112)

2怪 我 をした.(先 日転んで打った肩が いつ治る

  か 心配だ) (712，705)

3も の忘れが進んだ (字を どんどん忘れてしま

  う)(408)

4記 憶 力が減退 した (ワープロがなかなか覚え

  られない) (408，404)

5 “セ ールス”ホイホイ (「ものみの塔」 「共

  産党」各種セールスなど 我が家へきたら 徹底

  的に喋 りまくって 困 らせる)(803)

6け ち (故障 したものは業者に頼まず 自分で修

  理する) (729)

7鬼 籍 の人と話 したい (亡父母、姉、兄がお盆に

  この世に帰ってほしい)(710，202，205)

8石 持 ち (胆石があるので 今度の検査の結果が

  心 配だ) (302，705)

⑨ 庭木の希望 (果物のできる樹木を たくさん植

  えたい) (730，714)

10白 髪 がふえた (染めても す ぐ 白いのが出て

  きて 面倒だ) (301，704)

11ペ ッ トが可愛い (犬 も 小鳥も 金魚も ひたす

  ら いとお しい) (712)

12庭 木の手入れ(よ その家のようにうま く でき

 ず くや しい)(404)

13購 入 自動車の車検(次 に買 う車を 何にするか

 あれこれ考えるのが たの しい) (712)

14行 き たい所 (田舎へ行きたいが “今 日”とい

  う日がない) (736)

15気 になること (姉の所に しばらく行ってない

 の が 気になる) (205)

16ほ しい物  (ビデ オカメラの 編集機)(712)

⑰ 誠実(こ れだけは 自信を持って 主張できる)

 (.527，715)

18下 戸(酒 の飲める人生は どんなに楽 しいだろ

 うな) (302，710)

19声 が悪い (声の よい人が 羨ましい)

 (343，747)

20字 が下手だ (上手に なりたい) (404
，707)

 すべての反応の後ろに()で 補足が行なわれ
ている珍しい事例である。内容的には、身体的な

衰えについての記述が目につくが、これは、60

代以降においてはよく見られる反応である。

事例113 男性 61才5ヶ 月(会 社員)

① 実年男性 (104，103)

② 昔 を追憶 時代小説が好きだった (748)

③ 小供の頃 時計いじりがすき但し復元する事な

  し (742)

④ 投網・魚釣りが好き (742)

⑤ マージヤン，パチンコ等の賭を好む (737)

⑥ 芸 術的な写真の追求そしてより高級な機器への

  欲 求 (730，?12)

⑦ 囲碁，将棋 上達への努力をいとわない (742)

⑧ 切手，レコー ドの蒐集欲 (742)

⑨ 書道でも槽書よりも草書 (730)

⑩ 盆栽，庭作 り大工，彫刻もしたい現在の職を間違

 へ た感 (730，112)

⑪ 作 文が苦手 文法が特に (404)

⑫ 夏 の熱 さよ り冬の寒さが堪 えうれない (302)

⑬ 人の前に立って話す事が苦手，挨拶等 (535)

⑭ 勉強が大嫌い 特に外国語 (728)

⑮ 音楽も高度な音質への欲求 (730)

⑯ 機 械いじりが好き コンピュー タ等.(742)

⑰ 無 神論ではないが宗派にこだわ らない (733)

⑱ 万事経済的合理主義(405)

⑲ 旅行 ドライブ とその地方の美味な食事

 (736，734)

⑳ 第3の 家を日本列島の中央位に建てたい 株 で?

 (711，729)

 デモグラフィック属性や性格についての記述は
ほとんどない。しかし、趣味についての記述が自

由な文体で示されており、そこから被験者の人柄

もうかがえる。
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事例114 男性 63才

① 私の故郷は浦和です.(109)

② 私 は現住所で生まれました.(109)

③ 現住所は祖父の代からで明治38年 から住んで

  います.(208，107)

④ 私の生まれたのは昭和のはじめです.(105)

5市 内の小学校はその頃5校 でした.(113)

⑥ 中学2年 生のとき、大東亜戦争が始まりまし

  た.(748)

⑦ 申学4年 、5年 は勤労動員で勉強など殆どしま

  せ んでした.(113)

⑧ 徴兵検査を受けたのは私たちが最後です.

  (?48)

⑨ 中学5年 卒業も私たちが最後です.(114)

⑩ 戦後は教員となり、40年 あまり勤めました.

  (112)

⑪ 音楽は苦手で、オルガンも ピアノ もひけませ

 ん.(404)

⑫ 植木いじりが大好きです.(730)

⑬ 旅行や動物を飼うのも好きです.(736，742)

⑭ 子供も成人 しましたが、老後が不安 です.

 (206，711)

⑮ 入 院生活は一度だけです.(748)

⑯ 薬 はどんな薬でも平気で のみます.(705)

⑰ 世話好きで、人の面倒をよくみます.(509)

⑱ 食べ物は好き 嫌いがあってなお りません.

 (734)

⑲ 切 手、コイン、などの蒐集が好きです.(742)

⑳ 現在も元気で勤めています.(302，112)

 前半 は、生活史、特に戦時中の体験が語 られて

いる。生活史の記述は、高齢者に多く見 られる。

また、⑭には老後の不安も示されているが、これ

は、申年以降の反応によく見られる。

事例115 男性 66才1ヶ 月(無 職)

1陽 気 である反面、短気 。(503，606)

2大 体率直に話す。(725)

③ 口で話すことよりも書 く方を好む。(535)

4人 か ら金品を借 りることは好まない。(530)

5大 勢の前に出ることは好まない。(620)

6議 論好き。(728)

7親 切に他人に接する。お人好 し。(508，510)

8向 う見ずで、失敗することがある。(607)

9他 人 に鈍感だと言われる。(533》

10動 作 が若い人より鈍 くなってきている。反応が

 おそい。(303)

⑪ 自分では筋金が通っていると思っている。

 (522)

12独 りを好む。(534)

13先 を讀んで行動を起こす。(405)

⑭ 事物を最後まで追求せずにはい られない。

 (523)

15記 憶 力が鈍 り、忘れることが多い。(408)

16賭 事 は好まない。(737)

17人 前 で話すことに抑制を感じる。(535)

18趣 味(写 真)に 生き甲斐を感じている。(730)

19夢 は時々見るがすぐ忘れてしまう。(712)

20想 像 力は強い方。(407)

 老人の場合、文章が冗長になりがちであるが、
この事例では非常に簡潔な文章で性格が記述され

ている。また、生活史に関する言及がないのもこ

の事例の特徴である。

事例116 男性 68才2ヶ 月(医 師)

① 日本人 (106)

2医 師 (112)

3子 供 (201)

④ 祖 父 (201)

⑤ 父(201)

6世 帯主 (201)

7医 療人 (112)

8 兄 (201)

9従 兄弟 (201)

10叔 父 (201)

⑪ 卒業生(114)

12運 動部OB (114)

⑬ 産業医 (112)

14名 誉 院長 (112)

⑮ 学会評議員 (112)
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i6市 民 (107)

17県 民 (107)

18読 者 (713)

⑲ 整形外科医 (112)

⑳ リハ ビリテーション医 (ll2)

 す べ ての回答が役割や肩書になっている事例で

ある。このような反応が含まれることは一般的で

あるが、すべてがそうなっているものは珍 しい。

内容を見ると、被験者にとって家族や医師という

職業が大きな意味を持っていることがうかが える。

事例117 男性 69才11ケ 月(無 職)

ユ 私は、子どもの頃わん白でした。(512)

2 〃 スポー一ツは何でも好きでした。(735)

3 〃 陸上は選手、すもうも選手でした.

 X403)

4

5

6

7

8

〃 

〃

 

 

 

〃

 

 

 

 

〃

が}記 憶 していて涙した

〃 入院生活中祖母が田舎料理を送ってくれた

事が忘れ られない (208)

〃友達の世話をよくする (509)

優 しい人 と云われる.(508)

中肉 中背です.(301)

農 業 をしていて牛を大変愛 した.(112)

四年 間牛と離れていて再会した折 り{牛

         (112)

9

10〃 兵隊に行 く前、兄弟に洋服を{そ れぞれに}

 作 った事を今だに感謝されている (205)

11〃 庭 いじりをよ くする.(713)

12〃 食物に好ききらいはない (734)

13〃 テ レビではニュース、スポーツが好きであ

 る.(743)

14〃 旅 行には義理で行 く.(736)

15〃 映画劇等きらい (743)

16〃 子供と同居 して仲良 くしている.(206)

※17～20は 無 回答(SO1)

 生活史と現在の日常生活が中心に語られている。

生活史を記述した反応は時間的な順序に従って記

述したものが多いが、この事例では、ところどこ

ろに現在の記述が現れるという点で特徴的である。

事例118 女性 60才

1地 味 なものより 派手なものを好みます(608)

② まる顔で あまり 化粧は しません (301，704)

⑧ 主人と二人き りで 生活しています (207)

4身 長 と体重はバランスがとれています (301)

⑤ 神経質で小さな事■{が}気 ■にな ります

 (617，720)

6歩 くことが好きで よ く歩きます (742)

7老 眼鏡はありますが な くても大丈夫です

 (303)

⑧ ささいな事でもす ぐ病院へいきます (705)

⑨ 小 学一葎生の孫が ひとり お ります (209)

10歌 を うたうことが大好きで どこでも歌いたい

 です (742)

⑪ 和服より洋服をよ く着ています (704)

⑫ 今 血圧 をさげる薬を毎 日のんでいます

 (705)

13人 に物をさしあげることが好きです (509)

⑭ 人 に何かも らうと2倍 か3倍 にしてお返 し し

 ます (528)

15友 だちと集って 食べた り のんだりする{の}

 がす きです (501，734)

⑯ 洋服を 買うのが好きで高 くても買って しまい

 ます (704，729)

※17～20は 無 回答(901)

 高齢の女性の反応には、日常生活についての記

述の多い傾向がある。しかも、家事や仕事よりも、

健康や趣味などについての記述が多い。この事例

でも、散歩や服装などの趣味と、健康状態に対す

る関心が示されている。

事例119 女性 60才(放 送大学生)

① 私は女性である (103)

② 私 は二子の母親である (206，201)

3私 は 専業主婦である (201)

④ 私は、協調性がある (501)

⑤ 私 は、友情をだい じにしている (116)

⑥ 私 は 整理整頓が好きである (530)

⑦ 私 は 日本人である (106)



⑧ 私は 負 ケず嫌いである (611)

9私 は、涙もろ くて、す ぐ感動する (510，605)

⑩ 私 は 向上心がある (701)

⑪ 私 は、放送大学の学生である (113》

12私 は 内 向的である (534)

13私 は、同年配の中の平均的体型である (301)

⑭ 私 は、必ず卒業する (711)

15私 は、短気である.(606)

⑬ 私 は、失敗すると いつまでも悩む(720)

⑰ 私 は 努力象である(ら25)

⑱ 私 は、お しゃべ りである(505)

19私 は、ロマンチス トである(615)

⑳ 私 は、頑固である(524)

 初めにデモグラフィック属性が示され、それ以

降はほとんどは性格についての記述で占められて

いる。回顧的な記述は全くなく、むしろ前向きな

姿勢が感じられる。

事例120 女性 60才7ケ 月

1私 は人間です (753)

2バ カがつ く程正直な人聞です.(527)

3相 手が泣 く様なことは したくない私.(508)

4こ の人の為と思ったら自分をギセイにでもする

 私 (509)

⑤ 先ず兄妹のためなら自分の身を削ってでもして

 や る (205)

6親 様の側を離れきれず とうとう一生独身となっ

 た(202，111)

⑦ それでも悔いてはいない私 (715)

⑧ これから先も生活が出来れば余裕は兄妹に して

 や りたい.(205)

9現 在六人兄妹の長女 (201)

10兄 妹 弟の多いことは雑用のいることだけど

 1205)

11又 たのもしいことであると思 う私 (205)

12独 身の_.人 住 いで他か ら、うらやましが られる

 自分.(111，108)

⑬ しかし何でもかんでも一人で片付けてゆかねば

 な らない私 (712)

14他 人様に一人者の弱いところをみせたくない私
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 (611)

⑮ 今 迄は健康であったが、寝込んだ時は寂 しさを

 感 じた.(302，712)

16こ れ か ら先私も独居老人となってゆくことは碗

 ヵ、. (711)

⑰ 現在健康な時に少しでも社会の為にと民生委員

 として奉仕中.(302，731，112)

⑱ 自分の健康を保ち乍 ら出来るだけ社会につ くし

 た い私 (705，731)

⑲ 金だけではな く健康第…とつ くづ く思 う私

 (729，705)

⑳ 周 囲の人■に喜んで頂けることが自分の喜びと

 思 う私.(731)

 家族 のために献身的につ くしてきた生活史を振

り返 り、さらに、社会につ くしていきたいという

姿勢が示されている。しか し、独身で老いを迎え

ることに対する寂 しさも現れている。

事例121 女性 66才3ヶ 月(主 婦)

1主 婦 (201)

2二 人 の子供の母 (206，201)

3三 人 φ孫 の 祖母：(209，201)

4目 黒 区民 (107)

5日 本国民 (106)

6元 民生委員 (ll4)

7元 町会委員 (114)

8老 人 クラブ元役員 (114)

9老 人 クラブ会員 (115)

⑩ 会 社員の妻(207，201)

※11～20ほ 無 回答(901)

 これもデモグラフィック属性と血縁的な役割に

ついて記述だけで構成されている事例である。反

応数も少なく、どちらかと言えば、WAIに 対し

て消極的に反応しているものと思われる。

事例122 女性 66才7ヶ 月(無 職)

1私 は一人暮しの自由を楽 しんでいます.(108，

 n7)
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2ぼ け ない様に週4回 もお稽古事をしています

 (?05，713)

3自 分 の好きな事をしているときは最高に楽しい

 (717)

4若 い時は子育と姑さんで何にもできなかったが

 お けいこ事は早い方が良いと思う (206，210，

 803)

53人 の息子が身を案じてくれて幸福ですが甘え

 ない様気をつけています (206，717，714)

6今 の若い方の 自由さは想像外です然 し楽しくや

 っておれば良いと思っています.(803)

7小 さいなが ら庭があ り花も作れるのです

 (712)

8私 は細々とした物を作 りお友達にあげてよろこ

 ばれてお ります.(712，116)

9時 々友を呼んで食事するのも好きです (116，

 734)

10年 と共に食事の仕度が煩わしくなります，生き

 る為に頑張っています (712，714)

11出 来れば死ぬ迄一人暮 しがしたく、仏の力に時

 にはすがります.(lll，733)

12ま だ まだ若いつもりでいますが老人間題は身に

 つまされます (706)

13若 い等とおだてられますが 物忘れは、かくせま

 せ ん (706，408)

14私 は じっとしている事が大きらいです.テ レビ

 を見ながらせっせと編んでいます (512，713)

15… 人暮 しといっても■そばに息子夫婦孫がいる

 良 い条件に住んでいます (108，206，209，717)

16私 は頭が悪いので考える事俳句等進歩 しません

 の でかっくりしています (402，404，716)

17友 達 ■には恵まれています ，何事も良い方に考

 える事で楽しく{交}際 しています (116，

 719，717)

18亡 き夫は異常な程潔癖で家具の曲がったのが嫌

 いでしたか ら 随分神経を使いました (207)

19そ の 反動か この頃のルーズさは自分ながら驚

 く程です 疲れて出来ない事もあ ります(616)

20わ けのわか らない事 書いて来て私は恵まれて

 いるのだと知 りました.貧 乏を除けば (717，

 11?)

 日常生活を申心に記述されているが、老いの意

識や将来の展望、そして自分の境遇に対する肯定

的な評価などが現れている。性格やデモグラブィ

ック属性には触れられていないが、被験者の生き

方がよくあらわれた事例と言える。

事例123 女性 69才3ヶ 月(会 社員)

1私 は、大正7年 生まれの老婦人です。(105，

 104，103)

2戦 争(前)(中)(後)を 生きて来た 厂史の

3人 です。(748)い ろいろの女の意識 ・行動等

4に 、大変化■に過ごして来ました。(748)

5但 し、この世の中を、健康で、一一生懸命

6に 経て来た事を、私なりに、

7麟 ■■圏■[注 ： 「昔と違い、」と書いてある]

 満 足に思ひます。(302，715)

8主 人の病気 ・会社の倒産 子供6人 と

9共 の年月でした。(207，206)但 し、や りがい

 を感じ

10て ゐ ます。(715)

11ま だ余命のある事を思ひ、せい一杯生き

.12て 行 く考へです。(711，701)

13子 供の頃政治等が 好きで した。(732)

14今 も好ぎです。(732)大 正 の女は、強 く

15生 まれて来ました。(105，521)

※16～20は 無 回答(901)

※行 を無視 して回答が書かれているため、各文の

 終わ りに評価コー ドを示した。

 自分の生活史を振 り返 り、 自己を肯定的に評価

している。このような回顧的な反応は老人によ く

見られる。また、行を無視 して回答を書いたもの

も老人の反応に時々見られる。

事例124 女性 69才5ヶ 月(家 事調停委員)

1 私は5入{女4人 男一人の}き ょうだいの長

 女です.す ぐ下の妹は5才 ちがい次の弟■は

 10才 下です (201，205)

2小 学校入学の時から祖父母に預けられ{小 学}

 5年 生の時に母が弟を連れ教員をやめて同居。
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  (208，204，205)

3昔 、村長をした祖父は、きびしい人でしたが読

  書好きで私も本が好きになり本ばかり読んだ。

  {208，742)

4両 親 が教育者だったので毎月讀む本は限定され

  ていたが日本以外の国の珍 しいもの 》ある事を

  知 った.(202，803)

⑤ 小学校1年 生の担任は女の新卒の先生で最初に

  姓名を呼ばれた時{《 名》さんと呼ばれ}マ ゴ

  マゴ して返事をしなかったら他の子が代返して

  い た。(113)

⑥ 小4の 時はじめて裁縫の運針を教わったがノロ

  ノロしてとてもノロマだった実技は不得意だっ

  た。(113，404)

7村 か ら女の子5人 が女学校へ、男の子2人 が申

 学校へ入学 したが開校以来の大勢という事だっ

  た。(114)

8女 学 校時代は英語が得意で津田塾での先生の答

 案 はいつもvery good[注 ：筆記体]と 書いて

 あった事を思い出す。(113，403)

9母 の 兄が大蔵省の理財局長をしていて私の保証

 人兼身柄引受をしてくれる事 とな り親の意向で

 家政科へ。(210，202，114)

10家 政科1年 生の終わり頃の学芸会で 「アル ト、

 ハ イデルベルビ」を一員として出演 した事が青

 春時代の思い出。(113)

ll在 学 中に校長 《姓名》先生の御逝去、2、26

 事件等忘れられない事がいろいろあ ります.

 (113，748)

12昭 和15年11月23日 女学校の同級生の兄で

 もあった現在の夫と見合結婚 した.(207)

13昭 和16年11月 夫が新聞社の特派員となって

 満 州へ行っている留守申、長男出生2年 後次男

 出生.(207，206)

14昭 和20年5月 、空襲で自宅焼失、家族4人 が

 揃 って生活したのは昭和26年3月 からだった.

 (211)

15太 平 洋戦争中、疎開中の無理がたaり 結核とな

 り信州の実家に丸2年6ケ 月{S.23～S.26.3}

 療養生活をした.(748)

⑲ 長男、次男共大学生となったので何か自分 と社

 会のつながりがほ しく調停委員を希望 した.

 (206，731，742)

⑰3年 間の療養生活中夫の裏切り行為があり離婚

 を思いとどまった経験が役に立った.(207，

 112)

⑱ 人間は誰でも経験が無い事には本当の理解は出

 来 ないかも知れないがその点運命に感謝.

 1112，745)

19S.47.1.26裁 判所への出勤途中交通事故に遭い

 6ケ 月の入院生活を送った.(748}

⑳ 実母は95才 で現在も健在です.健 康な体に恵ま

 れた事は何よりの財産と思っています.(204，

 302，717)

 自己の生活史を克明に記述した事例である。こ

のような反応が老人に時々見られる。老年期に至

ると、 “私とは私の歴史そのものだ” というよう

な個人も多いということであろう。

70才 以.王 二

事例125 男性 72才8ヶ 月

1私 は大正4年 兎の年で次男として生まれた.

  (105，201)

2姉 、兄、弟、の順で4人 姉と弟はすでに他界

  した.(205)

3伊 那谷南アルプスの麓谷間の村で育った.

 (109)

4生 家 は農家で当時村では養蚕もやって居たが現

 在では何処でもやって居ない (110)

⑤ 私 しはほがらかな性格で 若い頃から唄好きで

 親 にも叱 られる程 唄ばかり口ずさんだ

 (503，742?

6私 しが20才 の時父は44才 の短命で亡 くなっ

 た.(203)

7昭 和13年11月 上京、品川区に在住 採用を待

 った，(107)

8昭 和14年3月24日 国鉄、《工場名》就職.

 64名 中4名 採用となる.(114)

⑨ 職場代表の芸能大会で梅と兵隊を唄った.当 時

 24才 (112)

⑩ 木村岳風流 詩吟をや り 日比谷公会堂 等あち
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  こち養生所生徒に教えに行 く (730，713)

11大 東亜戦争の為 妻子を親元伊那谷へ疎開させ

  た 。1年 間 (207，206，202)

12戦 時 中出征兵士を送る度毎に大神宮前で詩を吟

  じる役をやった (748)

13《 工場名》に学徒動員で小、中、女、学校生徒が

  来 たので指導員となった.(748，112)

14当 時任官制度が有って邇輸技官となり 部下40

 名 を持った.(112)

15昭 和44年30年 勤続効績章授与表彰となる.

  (114)

16昭 和46年3月 末定年退職 となる.当 時，55才

  (114)

1?昭 和46年4月 《会社名》 就職 (ll4)

18《 会 名》々長.《 会名》副会長.《 会名》副議

 長.等 (115，112)

19昭 和56年 《会社名》退職 (114)

20現 在老人クラブ総務 健康にてゲー トボール

 に活躍中 (115，302，735)

 反応 が履歴書のように記述されている。このよ

うな反応は、老人の男性に比較的多 く見 られる。

特に職歴は男性にとって重要なself-imageの 要 素

と言えるであろう。

事例126 男性 77才7ケ 月(無 職)

1日 本 国籍である (106)

2平 凡 なる小市民である (723)

3書 籍 と友人を大切に思う人間である (742，

 116)

4無 駄 使いの習癖がある (729)

5ギ ヤ ンブルは嫌いである (737)

6宗 教 層に関心あるが 一一定の宗教を持たぬ

 (?33)

7好 奇心は、年齢9に 比 して旺盛の方である.

 (516)

8政 治に批判的であ り、支持政党なし (732)

9現 在 の社会情勢に対しては、悲観も楽観もせず

 (731)

10対 人関係に対する好き嫌いは、はっきりしてい

 るが表面に出さぬ.(603，537)

⑪ 人生の終局に近づいているので、アイデンティ

  テ ィを確立して人生を終えたい.(706，701)

※12～20は 無 回答(901)

  これ は、生活史を中心に記述したものではない

事例の1つ である。回答数が少なく、それぞれの

回答も短いが、内容を見ると被験者の社会や人生

に対する態度が表明されている。

事例127 男 性77才9ケ 月(無 職)

1末 子 であまやかされた せいか わがまま

  (201，601)

② 物事に 飽 きやすい (604)

3悪 を  憎む (527)

4■ 内弁慶(う ちべんけい) (619)

5子 供 は女の子3人 、男の子が無いのが くや まれ

  る (206)

⑥ 子 煩 悩(こ ぼんの う) (206)

{コ) 刈、 ，心、  (618)

⑧ 読 書が 好 き (742)

9視 力 が劣えて 読 書量極 く少ない (303，713)

10物 事忘 れっぽい のに 腹が立っ (408，718)

11老 衰 が 気になる (706)

⑫ 特 に ボケて長 く生きる?の を忌む(744)

13物 欲 が少い(539)

14家 を継 ぐものは誰も居ない が絶家を厭わぬ

  (211)

15悔 い多い 人生であった が さりげなく 振舞

  っている (716)

16短 歌 を作 り、人の短歌を ■読むのが好き

  (730)

11欝 獣 謙 繊1(7。5，4。4，
19妻 も今は亡髫一人 ぐらし(炊 事などできないた

 め もあ り)飽 きた (207，108，718)

⑳ 人生の侘 しさを しみじみ 知った(718)

 老 いに対する意識がよく現れている事例である。

日常生活についての評価も肯定的なものではない。

老人ではこのような反応もよく見 られる。
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事例128 男性 91才11ケ 月(無 職)

1年 を重ねるにつれて自然の恩恵の如何に広大無

  辺であるかを痛感する 殊に温帯地域の日本に

  生を得た事を有難く思う.(746)

② 人生行路の終点について老化に非ずして老花を

  咲かせたいと願ふ人がいる.之 も結構であるが

  自分は性格上静かに世を世を去りたいと思って

  いる (744)

3現 代に於ける時代の流れは極めて急激である

  この流れに乗る為には、新聞、週刊誌、新刊書等

  を読み 変化に遅れないことである(731，714)

4人 それぞれに性格も異なり環境も相違がある

 ので お互い自分に適合した仕事と趣味に生き

  甲斐を見出して残された人生を明るく楽しく送

  りませう (714)

5近 頃は古い象が毀され 赤青の文化住宅が次々

  とたてられるのは致し方ないが小供の遊び場さ

  えも無くなって行くことは淋しいことである

 (731)

⑥ 僕は小学校時代を球磨川に沿ふた人吉町の郊外

 で育った 人吉は山紫水明の地である 僕の第二

 の故郷である (109)

7文 化が進むにつれて川は汚濁し死の川となって

 いる 小供の頃小川で遊んだ当時が懐かしい 自

 然を大切にしなければならぬ (748，746)
8自 分は13才で熊本陸軍幼年学校に入校し49才

 で敗戦を迎えたが 国を挙げての戦争に参加し

 思いきり御奉公が出来て 負けはしたが今でも

 軍人になった人生を誇りに思っている (114，

 715)

9 「老い」は現在社会間題として種々話題になっ

 ているが吾々は此事実を素直に認め明るく語り、

 美しく老いる心がまえがなければならぬ

 (731)

10健 康に恵まれた高令者は 世界最長寿国の一員

 として 進んで活動の場を求め自己の経験を生

 かして後進の指導に当たる気持ちが肝要である

 (731)

11健 康は人生の原動力である 特に老人は健康に

 注意して死ぬまで人手を煩わせず 世の為人の

 為に盡す心がけが 大切である (705)

12風 雪に堪えてきた人間的な深み{と 温み}の あ

  る老人が顔面に笑みをたaえ た枯淡の風魏は尊

  いものである 自分もかくありたいと思ふ

  (701)

⑬ r負ふた子に教えられて浅瀬を渡る」と言ふ句

 がある 老人はお互いに頑固のみでなく若い人

 の意見を聞く雅量が なければならぬ.(714)

⑭ 「老化は足からはじまる」と言はれる 老人は

 毎日歩く運動をしなければならぬ.然 し市街は

 危険である.自 分は室内歩行器を利用している

 (705)

15昔 の川の堤防は石垣で築かれ魚の住処であった

 現在はコンクリートを使用する為 魚の住処も

 制限される 我々は動植物の愛護に努め自然を

 生かすべく心がけねばならぬ (746)

16自 分は恍惚の人にならぬよう心がけている 即

 ち健康に注意すると共に新聞、週刊誌などを詳

 細に読むことに勉めている (706，714)

17囲 碁や トランプ等は若い時は或る程度興味をも

 ったがプロになろうと思ったことはない

 (742)

⑱ 乗馬は好きだったので乗るのが楽しみで辛いと

 思った事はない (735)

19運 動競技の能力は普通程度である 然し若い時

 水泳と乗馬の競技で一番になったことがある

 (403)

⑳ 自動車其他の事故により植物人間になる人が案

 外多い 本人はともかくとし看護する身内の人

 の長期にわたる看護や精神的疲労に対し 深甚

 の同情と敬意を表する (731)

 被験者は91才 であるが、回答もかなり長く、

身体的 ・精神的な衰えを全 く感 じさせない。また、

社会的な視点からの考察、他者に対する気遣いな

ど、人間的な成熟を感 じさせる反応である。これ

は、``人 間はいかに老いるべきかηという問いに

対する1つ の回答を示す事例 とも言えるであろう。

事例129 女性 72才11ケ 月

1(901)

2私 は私6で す (750)
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3私 わ お金です (802)

4私 わ 私の心です (754)

5私 わ 心の心がわかる (405)

6私 わ ベツ ト (802)

7私 わ ウ タ (802)

8私 自分が好き(715)

9私 生 きる(752)

※10～20は 無 回答(901)

 回答数が少なく、意味内容を理解できない反応

や誤宇もある。おそらくこれは、拒否の反応では

なく、知的能力に問題のある事例であろう。老人

では、このような反応が時たま見られる。

事例130 女性 76才8ヶ 月(無 職)

1明 治44.9.6 横浜市にて出生 (105，109)

2大 正12.9.1関 東大震災にて父を失う.(203)

3大 正13.女 学校入学.箏 曲を習ひ始める

  (114，730)

4昭 和4.4《 学校名》卒 (114)

5昭 和4-8迄 華道 茶道 和裁 手藝 箏曲等

 稽古事.(730，742)

6昭 和8，4緒 婚 京 都に住む (111，107)

7昭 和9、3長 男出生 (206)

8続 いて、 11年 、13年 、16年 、4人 の男

 子 出生 (206)

⑨ 昭 和17，8甲 府にて姑死去.(10年 同居.)

  {210)

10昭 和20.3月 東京、6月 東京，8月 水戸にて空襲

 焼 け出される (748)

⑪ 昭和`L9，10月8日4男 を 修学旅行の事故で失

 う.(206)

⑫38年 家庭裁判所調停委員任命さる (114)

⑬44年12月 主人死去.(207)

1445年3月 より52年3月 迄長男家族と同居

 (206)

1545年4月 よ り 習字 を始める60の 手習ひ 筝曲

 を又始める (730)

⑯52年4月 より長男転任のため 独 り住ひとなる

 (206，108)

1753年2月 より俳画を始める(70の 手習ひ)

 {730)

1858年3月 現住所へ転居(結 婚以来26軒 目の家)

 {748)

1958年10月 藍綬褒賞授賞 (ll4)

2059年3月 家裁定年退職.(114)

 履歴書型の反応例の典型である。しかし女性の

ためか、職歴というよりも家庭史のニュアンスの

方が強い。また、高齢になると趣味が顕在化する

ことも興味深い。

事例131 女性 78才3ヶ 月(無 職)

1老 女 (104，103)

2明 治末期生れ でよかった (105，717)

3エ イプリルフール で 時々だまされる (406)

4大 正時代のことをよく知っている よき時代で

 あった (748)

5歌 曲が好きです (730)

6小 唄、三味線をたしなんでいる (730)

7謡 曲も 三十年位 続いている (730)

8仕 舞 もやった  発表会にも出た (730》

9鼓 も やった    〃 (730)

10日 本舞踊もやった  〃 (730)

11お 茶のけいこをやっている (730)

12お し絵をやっている (730)

13旅 行が好きです (736)

14外 国旅行へも行きました (736)

15料 理 はにが手で下手 (404)

16テ レビは暇があれば見ている (713)

17主 人 と二人の生活がいつまでも続けられ るよう

 祈 っている (209，711)

18孫 の結婚が心配である (209)

19読 書 はあまりしない (713)

20経 を 読んでいる (733)

 大部分の反応が趣味についての記述となってい

る。被験者の趣味の広さが理解できる…方 で、大

正時代へのノスタル ジーも感 じられる。
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1私 は 日本入(106)

2私 は 女性.(103)

3私 は 編物 が 好きです (742)

4私 は 裁縫 が 好きです (742)

5私 は犬は{好 きです}猫 がきらいです.

 (743)

6私 は甘 いものが好きです.(734)

7私 は芝居が好きです.(742)

8私 は男 の子を一一入持っています.(206)

9私 は このままで良 いと思っています.(717)

10私 は満足 しています.(717)

11近 い所に旅行したいと思っています.(736)

12女 の子を 生めば良かったと思います.(206)

i3孫 は女の子が好きです ，(209)

14テ レビは ドラマがすきです.(743)

15ニ コ，一スも好きです.(743)

16映 画 もすきです.(743)

17民 謡 がすきです，(743)

18お 野菜の煮たのがすきです.(734)

19好 き きらいあ りません.(734)

20お 風 呂 は大好きです.(743)

 日常的な記述で反応が構成されている、老年期

の女性における典型的な反応である。特にこの事

例では好みについての記述が多くを占めている。

事例133 女性 86才8ヶ 月(無 職)

iサ ラーマンの長女で5名 の弟妹が居たので姉さ

 ん気質がぬけない (203，201，205，509)

2役 に立つが強情が欠点だと母によく叱られる

 1：405，524，204)

3負 けずぎらいで頼まれても欠席は しない 小学

 校 は皆出席 (611，114)

4大 変 な偏食が小学校の時の 「かい血病」で苦 し

 み、食物の好、嫌はなくなった (740，302)

5学 校が好きで家事におはれても徹夜で机に向っ

 た事もある (113)

6卒 業後間もなく三夫婦、二弟、二同居人、女中

 の大家族に嫁 ぐ (211，111)
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7大 正 時代の嫁 〃すべてが服従の毎 日 (211)

8生 家 での姉さん気質の通 じないことを知る

 {509，211)

9親 戚 間の交流もあり、複雑な家族構成の申で 和

 の大切さを知る (210，211)

10娘 時代の強情さ、負けずぎらいは次第にうす ら

  ぐ(524，611)

⑪ 嫁 として20年 、姑として35年 今日は感謝の

 日々6 (201，717)

⑫ 時代の流れをよそに未だに着物の生活 (741，

 704)

⑬ 美 容院を知 らない、洗髪、結髪 は自分の手で

 {704)

14時 々損をしたと、反省もするがむしろ心は釈然

 と して明るい.(718，717)

15嫁 と して60年 、狂はない起床時間，朝食前の仕

 事 はつaけ ている.(201，713)

⑯ 食事も楽しみ、まだ独 り歩きも出来て健康を感

 謝 している (734，705，717)

⑰2つ ばかり外での仕事にめぐまれ生き甲斐とす

 る(112，715)

⑱ 起床時に1日 の予定をたて 丶、消化 してい くの

 が たの しみ.(713)

⑲ 今迄は経済的にはめぐまれなかったが心の豊か

 さ をよろこぶ (117，717)

⑳ 若い頃決意 した継続は力なりを目標 (714)

 生活史が家族との関連から記述されており、現

状に対する肯定的な評価が反応に現れている。全

体的に見てしっかりした反応で、人生に対する前

向きな姿勢がうかがえる。




